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自己点検・評価報告書 

 

 

 

この自己点検・評価報告書は、財団法人短期大学基準協会の第三者評価を受

けるために、千葉経済大学短期大学部の自己点検・評価活動の結果を記したも

のである。 
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1．自己点検・評価の基礎資料 

（1）学校法人及び短期大学の沿革 

千葉経済学園及び千葉経済大学短期大学部の沿革は下記年表のとおりとなる。 

＜千葉経済学園の沿革＞ 

昭和 ８年  創立者佐久間惣治郎が、私立寒川高等女学校の経営を開始し、 

    校長に就任 

昭和 ９年  千葉女子商業学校（乙種三年制の県下唯一の女子商業学校）を設立 

昭和２０年  戦災のため校舎全焼 

昭和２１年  千葉市轟町に移転 

昭和２３年  新学制施行に伴い新制千葉女子経済高等学校となる 

昭和２６年  私立学校法施行に伴い学校法人佐久間学園となる 

昭和２９年  千葉経済高等学校と改称、男子部を新設 

昭和４０年  学校法人千葉経済学園と改称 

昭和４３年  千葉経済短期大学設置 

昭和４６年  学園附属なでしこ幼稚園設置 

昭和６３年  千葉経済大学設置 

平成 ５年  千葉経済大学大学院経済学研究科（修士課程）設置 

       千葉経済大学附属高等学校と改称 

千葉経済大学短期大学部と改称 

平成２０年  なでしこ幼稚園廃止 

 

＜千葉経済大学短期大学部の沿革＞ 

昭和４３年  千葉経済短期大学（商経科）設置 

昭和５２年  初等教育科設置 

昭和５９年  別科経営情報専修設置 

昭和６２年  別科経営情報専修を商経科経営情報専攻に改組 

平成 ５年  千葉経済大学短期大学部と名称変更 

       商経科経営情報専攻を経営情報科に改組 

平成１５年  文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム」に【もう一つの学校

「こども造形教室」】が採択される 

平成１６年  商経科、経営情報科をビジネスライフ学科に、初等教育科をこども学

科に改組 

平成１７年  文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム」に【教育実習記録集

「ひろはら」を核とした教員養成】が採択される 

平成１８年  短期大学基準協会による第三者評価で適格と認証される 

平成１９年  文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」に

【キャリアデザインをコアとする修学支援策】が採択される。 

平成２１年  文部科学省「大学教育・学生支援推進事業」に【模擬試験・就職対策

講座などを活用したきめ細かな支援システム】が採択される。 
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（2）学校法人の概要 

千葉経済学園は昭和 8 年に佐久間惣治郎が寒川高等女学校の経営を継承して、翌年千葉

県初の女子商業学校として千葉女子商業学校を創設したことに始まる。同校は戦後千葉経

済高等学校となり今日に至る。建学の精神は「片手に論語、片手に算盤」である。 

 千葉経済短期大学は昭和 43 年、千葉経済大学は昭和 63 年に設立され、両大学の校是は

「良識と創意」である。学園創立 60 周年にあたる平成 5 年、本学は千葉経済大学短期大学

部に、高校は千葉経済大学附属高等学校に校名を変更し、千葉経済大学は大学院を設置し

た。 

 

� 学校法人が設置するすべての教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員及び

在籍者数（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

 

（3）学校法人・短期大学の組織図 

� 評価実施年度 5 月 1 日現在の専任教員数、非常勤教員数、専任事務職員数、非常

勤事務職員数  

教
員
組
織
の
概
要 

学 科 
専任教員等 兼任 

教員等 教授 准教授 講師 助教 計 助手 

ビジネスライフ学科 10 人 2 人 － － 12 人 － 25 人 

こども学科 7 人 8 人 2 人 － 17 人 － 44 人 

計 17 人 10 人 2 人 － 29 人 － 69 人 

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要 

職 種 専  任 兼  任 計 

事務職員 12 人 － 12 人 

技術職員 － － － 

図書館専門職員 2 人 － 2 人 

その他の職員 － － － 

計 14 人 － 14 人 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

千葉経済大学 

短期大学部 

千葉市稲毛区轟町 

４－３－３０ 
320 名 670 名 665 名 

千葉経済大学 
千葉市稲毛区轟町 

３－５９－５ 
250 名 1,000 名 1,095 名 

千葉経済大学 

大学院 

千葉市稲毛区轟町 

３－５９－５ 
10 名 20 名 10 名 

千葉経済大学附

属高等学校 

千葉市稲毛区轟町 

４－３－３０ 
560 名 1,680 名 1,442 名 
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� 組織図 

（4）立地地域の人口動態・学生の入学動向・地域社会のニーズ 

� 立地地域の人口動態（短期大学の立地する周辺地域の趨勢） 

 本学の入学者の居住地域を見ると別表（学生の入学動向）の通り全県域に及んでいる。 

千葉県人口の趨勢についてみると以下のとおりである。 

 

     千葉県人口の推移              （人） 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

総人口 5,926,285 6,056,462 6,216,289 

  19 歳 75,931 67,396 58,891 

  20 歳 78,804 71,141 59,914 

 注）資料「国勢調査」 

 

 総人口は平成 22 年までは増加傾向にあるものの、19、20 歳の年代では急速な減少傾向

を示している。千葉県の試算によれば平成 27 年に総人口は約 626 万人に増加し、その後は

減少していくとしている。なお、平成 23 年の東日本大震災による県西地域での液状化現象

等の理由により人口は微減した。 

法人本部
事務局

大学・短大

事務局

理事長

短大学務課

大学学務課

入試広報センター

庶務課

情報企画

キャリアセンター

図書館課

常
任
理
事

総務課

会計課
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� 学生の入学動向（過去の実績と未来の予測、学生の出身地別人数及び割合） 

注）第 1 区～第 9 区については、「短期大学所在の市区町村の全体図(7 ページ)」を参照

のこと 

 

� 地域社会のニーズについて 

【ビジネスライフ学科】 

ビジネスライフ学科に対するニーズは、第一に地域経済を支える人材の供給である。就

職状況は進路支援の項で詳細に述べるが求人件数は下表のとおりで、景気低迷を反映して

年々低下傾向にあるものの、地域企業への就職は 60％をこえている。 

 

平成 22 年   994 件 

平成 23 年   657 件 

平成 24 年   572 件 

 

第二としては地域経済団体等の要望を受けての教員派遣での貢献である。商工会議所の

指導員研修・簿記に関する研修・千葉県観光物産協会等との研究会等に講師として関わっ

たり、県内の高校等の要望で「出前講座」に積極的に関わったりしている。 

 

地域 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 備考 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 
 

千葉県 342 90.0 321 90.2 328 90.1 302 92.1 315 90.0  

 

第 1 区 81  48  88  64  75   

第 2 区 69  74  54  61  74   

 

第 3 区 7  14  15  47  18   

第 4 区 47  58  61  9  47   

第 5 区 31  19  14  15  13   

第 6 区 32  24  30  27  22   

第 7 区 20  21  19  18  21   

第 8 区 7  5  5  3  3   

第 9 区 48  58  42  58  42   

東京都 12 3.2 12 3.4 8 2.2 9 2.7 7 2.0  

茨城県 13 3.4 9 2.5 15 4.1 5 1.5 20 5.7  

その他道府県 13 3.4 14 3.9 13 3.6 12 3.7 8 2.3  

合計 380  356  364  328  350   
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【こども学科】 

第一に挙げられるのは、保育士・幼稚園教諭養成へのニーズの高さである。国による子

育て支援に係わるプランの策定や法律の制定があり、千葉県及び県内各市町村は子育て支

援に係わる多様なサービスを実施していて、質の高い保育士のニーズが一段と高まってい

る。教育基本法、学校教育法の改正を受けて幼児教育が重視されるようになり、幼稚園教

諭へのニーズも高い。 

幼稚園・保育所の一体化が進行しており、保育士資格と幼稚園教諭免許状の両方を取得

した保育・教育者のニーズは極めて高くなっているため、保育コースはこの要請に応えて

いる。初等教育コースで幼・小の両教諭免許状を取得した卒業生の幼稚園就職内定率も、

ほぼ 100％となっている。求人状況は下表のとおりである。 

 

   幼稚園 保育所 その他の社会福祉施設 

平成 22 年 262 件 303 件 51 件 

平成 23 年 295 件 334 件 67 件 

平成 24 年 334 件 381 件 49 件 

 

第二に挙げられるのは、大都市圏を中心に小学校教諭の定年退職者が増加し始め、小学

校教員養成へのニーズが高まっていることである。平成 24 年度の東京都の小学校教員採用

名簿登載者は、期限付採用を含めれば 1,900 名を超え、千葉県においては 800 名弱に達し

ている。こうした状況にあって、千葉県内では小学校教員の養成を始める四年制大学が増

えている。教員養成の修士レベル化の方向が示されたこともあり、小学校教諭を志望する

者の多くは 1 種免許状取得を目指すことになり、短大に対するニーズは減少傾向にある。 

しかし、経済的に恵まれない高校生や大学既卒者で小学校教諭を志す者は少なくないの

で、短大の特徴を活かした教員養成へのニーズも存在している。本学では、毎年過年度卒

業生を含め十数名の採用者を出し、市レベルの臨時採用教員のニーズも多く、地域社会で

貴重な役割を果たしている。小学校教員を志望する科目等履修生は毎年度 30～40 名あり、

小学校教員が不足し始めたこの状況下での地域貢献は特筆される。 

  平成 21 年度から施行された教員免許更新制では、必修講習を含め 10 講習程度を毎年開

設し、延べ約 700 名が受講していて申込者は定員を超えている。 

 

� 地域社会の産業の状況 

 「平成 20 年度県民経済計算―県統計課」によると千葉県内総生産は 21 兆 4,648 億円、

経済成長率は 1.2％減で、事業所数・従業者数を「平成 21 年経済センサス基礎調査」でみ

ると民営事業所数 202,670、従業者数 2,118,886 人となっている。 

 雇用状況を「有効求人倍率」でみると、平成 20 年度 0.72、21 年度 0.42、22 年度 0.47

と低下傾向が続いている。更に、有効求人数の 4 割がパートとなっているのが特徴的であ

る。完全失業率は平成 20 年 3.5％、21 年 4.4％、22 年 4.8％と上昇している。そのなかで

の若年者（15～24 歳）の有業率は 4 割台と低くなっている（全体はおおむね 60％）。 

 商業（卸売・小売り）の状況は、平成 19 年では事業所数 48,596、従業者数 414,626 人、

年間商品販売額 12 兆 3,222 億円となっている（商業統計調査）。これを前回平成 16 年の
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調査と比べると、事業所は 3,973 社の減少、従業者は 4,298 人の減少となったが販売額は

7,143 億円の増加である。 

 工業の状況は、事業所数が最も多かった昭和 63 年の 10,239 事業所から平成 22 年には

5,622 事業所と約半数に減じている。従業者数もかつては 30 万人前後であったが現在は 20

万人と約 30％減となっている。製造品出荷額は平成 20 年に約 15 兆 4,600 億円と過去最高

を記録したが、翌年の「リーマンショック」の影響で平成 21 年には対前年 20％減の 12 兆

3,400 億円となった。平成 22 年も減少傾向は続き、12 兆 2,250 億円となっている。 

地域別の状況をみると、基盤的技術産業を担う中小企業が集中する葛南、東葛飾地域に

おいて事業所数、従業者数はともに高い割合で、事業所数で 38.2％、従業者数で 36.9％と

全体の 4 割を占めている。一方、製造品出荷額等については、臨海部に素材型産業が集中

している君津、市原の割合が高く、54.6％と過半数を占めている。 

 

� 短期大学所在の市区町村の全体図 
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（5）課題等に対する向上・充実の状況 

 

① 前回の第三者評価結果における三つの意見の「向上・充実のための課題」で指摘され

た事項への対応について（領域別評価票における指摘への対応は任意） 

改善を要する事項 

（向上・充実のための課題） 

対策 成果 

評価領域Ⅳ 教育目標の達

成度と教育の効果 

 卒業後の評価について

は、平成 17 年にはじめて

300 名の卒業生を対象にア

ンケートを実施されたが、

今後こうした調査結果が教

育内容・方法の改善充実に

活用されることを期待した

い。 

一定期間を置いて調査を

実施することとし、平成 23

年に、第 2 回目のアンケー

トが行われた。調査結果は

在学生満足度調査や進路先

からの評価などとともに、

本学の教育内容・方法の改

善に活用している。調査の

時期・内容については更に

検討したい。 

在学生満足度調査や平成

23 年実施の第 2 回本調査に

よれば、本学の教育に対す

る評価の上昇が見られる。

第1回調査の結果に基づき、

教育内容・方法の改善の目

標を「全人的な教育」に当

てその推進に取り組んでき

たので、その成果と評価し

たい。今後も持続的な取り

組みを行っていきたい。 

評価領域Ⅸ 財務 

 こども学科における定員

超過を是正されたい。 

 平成18年度からビジネス

ライフ学科の定員を50名減

じ、こども学科の定員を 50

名増の 200 名とし、定員超

過の是正を実施した。 

 平成 18 年度以降、入学者

はほぼ定員どおりとなり、

是正対応は成果を挙げたと

考える。平成 23 年度は保育

コースで指定校推薦入試志

願者数の予測を誤り、初教

コースでは一般推薦入試の

歩留まり推測を誤ったた

め、入学者が定員をやや超

過した。 

 

② 上記以外で、改善を図った事項について 

改善を要する事項 対策 成果 

なし   

   

 

③ 過去 7 年間に、文部科学省の設置計画履行状況等調査において留意事項が付された短

期大学は、留意事項及びその履行状況を記述する。 

 

特になし 
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（6）学生データ 

※下記①について、学科・専攻課程ごとに、評価実施年度を含む過去 5 年の学校基本調査

のデータを示す。 

 

① 入学定員、入学者数、入学定員充足率、収容定員、在籍者数、収容定員充足率 

学科等の名称 事項 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 備考 

ビジネスライフ学科 

入学定員 150 150 150 150 120 

 

入学者数 150 166 126 100 84 

入学定員 

充足率（％） 
100 110 84 66 70 

収容定員 300 300 300 300 270 

在籍者数 317 311 293 227 186 

収容定員 

充足率（％） 
105 103 97 75 68 

こども学科 

入学定員    200 200 200 200 200 

 

入学者数    206 198 202 250 233 

入学定員 

充足率（％） 
   103 99 101 125 116 

収容定員    400 400 400 400 400 

在籍者数    419 397 392 450 479 

収容定員 

充足率（％） 
   104 99 98 112 119 

 

［注意］ 

� 「学科等の名称」欄には5年間に設置された学科等をすべて記載し、設置以前の年

度については、入学定員以下は空欄とする。 

� 5年間に学科等の名称変更を行った場合は、最新の名称で記載し、直下の（ ）に

旧名称を記載する。 

� 通信教育学科の場合、学科等の名称欄に「通信教育」と記載する。 

� 募集停止を行った学科等は、募集を停止した年度の入学定員欄に「募集停止」と

記載する。新たに学科等を新設した場合は、募集年度の入学定員欄に「新設」と

記載する。 

� 「入学定員充足率（％）」欄及び「収容定員充足率（％）」欄は、小数点以下第

１位を切り捨てて記載する。 

 

※下記②～⑥について、学科・専攻ごとに、評価実施の前年度を起点とした過去 5 年の学

校基本調査のデータを示す。（③退学者数のデータについては、休学者数や就職者数の取り

扱いに準じて記入する）。 
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② 卒業者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

ビジネスライフ学科       161      144       128       147 111 

こども学科       195      193       174       176 182 

 

③ 退学者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

ビジネスライフ学科 19 22 16 15 11 

こども学科 16 27 30 14        20 

 

④ 休学者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

ビジネスライフ学科 18 19 17 12 11 

こども学科 18 20 20 12 11 

 

⑤ 就職者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

ビジネスライフ学科       119        85        68        89        66 

こども学科       166       172       162       155 152 

 

⑥ 進学者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

ビジネスライフ学科         5         9         2         1 3 

こども学科        11         5         3         6 12 
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（7）短期大学設置基準を上回っている状況・短期大学の概要 

大学の設置等に係る提出書類の「基本計画書」（「大学の設置等に係る提出書類の作成の

手引き」を参照）内の量的数値及び質的な事項について記述する（評価実施年度の 5 月 1

日現在）。 

 

① 教員組織の概要（人） 

学科等名 
専任教員数 

設置基準 
で定める 
教員数 

助 
手 

非 
常 
勤 
教 
員 

備 
考 

教授 准教授 講師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕 

ビジネスライフ学科   10   2   12 （7） ― 
 

25 経済学関係 

こども学科     7   8   2  17 （11） ― 
 

44 
教育学・保育

学関係 

（小計） 17 10 2  29 （18） ―  69  

〔ロ〕      ― （5）    

（合計） 17 10 2  29 （18） （5）  69  

［注］ 

 

 

1 上表の〔イ〕とは、短期大学設置基準第22条別表第1のイに定める学科の種類に応じ

て定める教員数（昼間又は夜間において授業を行う学科が通信教育をあわせ行う場合

には、短期大学通信教育設置基準第9条第2項に定める教員数を含む）をいう。ただし、

通信教育学科のみを置く短期大学の場合は、短期大学通信教育設置基準第9条第1項別

表第1に定める教員数をいう。 

2 上表の〔ロ〕とは、短期大学設置基準第22条別表第1のロに定める短期大学全体の入

学定員に応じて定める教員数をいう。なお、昼間又は夜間において授業を行う学科が

通信教育をあわせ行う場合には、短期大学通信教育設置基準第9条第2項に定める教員

数を加算する。 

3 上表の〔イ〕及び〔ロ〕の欄の（ ）には、短期大学設置基準第22条別表第1のイの備

考第1号に定める教授数を記入する。通信教育学科のみを置く短期大学の場合は、短期

大学通信教育設置基準第9条第1項別表第1備考第2号に定める教授数を記入する。 

4 上表の助手とは、助手として発令されている教職員をいう。 

5 備考欄には、当該学科の種類（短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のイにいう「学科の

属する分野の区分」）を記載する。 
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② 教員以外の職員の概要（人） 

 専任 兼任 計 

事務職員 12 0 12 

技術職員 0 0 0 

図書館・学習資源センター等

の専門事務職員 

2 0 2 

その他の職員 0 0 0 

計 14  14 

 

③ 校地等（㎡） 

校 

地 

等 

区分 
専用

（㎡） 

共用

（㎡） 

共用する他
の学校等の
専用（㎡） 

計（㎡） 
基準面積

（㎡）［注］ 

在学生一人当

たりの面積

（㎡） 

備考（共有の

状況等） 

校舎敷地 10,197 0 0 10,197 6,700 40.22  

運動場用地 16,750 0 0 16.750  

小計 26,947 0 0 26,947  

その他 0 0 0 0  

合計 26,947 0 0 26,947  

［注］短期大学設置基準上必要な面積 

 

④ 校舎（㎡） 

区分 専用（㎡） 共用（㎡） 
共用する他
の学校等の
専用（㎡） 

計（㎡） 
基準面積

（㎡）［注］ 

備考（共有の状

況等） 

校舎 9,636 3,633 0 13,269 5,150 
 

［注］短期大学設置基準上必要な面積 

 

⑤ 教室等（室） 

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習室 語学学習施設 

13 4 24 7 0 

 

⑥ 専任教員研究室（室） 

専任教員研究室 

29 
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⑦ 図書・設備 

学科・専攻課程 

図書 
〔うち外国書〕 

学術雑誌 
〔うち外国書〕（種） 

視聴覚資料 
（点） 

機械・器具 
（点） 

標本 
（点） 

 
（冊） 

 電 子 ジ ャ ー
ナル〔うち外
国書〕 

ビジネスライフ 70,622(2,588) 202(45) 5(4) 4,896 5 0 

  こども 37,022(1,132) 97( 7) 共用 1,690 共用 0 

計 107,644(3,720) 299(52) 5(4) 6,586 5 0 

 

図書館 
面積（㎡） 閲覧席数 収納可能冊数 

2,268.90 203 23 万冊 

体育館 
面積（㎡） 体育館以外のスポーツ施設の概要 

2,928.31   

 

（8）短期大学の情報の公表について 

 

① 教育情報の公表について 

 事項 公表方法等 

1 大学の教育研究上の目的に関すること http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

2 教育研究上の基本組織に関すること http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

3 教員組織、教員の数並びに各教員が有する

学位及び業績に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

4 入学者に関する受け入れ方針及び入学者の

数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就

職者数その他進学及び就職等の状況に関す

ること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

5 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間

の授業の計画に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

6 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の

認定に当たっての基準に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

7 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生

の教育研究環境に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

8 授業料、入学料その他の大学が徴収する費

用に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 

9 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身

の健康等に係る支援に関すること 

http://www.chiba-kc.ac.jp/disclose/inde

x.html 
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② 学校法人の財務情報の公開について 

事項 公開方法等 

財産目録、貸借対照表、収支計算書、事業

報告書及び監査報告書 

http://www.cku-h.ed.jp/ir/ir.html 

 

（9）各学科・専攻課程ごとの学習成果について 

� 学習成果をどのように規定しているか 

【ビジネスライフ学科】 

本学科の主たる教育目的は、校是である「良識と創意」を踏まえて豊かな人間性と学術・

技芸に優れた人材を育成することで、「学位授与の方針」は学科の学習成果を次のように

掲げている。 

１．社会人に求められる豊かな教養、良識 

２．ビジネスライフ学科における学術理論等の基礎知識 

３．現代社会に適応できる知見を有し、学際的な多様な課題においても、柔軟且つ適正に

問題解決できる能力 

４．実社会において知識を実践の場で生かし、情勢に適応した行動 

５．日常の行動体系において適切な自己管理を行い、他者との良好な対人関係を維持する

能力 

６．ビジネススキルの習熟を期し、キャリア形成に努める意識 

また、本学科が育成を目指す人材の一側面が高校生にも解るように、「入学者受け入れ

の方針」は「目指す教育」の中で「自分の夢の実現に向かって着実に学習し、知識・技能

を習得した学生は、社会常識を豊かに備えて新しい状況に的確に対応できる社会人に成長

していきます」と述べている。 

 

【こども学科】 

本学科の主たる教育目的は小学校・幼稚園教諭及び保育士の育成にあり、「学位授与の

方針」は学科の学習成果を次のように掲げている。 

１．教育・保育の方法、技術及び基礎技能の基本能力 

２．実践のバックボーンとしての、教育・保育の本質とその原理の理解力 

３．高い教養、豊かな表現力を有し、教育上・保育上、「こども」と適切な意思疎通を図

り、良好な人間関係を築くことのできる豊かな人間性 

４．日常のこどもの行動様式、行動心理を洞察し、状況に適応した教育・保育を実践でき

る能力 

５．教育者・保育者としての社会的使命感、高い倫理観を有し、他者と協力しながら社会

貢献できる能力 

６．日々の実践及び保育・教育に係る新しい知見から豊かに学び、将来にわたり成長して

いこうとする意識 

本学科が育成を目指す保育士・教師像の一側面が高校生にも解るように、「入学者受け

の入れ方針」は「目指す教育」の中で「学生は卒業後、即戦力となって職務に就きますが、
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ものごとを自分の目で見、自分の頭で考えて、幼いこどもに温かく対応できる教育者・保

育者として成長していきます」 と述べている。 

 

� どのように学習成果の向上・充実を図っているか 

【ビジネスライフ学科】 

本学科は日本や世界、なかんずく地域のビジネス界の発展に貢献できる人材の育成を目

的としている。変化の激しい今日のビジネス界にあっては、客観的状況（ビジネス界が求

めるもの）も主観的状況（学生たちが求めるもの）も常に変化している。こうした状況の

変化に対応すべく、適宜カリキュラム改革を行い、学習成果の向上と充実を図っている。 

① 学科レベルでは、近年の厳しい就職状況を克服すべく、資格関連の科目を強化し、と

くに学生の就職力を高める方向で改善の努力をしている。基礎的な科目については習熟

度別クラス編成を行って優秀な学生をさらに伸ばすとともに、遅れ気味な学生には懇切

丁寧に指導して底上げを図っている。毎回の学科会議の後に FD 会議を開き、学生一人ひ

とりに関する様ざまな授業における情報を全教員が共有して、家庭とも密に連絡を取る

などして、指導体制を強化している。 

② 科目レベルでは、それぞれの科目の到達目標や教授方法の見直しを適宜図り、資格取

得や就職力向上につながるように努めている。とくに資格関連科目においては、検定試

験で成果が上がるように授業内容を工夫するとともに、課外講座として資格取得支援講

座を開講して対応している。また、一般教養科目の授業内容も就職力向上に資するため

の工夫をするとともに、公務員試験対策講座を課外講座として開講している。司書課程

は図書館法施行規則の改正にともない、平成 24 年度より新しいカリキュラムに改定した。 

 

【こども学科】 

  本学科は、教員養成、保育士養成を目的とする学科であるので、法令の改正、社会の状

況の変化、学生の質やニーズの変化に合わせて、適宜カリキュラムの改革を行ってきた。

学習の成果は以下の方法により、その向上と充実を図っている。 

① 学科レベルでは、以下の 7 つの観点から、教育課程・内容、授業クラスの適正規模、

授業の教育方法、学生指導の体制に関して、改善に努めている。 

１．免許・資格取得状況、２．幼稚園・保育所等の就職状況、３．小学校教諭及び公立

幼稚園・保育所の採用試験合格者数（既卒者を含む）、４．就職先からの本学卒業生に

関する聞き取り調査、５．学生に対する満足度調査・授業評価、６．選択科目の受講者

数の変化、７．卒業生に対するアンケート調査等 

② 科目レベルでは、担当の授業について、下記の３つの観点から科目の内容や授業方法

の改善を行うとともに、FD 活動の一環として行っている授業の相互参観・授業事例研究

も参考にしている。 

１．満足度調査、２．授業評価、３．シラバスに規定した学習成果に基づく評価基準に

よる達成度 
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（10）オフキャンパス、遠隔教育、通信教育のその他の教育プログラム 

� オフキャンパス（実施していれば記述する） 

行っていない。 

� 遠隔教育（実施していれば記述する） 

行っていない。 

� 通信教育（実施していれば記述する） 

行っていない。 

� その他の教育プログラム（実施していれば記述する） 

行っていない。 

 

（11）公的資金の適正管理の状況 

� 公的資金の適正管理の方針及び実施状況を記述する（公的研究費補助金取扱いに

関する規程、不正防止などの管理体制など）。 

 本学での公的研究費補助金は科研費が対象となっている。科研費については日本学術振

興会の開催する説明会に必ず事務局職員が参加して、最新情報を教員に説明して適切な処

理ができるように努め、以下の 3 点で管理を徹底している。 

① 科研費に関する会計処理は庶務課で受け付け、法人本部会計課が支出の管理を行うが、

不適切な使用が無いかどうか厳しくチェックする。 

② 購入した物品については、設置場所等の問題で現物確認が難しい場合を除き、庶務課

担当者が実物の検収を行う。実物検収が不可能な場合には、科研費管理シールを貼付し

た状態での写真を提出してもらい検収を行う。 

③ 内部監査については受給人数が少ないので、受給者全員分を監査する。 

 

（12）その他 

� 上記以外に、評価員が理解を深めるのに役立つ情報があれば記述する。 

特になし 

 

 

2．自己点検・評価報告書の概要 

� 概要は、四つの基準に基づいて記述する。 

【基準Ⅰ】建学の精神と教育の効果 

 学園の建学の精神は「片手に論語、片手に算盤」で、この教育理念に則り本学は校是を

「良識と創意」と定めている。本学の教育目的・目標はこの精神と校是を根幹に据え、「入

学者受け入れの方針」「教育課程編成・実施の方針」「学位授与の方針」として学内外に

公表し、学習成果については授業要項（シラバス）でその測定の仕方を明示し、PDCA サイ

クルを用いた査定を行って教育の質保証に努めている。 

 自己点検・評価活動は「自己点検・評価に関する規程」に基づいて設置されている短期

大学部専門部会の所轄のもとに、全教職員が意識を共有して行っている。その報告書は平

成 17 年度、平成 21 年度に公表して短期大学基準協会の認証評価と外部評価を受け、教育・

研究などの改善に努めている。 
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【基準Ⅱ】教育課程と学生支援 

 教育課程は「教育課程編成・実施の方針」に基づいて体系的に編成され、学習者の視点

に立った授業の実現に努めている。「入学者受け入れの方針」は「大学案内」やホームペー

ジの中で「高等学校において望まれる学習」についても明示している。学科会議後には FD

会議を開き、学習状況の芳しくない学生の情報交換に努め、定期的に実施する学生の授業

評価に書かれる率直な指摘を授業改善に活かしている。授業事例研究会や相互授業参観の

機会を設けて、専門分野を超えて教育力の向上に努めている。 

 学生生活の支援では、学生の自主的な活動を側面から支援するとともに、アメニティに

は適切に配慮して快適な生活ができるように努めている。メンタルヘルスケアについては

カウンセリングセンターが対応し、経済的な支援についても学園奨学金制度の活用などを

勧めて便宜を図っている。キャリア支援は 2 年間を見通した周到な計画に基づき、インタ

ーンシップや資格取得講座等も活かして行い、高度資格取得者には奨励金を授与してその

努力を称えている。学生募集は多様な入試形態で臨み、ホームページ等での広報活動に努

めるとともに、オープンキャンパスから入学前教育に至るまで計画的に適切に実施してい

る。 

 

【基準Ⅲ】教育資源と財的資源 

 専任教員は短期大学設置基準の示す人数を超えて配置し、核となる専門教育を責任もっ

て担当している。研究業績についてはホームページで公表し、各種の研究助成制度を整え

ている。事務局は大学・短期大学を統合して設置されていて、職員には SD の機会を積極的

に提供している。 

 校地・校舎面積は設置基準を十分に満たしており、講義室等も適切に配備している。コ

ンピュータシステムの整備は十分で、そのセキュリティーや火災・地震・防犯の対策も万

全を期して、安全・安心な学習環境の構築・整備に努めている。 

 短期大学部の資金収支はやや減少しながらも黒字の状態を堅持し、消費収支もほぼ均衡

する状態で推移している。教育研究費は帰属収入の 20％を超え、教育研究用の施設設備及

び学習資源に対する資金配分も適切である。 

 

【基準Ⅳ】リーダーシップとガバナンス 

 理事長は本学の学長を兼ねて理事会の議長を務め、学校法人の運営全般にわたってリー

ダーシップを発揮し、評議員会は理事会の諮問機関として適切に運営されている。学長は

教授会の議長を務め、教授会は本学の教育研究上の審議機関として適切に運営されている。 

 学校法人の業務及び財産の状況については寄附行為に基づいて監事が監査し、毎会計年

度に監査報告を行っている。事業計画と予算執行は、平成 23 年度に策定された中期財務計

画(予測)に基づいて行われ、財務情報をはじめ法令の定める教育情報はホームページで公

開されている。 
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3．自己点検・評価の組織と活動 

� 自己点検・評価委員会（担当者、構成員） 

「自己点検・評価委員会 短期大学部専門部会」は学長以下各学科長、各部長、事務局

長のメンバーで構成される。 

【構成メンバー】 

学長・ビジネスライフ学科長・こども学科長・ 教務部長・学生部長・就職部長・ 

入試広報委員会委員長・図書館副館長・事務局長 

 

� 自己点検・評価の組織図（規程は提出資料）  

� 組織が機能していることの記述（根拠を基に） 

短期大学部専門部会は定期的に執行部会の後に開催され、専門部会内の推進 TM 及び事務

局との打合せも随時実施して自己点検評価活動の推進に努めている。打合せと活動につい

ては、議事録を作成して活動の確認を行っている。 

 

� 自己点検・評価報告書完成までの活動記録 

平成 23 年 4 月 20 日 執行部会にて、学長より執行部会のメンバーが自己点検・評価委

員会専門部会の委員を務めることが表明される。 

平成 23 年 5 月 18 日 スケジュールの概略と自己点検・評価報告書作成担当者を決定す

る 

平成 23 年 7 月 13 日 平成 17 年度に行った認証評価の際に示された課題、21 年度に行

った外部評価員講評で示された課題の確認 

平成 23 年 10 月 12 日 推進チームの発足 

平成 23 年 10 月 22 日 自己点検・評価報告書のサンプルを示して記述のあり方について

確認 

平成 23 年 12 月 14 日 各担当分の自己点検・評価報告の試案を収集 

法人本部

大学

専門部会

専門部会

専門部会短期大学部

理事会

自己点検・評価
委員会
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平成 24 年 1 月 18 日 試案をもとに自己点検・評価報告書（平成 24 年 1 月 18 日版）を

専門部会にて配付し、点検を依頼 

平成 24 年 2 月 1 日 各委員からの指摘をふまえた自己点検・評価報告書（平成 24 年 2

月１日版）を専門部会にて配付し、さらに点検を指示 

平成 24 年 3 月 14 日 自己点検・評価報告書（平成 24 年 3 月 14 日版）を専門部会に配

付し、念を入れた点検を指示 

平成 24 年 3 月 28 日 配布済みの自己点検・評価報告書（平成 24 年 3 月 14 日版）に基

づき、専門部会にて点検作業を実施 

平成 24 年 4 月 25 日 自己点検・評価報告書（平成 24 年 4 月 25 日版）を専門部会にて

配付して、統一性を配慮しての点検を指示 

平成 24 年 5 月 16 日 理事長･学長の指摘を踏まえた自己点検・評価報告書（平成 24 年

5 月 16 日版）を教授会にて全教員に配付し、本学の現況をふまえ

た指摘事項の提出を指示 

平成 24 年 6 月 13 日 教授会後に報告書の最終点検を全教員で実施 

平成 24 年 6 月 25 日 短期大学基準協会に自己点検･評価報告書を提出 
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４ 提出資料・備付資料一覧 

４－１．提出資料一覧 

報告書作成マニュアル記載の提出資料 (資料番号／資料名) 

基準Ⅰ：建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

建学の精神・教育理念についての印刷物 (1)学生便覧 

(2)大学案内 

B 教育の効果 

教育目的・目標についての印刷物 (1)学生便覧 

(2)大学案内 

学生が獲得すべき学習成果についての印刷物 (1)学生便覧 

C 自己点検・評価 

自己点検・評価を実施するための規程 (3)自己点検・評価に関する規程 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

A 教育課程 

学位授与の方針に関する印刷物 (1)学生便覧 

教育課程編成・実施の方針に関する印刷物 (1)学生便覧 

入学者受け入れ方針に関する印刷物 (1)学生便覧 

(2)大学案内 

(4)募集要項 

  (4-1)学生募集要項 

  (4-2)AO 入試要項 

  (4-3)千葉経済大学附属高校推薦 

     入学試験要項 

カリキュラムに対応した授業科目担当者一覧（教員

名、担当授業科目、専門研究分野） 

(1)学生便覧 

シラバス (5)授業要項 

B 学習支援 

学生便覧等（学則を含む）、学習支援のために配付

している印刷物 

(1)学生便覧 

短期大学案内・募集要項・入学願書 (2)大学案内 

(4)募集要項 

基準Ⅲ：教育資源と財的資源 

D 財的資源 

「資金収支計算書・消費収支計算書の概要（過去 3

年）」［書式 1］、「貸借対照表の概要（過去 3 年）」［書

式 2］、「財務状況調べ」［書式 3］及び「キャッシュ

フロー計算書」［書式 4］ 

(6)資金収支計算書・消費収支計算書の

概要（過去 3 年） 

(7)貸借対照表の概要（過去 3 年） 

(8)財務状況調べ 
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報告書作成マニュアル記載の提出資料 (資料番号／資料名) 

資金収支計算書・消費収支計算書（過去 3 年） (9)資金収支計算書 

(10)消費収支計算書 

貸借対照表（過去 3 年） (11)貸借対照表 

中・長期の財務計画 (12)中期財務計画(予測) 

事業報告書（過去 1 年） (13)事業報告書 

事業計画書／予算書（評価実施年度） (14)事業計画書 

(15)予算書 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

A 理事長のリーダシップ 

寄附行為 (16)寄附行為 

 



千葉経済大学短期大学部 

 - 22 -

４－２．備付資料一覧 

報告書作成マニュアル記載の提出資料 (資料番号／資料名) 

基準Ⅰ：建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

創立記念、周年誌等 (1)千葉経済学園 60 年史 

(2)千葉経済学園五十年史 

C 自己点検・評価 

過去 3 年の間にまとめた自己点検・評価報告書 (3)自己点検・評価報告書 平成 21 年度 

第三者評価以外の外部評価についての印刷物 (4)外部評価報告書 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

A 教育課程 

単位認定の状況表（評価実施年度の前年度に卒業し

た学生が入学時から卒業までに履修した科目につ

いて） 

(5)単位認定状況表 

学習成果を表す量的・質的データに関する印刷物 (6)成績割合表 

(7)資格取得一覧表 

(8)免許取得一覧表 

学生支援の満足度についての調査結果 (9)満足度調査結果 

就職先からの卒業生に対する評価結果 (10)卒業生に関するアンケート 

(11)保育園訪問報告 

(12)施設訪問報告 

(13)幼稚園訪問報告 

卒業生アンケートの調査結果 (14)卒業生アンケート 

(15)就職(進路)支援に関するアンケー

ト 

入学志願者に対する入学までの情報提供のための

印刷物等 

(16)大学案内 

入学手続者に対する入学までの学習支援のための

印刷物等 

(17)入学前教育関係資料 

学生の履修指導（ガイダンス、オリエンテーション）

等に関する資料 

(18)ガイダンス資料 

学生支援のための学生の個人情報を記録する様式 (19)学籍簿 

進路一覧表等の実績（過去 3 年）についての印刷物 (20)進路一覧表 

GPA 等成績分布 (21)成績割合表 

学生による授業評価票及びその評価結果 授業評価アンケート 

社会人受け入れについての印刷物等 なし 

海外留学希望者に向けた印刷物等 なし 

FD 活動の記録 (22)授業事例研究 
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報告書作成マニュアル記載の提出資料 (資料番号／資料名) 

(23)授業相互参観 

SD 活動の記録 (24)SD 委員会活動報告書 

基準Ⅲ：教育資源と財的資源 

A 人的資源 

教員の個人調書（専任教員については教員履歴書、

過去 5 年間の業績調書。非常勤教員については過去

5 年間の業績調書） 

(25)個人調書(専任教員) 

(26)個人調書(非常勤教員) 

教員の研究活動について公開している印刷物等（過

去 3 年） 

(27)本学ホームページ 

専任教員等の年齢構成表 (28)専任教員年齢構成表 

科学研究費補助金等、外部研究資金の獲得状況一覧

表 

(29)科学研究費補助金状況一覧 

(30)外部研究資金獲得状況一覧 

研究紀要・論文集（過去 3 年） (31)研究紀要 

事務職員の一覧表（氏名、最終学歴） (32)事務職員一覧 

B 物的資源 

校地、校舎に関する図面（全体図、校舎等の位置を

示す配置図、用途（室名）を示した各階の図面、校

地間の距離、校地間の交通手段等） 

(33)校地、校舎に関する図面 

図書館、学習資源センターの概要（平面図、蔵書数、

学術雑誌数、AV 資料数、座席数等） 

(34)千葉経済大学総合図書館利用の手

引 

(35)オープンキャンパス資料（千葉経

済大学総合図書館・地域経済博物

館） 

C 技術的資源 

学内 LAN の敷設状況 (36)ネットワーク・サーバ完成図書 

マルチメディア教室、コンピュータ教室等の配置図 (37)校内配置図（パソコン教室等） 

D 財的資源 

寄附金・学校債の募集についての印刷物等 なし 

財産目録及び計算書類（過去 3 年） (38)財産目録 

(39)計算書類 

教育研究経費（過去 3 年）の表 (40)教育研究費 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

A 理事長のリーダシップ 

理事長の履歴書 (41)理事長履歴書 

現在の理事・監事・評議員名簿（外部役員の場合は

職業･役職等を記載） 

(42)理事・監事・評議員名簿 

理事会議事録（過去 3 年） (43)理事会議事録 
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報告書作成マニュアル記載の提出資料 (資料番号／資料名) 

諸規程集 

組織・総務関係 

組織規程、事務分掌規程、稟議規程、文書取扱い

（授受、保管）規程、公印取扱規程、個人情報保

護に関する規程、情報公開に関する規程、公益通

報に関する規程、情報セキュリティポリシー、防

災管理規程、自己点検・評価に関する規程、SD

に関する規程、図書館規程、各種委員会規程 

人事・給与関係 

就業規則、教職員任免規程、定年規程、役員報酬

規程、教職員給与規程、役員退職金支給規程、教

職員退職金支給規程、旅費規程、育児・介護休職

規程、懲罰規程、教員選考基準 

財務関係 

会計・経理規程、固定資産管理規程、物品管理規

程、資産運用に関する規程、監査基準、研究費（研

究旅費を含む）等の支給規程、消耗品及び貯蔵品

管理に関する規程 

教学関係 

学則、学長候補者選考規程、学部（学科）長候補

者選考規程、教員選考規程、教授会規程、入学者

選抜規程、奨学金給付・貸与規程、研究倫理規程、

ハラスメント防止規程、紀要投稿規程、学位規程、

研究活動不正行為の取り扱い規程、公的研究費補

助金取り扱いに関する規程、公的研究費補助金の

不正取り扱い防止規程、教員の研究活動に関する

規程、FD に関する規程 

(44)千葉経済大学短期大学部規程集 

  （組織・総務関係） 

  （人事・給与関係） 

  （教学関係） 

(45)財務関係規程 

  経理規程 

  経理規程細則 

  固定資産及び物品管理規程 

  資金運用管理規程 

B 学長のリーダーシップ 

学長の履歴書・業績調書 (46)学長履歴書・業績調書 

教授会議事録（過去 3 年） (47)教授会議事録（正本） 

委員会等の議事録（過去 3 年） (48)各委員会議事録 

(49)教授会議事録(正) 

C ガバナンス 

監事の監査状況（過去 3 年） (50)監査報告書 

評議員会議事録（過去 3 年） (51)評議員会議事録 

選択的評価基準 3 

 (52)インターシップ報告書 

(53)オープンカレッジかまがや 
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基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果 

(a)基準Ⅰの要約 

千葉経済学園は「片手に論語、片手に算盤」を建学の精神として創立され、本学はこの

理念に則って校是を「良識と創意」と定めている。「論語」に象徴される倫理･道徳と

「算盤」に象徴される職業人としての技術･知識を育み、民主主義社会を支える健全な

「良識」と社会･経済を発展させる「創意」を備えた市民を育成することが本学の理念で

ある。 

ビジネスライフ学科とこども学科の教育目的・目標は、この教育理念を踏まえて掲げら

れ、それは「学位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」「入学者受け入れの方針」

（以下、「三つの方針」という）として学内外に公表し、定期的に点検されている。両科

の教育課程はこの方針に基づいて編成され、学習成果は授業要項（シラバス）で明示され

た方法で測定している。教育の質を確保し、学生の満足度を高めるために、機関・教育課

程・科目の３レベルでPDCAサイクルを用いた査定を行い、学科ごとにFD会議を設けて教育

の充実に努めている。 

自己点検・評価活動は、平成3年に制定された規程に基づいて短期大学部専門部会を設

置し、全教職員の意識を高めて平素より行い、短期大学基準協会の認証評価や外部評価を

受け、また定期的に行っている学生の授業評価に耳を傾けて、学生が満足する学園の構築

に力を注いでいる。 

 

(b)行動計画について 

① 三つの方針については、建学の精神はもとよりのこと、時代の要請に合致しているか、

学生の実態やニーズに即しているか点検を重ねること。 

② PDCAサイクルによる学習成果の査定については、緒に就いたばかりであるので確実に

根づかせ、「教員の視点に立った教育」から「学生の視点に立った学習」への転換を図

るために様ざまな活動を取り入れるとともに、平素より自己点検・評価に心がけて改善

に努め、教育の実を上げること。 

 

基準Ⅰ-A 建学の精神 

(a)テーマの要約 

昭和8年に創立された千葉経済学園の建学の精神は「片手に論語、片手に算盤」で、徳

育と実学を重んじる教育理念である。「論語」は人としての倫理や道徳を養うことの重要

性、「算盤」は職業人として自立できる技術や知識を身につけることの必要性を表明して

いる。昭和43年に開学した本学はこの教育理念に則り、校是を「良識と創意」と定めた。

健全な倫理観に裏打ちされた「良識」と社会･経済を発展させるために欠かせない「創

意」を育むという最高学府としての教育理念である。建学の精神と校是は入学式等の機会

に理事長･学長によって語られ、教室に掲示された「論語カレンダー」を目にすることを

とおして学生や教職員に共有されている。 

大学総合図書館は「論語」についての開放講座を毎年開催して、地域への啓蒙にも努め

ている。「良識と創意」という校是はキャンパスの中央の石碑に刻まれていて、学生はこ

の理念に接しながら学業に励んでいる。 
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(b)改善計画について 

建学の精神を学生に深く理解させるためには、入学前教育や入学ガイダンスでの指導が

特に重要であるので、どのように指導を充実させていくか、毎年度検討を重ねること。 

 

基準Ⅰ-A-1 建学の精神が確立している 

(a)現状について 

千葉経済学園は昭和8年に佐久間惣治郎によって創立された。創立者は当時の教育が知

育偏重で道徳教育を軽視していることを憂え、理想とする教育を行うためには私学を興す

しかないと考え、建学の精神に「片手に論語、片手に算盤」を掲げて千葉女子商業学校を

創設した。「論語」は人としての倫理や道徳を養うこと、「算盤」は職業人として自立で

きる「職業に結びつく技術」を備えることの象徴で、両者を兼ね備える教育の重要性を表

明するものとなっている。 

昭和43年に設置された千葉経済短期大学（当時）は、学園の建学の精神を踏まえて校是

を「良識と創意」と定めた。つまり、民主主義を支える国民に必須である健全な倫理観に

裏打ちされた「良識」と、社会・経済を発展させるために欠かせない「創意」を育むとい

う教育理念である。この校是は後に開学される千葉経済大学の教育理念ともされ、学園の

最高学府としての使命を明らかにしている。 

建学の精神「片手に論語、片手に算盤」は、学園の教育理念として高校・短大・大学に

おいて脈々と受け継がれ、教育のバックボーンとなっている。理事長・学長は入学式等の

様ざまな機会に学生のみならず教職員に対してこの理念を熱く語り、また大学案内や『千

葉経済学園60年史』等の様ざまな出版物にその意義を書き示すとともに、ホームページ

では「大学の特色」の項で「良識と創意」の理念をかみくだいて語っている。 

平成23年8月には、佐々木久夫著『佐久間惣治郎伝――教育の基本は「論語と算盤」』

が出版され、同書は多くの方々に読まれ感銘を与えている。また、大学総合図書館は「論

語」についての開放講座を平成19年から毎年開催して、学生はもとより地域の方々への啓

蒙にも努めている。 

 

大学総合図書館講演一覧（論語に関係する講演） 

開 催 日 演  題 講  師 

平成19年10月13日（土） 
中国古典に学ぶ  

－「論語」と「孫子」－ 
守屋  洋氏 

平成20年7月3日（木） 
経世済民の『論語』  

－素行・仁斎・渋沢栄一の目を通して－ 
石本 道明氏 

平成20年12月6日（土） 
孔子の人間学  

－『論語』の解釈をめぐって－ 
村山 吉廣氏 

平成21年11月7日（土） 
『論語』と日本人  

－荻生徂徠の挑戦－ 
石本 道明氏 

平成22年7月17日（土） 
怒れる孔子  

～『論語』を読む～ 
石本 道明氏 
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平成22年11月9日（火） 渋沢栄一と道徳経済合一説 井上  潤氏 

平成23年7月15日（金） 
必ずや名を正さん乎  

～虚像の打破～ 子路第13の章句 
石本 道明氏 

平成23年12月3日（土） 渋沢栄一と経世済民思想 坂本 慎一氏 

 

校是「良識と創意」に込められた本学の教育理念もまた、入学式をはじめ様ざまな機会

に理事長・学長から学生や教職員のみならず、学生の保護者に対しても述べ伝えられてい

る。本学の正門を入った正面の石碑には、前理事長佐久間彊の筆でこの校是が刻まれ、学

生はこの石碑を目にして日々学業に励んでいる。 

平成24年度より、「論語カレンダー」を作成して大学・短期大学・附属高校の各教室に

掲示し、論語の教えに親しみながら勉学に励む環境を整えている。ちなみに、「論語カレ

ンダー」に選りすぐった論語の教えは以下の12である。 

 

4月 朋あり、遠方より来る。亦楽しからずや。 

5月 己の欲せざる所を、人に施すことなかれ。 

6月 学びて思わざれば則ち罔し。思いて学ばざれば則ち殆し。 

7月 知れるを知るとなし、知らざるを知らずとせよ。これ知るなり。 

8月 徳は孤ならず、必ず隣あり。 

9月 故きを温ねて新しきを知る。もって師となすべし。 

10月 われ日に三たびわが身を省みる。 

11月 過ちては則ち改むるに憚ることなかれ。 

12月 過ぎたるはなお及ばざるがごとし。 

1月 君子はこれを己に求め、小人はこれを人に求む。 

2月 性は相近し、習えば相遠ざかる。 

 3月 三人行えば必ず我が師あり。その善なる者を択びてこれに従い、その不善なる者

はこれを改む。 

 

 (b)課題について 

時代を超えた教育理念「片手に論語、片手に算盤」と校是「良識と創意」が、学園のあ

らゆるところで活かされるように今後とも努めること。 

 

 

基準Ⅰ-B 教育の効果        

(a)テーマの要約 

ビジネスライフ学科及びこども学科の教育目的は、建学の精神「片手に論語、片手に算

盤」と校是「良識と創意」を踏まえて掲げられており、その教育目的･目標は三つの方針

において表明され、時代の要請や地域のニーズ、学生の実態に即する目的･目標となって

いるかどうか点検している。 
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両科の教育課程は「教育課程編成･実施の方針」に基づいて編成されている。シラバス

は各科目の「概要と到達目標」「評価の方法･基準」を示し、学習成果を測定する方法を

明らかにしている。また、各科目の学習成績表は学生のみならず保護者にも郵送にて通知

し、学業への励みとさせている。学科としての学習成果は就職･資格取得・免許取得の状

況等に表れるので、その状況についてはホームページ等で公表している。 

教育の質を確保し、満足度を高めるために関係法規の定めを順守して的確に対応すると

ともに、機関レベル・教育課程レベル・科目レベルで様ざまな角度から査定に努めている。

PDCA サイクルに基づく査定は主として学科会議後の FD 会議で行い、組織的に教育の充実

に努めている。 

 

(b)改善計画について 

① 三つの方針に基づく学習成果の査定にあたっては、学生の視点に立って行うことを基

底として実施し、教育の向上・充実に努めること。 

② PDCAサイクルによる査定は緒に就いたばかりであるが確実に定着させて、機関レベ

ル・教育課程レベル・科目レベルにおいて適切に行って改善に活かすこと。 

    

基準Ⅰ-B-1 教育目的・目標が確立している 

(a)現状について 

ビジネスライフ学科の教育目的は、「校是である『良識と創意』にもとづき、社会人と

して健全な判断のできる『良識』と社会の変化に対応できる『創意』を兼ね備えた、人間

性豊かな学生の育成」(提出資料(1)『学生便覧』3頁)である。 

同便覧は「21世紀は変化の激しい流動的な社会で、ビジネスの知識だけでなく、ITや生

涯学習・社会福祉などの知識が必要とされる社会に向かっています。このような社会では、

ビジネスの基礎的な能力を備え、社会の常識を理解し、他人と協調して生活や仕事ができ、

さまざまな事態にも対応できる人材が求められています」（31頁）と、その時代認識を明

らかにする。また、「世界や日本の経済の動向・会社のしくみ・簿記の原理・コンピュー

タなど、ビジネスに必要な基礎知識や幅広い教養を身につけさせ、地域のビジネス産業界

の要請に応え、さらには自らの生涯設計に役立つ教育内容を用意しています」（31頁）と、

修得されることになる学習成果についてふれる。 

こども学科の教育目的は校是である「良識と創意」を踏まえて、「深い人間理解を基盤

とした幅広い教養と、優れた実践力を兼ね備えた教師と保育士の育成」(提出資料(1)『学

生便覧』3頁)である。 

同便覧は「こどもについての総合的な学習を基盤とし、人間性が豊かで実践力のある教

員養成・保育士の育成を目指します」（41頁）と学科の教育目標を明らかにする。そして、

２年間の学習成果として、①実践者としての基本技術、②現場で出会う困難な状況に創造

的に対応できる能力、③深い人間理解と教養に基づいた豊かな人間性、④卒業後も自ら成

長することができる実践者としての資質を掲げる。 

 建学の精神を根底に置く両学科の教育目的・目標は、三つの方針として学内外に表明さ

れている。入学時のガイダンスではこの方針・目的・目標を学生に周知させ、２年間の学

習に展望をもって臨ませている。教育目的・目標については、カリキュラムの改訂や学生
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募集要項の作成、大学案内の作成の際に慎重に検討し、時代の要請や地域、学生の実態や

ニーズに即するものとなっているかどうかを定期的に点検している。受験する生徒の実態

の変容に伴って見直しの必要が生じた場合には「入試広報委員会」及び学科会議で、また

カリキュラム変更の必要性が生じた場合には「教務部会」及び学科会議で検討を重ね、最

終的には教授会において議論し、適宜改正を行うことに努めている。 

    

(b)課題について 

 両学科の教育目的・目標の達成に向かって教職員が一丸となって取り組み、「本学に入

学してよかった」と学生が実感できるように努めること。    

 

 

基準Ⅰ-B-2 学習成果を定めている 

(a)現状について 

 学園の建学の精神は「片手に論語、片手に算盤」で、人間としての倫理観や教養を養う

とともに、専門的な知識や技術を身に付けていくことである。この精神に基づき、ビジネ

スライフ学科では一般教養と専門知識・技能を調和的に養うように科目を開設し、シラバ

スはそれぞれの授業の「概要と到達目標」を明示している。こども学科においても、深く

人間理解のできる素養を養うとともに、教師・保育者としての実践力を培う科目を開設し

て、それぞれの授業の「概要と到達目標」をシラバスに明示している。 

 両学科で期待される学習成果については、「学位授与の方針」に示されている。そこに

記載されている学科の学習成果は、教育課程編成・実施の方針に基づいて開設される科目

群の授業をとおして2年間に身につけられていく。シラバスではどの科目においても、

「授業の概要・到達目標」「授業の内容・計画」を明らかにしたのちに、「評価の方法・

基準」という欄を設けている。そこでは、例えば次の４例のような記載があって、学習成

果を量的・質的に測定して評価することが明示されている。 

 

○課題発表方法・内容 (30％ )、発表レジュメの記述内容 (25％ )、討論への参加状況

(25％)、出席状況・授業態度(20％)を考慮しての評価 

○毎回の感想文(40％)、学期末のテスト(30％)、発表(30％)で総合的に評価 

○発表内容(20％)、積極性(20％)、課題(20％)、出席率(40％)を勘案しての評価 

○期末試験(40％)、小テスト(30％)、出席状況(30％)で総合的に評価 

 

 つまり、学業に励む態度の真摯さを重視するとともに、各科目の特性にあわせて内容の

理解度や発表力などを適切に測定するように努めている。 

 「各科目の個人の学習成績表」は、前期後期の終了時の2回、学生一人ひとりに手渡す

とともに、保護者にも郵送して知らせている。「教育課程の編成・実施の方針」に基づく

「学科としての学習成果」は、就職状況や資格取得状況、免許取得状況等に表れる。その

状況については大学案内やホームページに掲載して学内外に公表しており、その公表は学

生の学習意欲を高める一契機になっている。 

就職、資格取得、免許取得の状況などで学習の成果が芳しいと判断した場合は、その要
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因を考察してさらに成果が上がるように努め、また、成果が芳しいと思われない場合には

その背景をつぶさに点検して、教育方法などの改善に努めている。 

    

(b)課題について 

 すべての学生が自分の学習成果を確認して卒業できるように、教育上の工夫を凝らして

満足度を高めること。  

 

 

基準Ⅰ-B-3 教育の質を保証している 

(a)現状について 

 教育の質を確保し学生の満足度を高めるためには、学校教育法はもとより短期大学設置

基準等の関係法令を順守することが欠かせない。教育情報の公開などの新たな義務が法令

で定められる場合があり、関係法令の変更には常に関心をもって理解に努め、法令に則っ

た的確な対応ができるように努めている。 

 教育の質の保証のためには、期待される学習成果が上がっているかどうか、様ざまな観

点で査定に努めなければならない。機関レベルとしての大学では、地域社会のニーズに応

えて有為なビジネスパーソン、教育者、保育者の養成がなされているか、企業や幼稚園、

保育所などに卒業生の状況についてアンケートを求めるなどして、教育の状況を省みてい

る。 

 教育課程レベルとしての学科では、学科長が科の教育の質保証に強い問題意識をもって

学科会議に臨み、また授業評価や満足度調査の結果について詳細に点検して開講科目の改

訂や教育方法の改善、授業クラス規模の適正化などに努めている。また、科目レベルでは

担当する科目の授業が学科の教育目標を達成する授業として学生の向学心を満足させるも

のとなっているか、授業評価を謙虚に受けとめ、また満足度調査の結果にも耳を傾けて授

業方法の改善に努めている。 

 平成23年4月の教授会で学長は「平成23年度のFD推進について」という基本方針を明示

した。その方針は、以下のようなPDCAサイクルに基づき組織的に教育の充実に努めようと

するものである。 

 

【PLAN（計画）】 

 ① 週4日の出講日の空き時間や長期休業を利用して、学生指導を個別に行う。欠席

の目立つ学生に対しては受験無資格や安易な休学や退学に陥ることのないようにカ

ウンセリングを行い、的確な指導を行う。また基礎学力に劣る学生に対しては高校

までの履修状況をチェックし、理解が不足する点に関して学習上の指導を行う。向

学心のある学生に対しては高度の適切な課題を与えるなどして、その力を伸ばすよ

うに指導を行う。 

②  実技・実習科目において、正規の授業時間ではシラバスに記載した「学習成果」

の達成が難しいと判断される学生には、個別に実技指導を行う。 

③ 学科会議後にFD会議をもち、個々の学生の事例について各教員が報告し、全員で

情報を共有するとともに、指導の糸口を探って意見交換を行う。  
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④ 非常勤講師からも問題性のある学生についての状況報告を求めて、全教職員で教

育の質の向上・充実に努める。 

 【DO（実行）】   

 PLANで計画した取り組みを着実に実行する。 

 【CHECK（評価）】  

実行したこと、実行できなかったことをそのつどＦＤ会議で点検・評価する。 

 【ACT（改善）】  

点検・評価活動をふまえて、「学生の視点に立った学習」の実現に向けて、さらなる

努力を行い、次のPLAN（計画）へと改善する。 

 

 以上、おおまかなPDCAサイクルではあるが、教育という息の長いいとなみをじっくりと

見守りながら行うサイクルを示して査定活動を進めている。 

 

(b)課題について 

 PDCAサイクルによる学習成果の査定は取り組み始めたばかりで、未だ取り組みの成果を

確認するに至っていないので、この取り組みを定着させて教育の質保証に努めること。   

 

 

基準Ⅰ-C 自己点検・評価        

(a)テーマの要約 

 平成3年に制定された「自己点検・評価に関する規程」に基づき、「自己点検・評価委

員会 短期大学部専門部会」が設置され、全教職員の意識の高揚を図りつつ平素より自己

点検に努めている。その報告書は平成17年度、21年度に公表し、短期大学基準協会の認証

評価や外部評価の指摘を受けて教育・研究等の改善に努めてきた。認証評価や学生の授業

評価は本学の取り組むべき課題を率直に示しており、改善のために大いに参考にしている。 

 

(b)改善計画について 

① 自己点検・評価活動は平素より実態に即して行いつづけなければ意味がないので、短

期大学専門部会がその中核となって全教職員と取り組むこと。 

② 4年後には、外部評価を受けてさらに改善に努めること。 

  

基準Ⅰ-C-1 自己点検・評価活動等の実施体制が確立し、向上・充実に向けて努力してい

る 

(a)現状について 

「自己点検・評価に関する規程」は平成3年に定められ、その第5条に基づき「自己点

検・評価委員会 短期大学部専門部会」が設置された。構成員は学長、学科長、教務・学

生・就職の各部長、図書館長（または副館長）、入試広報委員会委員長（平成23年度よ

り）及び事務局長である。同部会の構成員は平素より本学の教育について自己点検に心が

け、改善に努めるべき点については随時意見交換し、関係部署の検討に委ねている。自己

点検・評価報告書は短期大学基準協会に認証評価を求めた平成17年度に公表したのち、そ
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の後3年間の状況を21年度に報告書に記載して公表し、外部評価に委ねた。 

 教員は全員が常設の教務・学生・就職の各部会や各委員会のいずれかに所属し、月1回

の例会で所轄の事項について点検活動を行うとともに、学科会議と教授会では広い視野か

ら検討し、本学の教育の質の向上に努めている。 

 短期大学基準協会の認証評価や外部評価においての適切な指摘を謙虚に受けとめて改善

に努めるとともに、学生の授業評価にも学ぶ側からの率直な指摘があって、授業改善の視

点が示されているので大いに参考にしている。 

 

(b)課題について 

 教育活動の自己点検・評価については怠りなく、平素より取り組むこと。 

 

 

基準Ⅰについての特記事項  

本学の校歌の第三番には「培わん花の良識、鍛えなん創意のこころ、建学の基（もと

い）忘れず、語り継ぐ母校の栄誉（ほまれ）、うけとめて受けとめて我らここに励む」と

ある。学生は入学式の折にこの校歌に接し、その後折にふれて歌い、建学の精神をかみし

めて過ごしている。 

 平成24年秋には、『佐久間惣治郎伝――教育の基本は「論語と算盤」』を読んだ論文や

感想文のコンクールを大学生・短期大学生・高校生や同窓生をふくむ一般の人たちを対象

にして行うことにしている。 
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基準Ⅱ 教育課程と学生支援 

(a)基準Ⅱの要約 

「学位授与の方針」と「教育課程編成･実施の方針」を踏まえて教育課程を体系的に編

成するとともに、シラバスで各科目の到達目標や成績評価の方法などを明記している。ま

た、教育の質保証に万全を期し、科目の掲げる到達目標はすべての学生に達成されるよう

に、学習者の視点に立った授業に努めるとともに、基礎学力の不足する学生には空き時間

に教員が個別に対応し、授業の補充を行っている。 

「入学者受け入れの方針」と「高等学校において望まれる学習」を公表して、AO・推

薦･一般試験の 3 区分の入学試験により、学ぶ意欲のある学生の募集と選抜を行っている。

学生募集にあっては、「大学案内」やホームページで本学の教育の広報に努め、入学手続

きを終えた者には 12 月から入学前教育を 3 回実施して、大学生活に円滑に移行できるに

ように努めている。 

 学科会議後には FD 会議を開いて、個々の学生の情報交換と学科を挙げての指導体制の

構築に努めている。また「学生による授業評価」を定期的に実施して率直な学生の指摘を

授業改善に活かす努力を重ねるとともに、「満足度調査」を定期的に実施して学生の学園

生活全般に対する評価を測定し、教育力の向上に努めている。教員の授業力を磨く機会と

して、「授業事例研究会」と「相互授業参観」を設けて FD 活動に努めている。 

学務課職員は教員との連絡を密にして学生の履修に心を配り、また図書館やコンピュー

タ室を活用して学習成果を上げるように施設・設備の充実に努めている。学生生活の支援

は教員と学務課職員がその任に当たり、学生の自主性を活かしながらクラブ活動の活性化

や学園行事の企画遂行に対して側面から支援している。アメニティには十分に配慮して快

適なキャンパスライフを満喫できるように努め、学生のメンタルヘルスケアについては保

健室とカウンセリングセンターが対応している。 

経済的な支援については、日本学生支援機構の奨学金と学園奨学金制度を活用させると

ともに、平成 24 年度からは授業料減免制度を整えて経済的事情から修学が困難な学生の

向学心に応えている。キャリア支援については就職先から卒業生の状況を聴取してその指

摘を活かすとともに、2 年間を見通した周到な計画に基づく就職支援に努めている。資格

取得講座や就職試験対策講座、公務員試験対策講座を開設するとともに、高度資格取得者

には奨励金を授与してその努力を称えている。 

 

(b)行動計画について 

 近年の学生の学力低下に鑑み、その実態に即して、「短期大学士」にふさわしい教養と

専門知識、そして社会人基礎力を身に着けることができるように、教育の実を上げていき

たい。そのために、次の 6 項目の行動計画を掲げて全教職員で取り組む。 

① 教育課程の編成が学生の期待に応えるものとなること 

② 専門性が確実に培われていくように熱意をもって教育に臨むこと 

③ 授業評価や満足度調査の結果に耳を傾けて授業改善に努め、FD 活動の充実を期するこ

と 

④  学力の不足する学生に対しても向学心にあふれた学生に対しても、きめ細かい適切な

対応を行うこと 
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⑤ 入学の時点からキャリアデザインをしっかり描かせ、その実現に向けた支援を図って

いくこと 

⑥ 入学前教育の充実を図り、大学生としての自覚を早くからもたせて勉学に励ませるこ

と 

     

基準Ⅱ-A 教育課程 

(a)テーマの要約 

両学科の学位授与の方針は学内外に表明され、卒業の要件や資格取得の要件、成績評価

の基準は『学生便覧』に明記されている。卒業要件はビジネスライフ学科 66 単位・こど

も学科 62 単位で全国の短期大学の多くと等しい要件となっている。学生は多種の資格取

得を志して、卒業要件をかなり超える科目履修に努めている。 

両学科の「教育課程編成･実施の方針」は「学位授与の方針」に基づいて定められ、教

育課程は体系的に編成されている。ビジネスライフ学科では 5 つの専門フィールドの中か

らメインフィールドを選択して履修する教育課程を活かし、専門的な知識・技能の修得と

社会人基礎力の養成に努めている。こども学科ではこどもについて幅広く履修できる教育

課程を編成し、実践的な能力の養成に力を注いでいる。シラバスには必要な項目が明示さ

れ、教員の資格・業績を基にした適切な教員配置が行われている。また、学科の教育課程

は社会ニーズに適切に対応できるよう適宜見直しが行われている。 

「入学者受け入れの方針」は『学生便覧』やホームページなどで表明され、『大学案

内』には「高校において望まれる学習」についても記載している。AO 入試・推薦入試・

一般試験入試の 3 種類に区分される入学試験は、「入学者受入れの方針」に対応して実施

され、多様な形態で学生の募集が行われている。 

シラバスにおいて、各科目の学習成果を具体的に明示するとともに、学習成果の測定方

法を明確に定めている。教育課程の掲げる学習成果が、一定期間内にすべての学生に達成

されるように、学生の視点に立った授業が展開されている。また、学習成果の実際的な価

値については、就職した卒業生からのアンケートから一定の評価を得ている。 

卒業生の就職先の評価については、企業･幼稚園･保育所を訪問して状況を聴取するとと

もにアンケート調査を実施することによって、その実態の掌握に努めている。この評価は

本学の教育の在り方を見直す貴重な資料として受けとめられ、就職部会とキャリアセンタ

ーの分析結果を参考として、全教員でキャリア教育の充実に努めている。  

 

(b)改善計画について 

① 教育課程が社会人基礎力を確実に修得させるものになっているかどうか、適宜点検す

ること。 

② 多様な入試形態について周知に努め、高校での学習の多様性が活かされるように学生

募集にあたること。 

③ 学生にたとえ基礎学力が不足していても、その不足を補いつつ学習成果を上げさせる

ために適切に助力すること。 

④ 就職先との連携を密にして、求められる教育の充実に努めていくこと。 
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基準Ⅱ-A-1 学位授与の方針を明確に示している 

(a)現状について 

 ビジネスライフ学科の学位授与の方針は、次のとおりである。 

（提出資料(1)『学生便覧』6 頁） 

本学科は、千葉経済学園の建学の精神及び校是「良識と創意」に基づき、豊かな人間

性と学術・技芸に優れた人材の養成を目標として、教育課程を編成しています。この教

育課程の特徴は、座学・実践演習等を通じて、学術理論・技芸の修得は当然ながら、併

せて社会人基礎力を身に付けた人材の育成にあります。この課程の履修者が次掲のよう

に、学術理論・技芸等に関する知識、能力を身につけ、所定の単位を修得した際には、

短期大学士（ビジネスライフ）を授与します。 

１．社会人に求められる豊かな教養、良識。 

２．ビジネスライフ学科における学術理論等の基礎知識。 

３．現代社会に適応できる知見を有し、学際的な多様な課題においても、柔軟且つ

適正に問題解決できる能力。 

４．実社会において知識を実践の場で生かし、情勢に適応した行動。 

５．日常の行動体系において適切な自己管理を行い、他者との良好な対人関係を維

持する能力。 

６．ビジネススキルの習熟を期し、キャリア形成に努める意識。 

以上の方針を踏まえて、卒業要件は下表のとおりに定められている。 

 

【平成 23 年度入学生】 

 

ライフデザインと      

教養フィールド 

 

ライフデザインユニット 14 単位以上 

教養ユニット 8 単位以上 

国際コミュニケーションユニッ

ト 

2 単位以上 

スポーツユニット 1 単位以上 

ゼミナールフィールド 4 単位以上 

メインフィールド 10 単位以上 

オプション ＊ 

総  計 66 単位以上 

 

こども学科の学位授与の方針は、以下のとおりである。 

（提出資料(1)『学生便覧』6 頁） 

�本学科は、千葉経済学園の「建学の精神」及び「校是」に基づき、豊かな人間性と優

れた実践力を体得した教育者・保育者の養成を目標として、教育課程を編成していま

す。この教育課程の特徴は、座学・実践演習等を通じて、「こども」について総合的に

研究し学ぶことであります。この課程の履修者が次掲のように、教育・保育に関する知

識、能力を身につけ、所定の単位を修得した際には、短期大学士（こども学）を授与し

ます。 
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１．教育・保育の方法、技術及び基礎技能の基本的能力。 

２．実践のバックボーンとしての、教育・保育の本質とその原理の理解力。 

３．高い教養、豊かな表現力を有し、教育上・保育上、「こども」と適切な意思疎

通を図り、良好な人間関係を築くことのできる豊かな人間性。 

４．日常のこどもの行動様式、行動心理を洞察し、状況に適応した教育・保育を実

践できる能力。 

５．教育者・保育者としての社会的使命感、高い倫理観を有し、他者と協力しなが

ら社会貢献できる能力。 

６．日々の実践及び保育・教育に係る新しい知見から豊かに学び、将来にわたり成長

していこうとする意識。 

以上の方針を踏まえて、卒業要件は下表のとおりに定められている。 

 

共通科目              

 

一般教養科目 6 単位以上 

基礎科目 8 単位以上 

専門科目 40 単位以上 

自由選択科目 8 単位以上 

総  計 62 単位以上 

成績評価の基準は、平成 23 年度入学生から従前の 4 段階を改めて、両科とも下記の 5

段階に区分けされている。 

合格……「秀」（90 点以上）、「優」（80 点以上 89 点以下）、「良」（70 点以上

79 点以下）、「可」（60 点以上 69 点以下） 

不合格…「不可」（59 点以下） 

 

卒業要件とは別に両科で取得できる資格の要件は、下記のとおりである。 

①図書館司書資格（両学科） 

本学卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、司書課程の定める次の科目を履修し、

その単位を修得すること。 

平成 24 年度入学生からは、甲群に掲げた合計 13 科目 22 単位を必ず履修し、乙群から

2 科目 2 単位以上を選択履修。 

 

区分 第 １ 年 次  第 ２ 年 次 

甲群 

22 単位 

 

生涯学習概論 

図書館概論 

図書館サービス概論 

図書館情報資源概論 

情報資源組織論 

情報資源組織演習Ⅰ 

情報資源組織演習Ⅱ 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

図書館情報技術論 

図書館制度・経営論 

情報サービス論 

児童サービス論 

情報サービス演習Ⅰ 

情報サービス演習Ⅱ 

 

2 

2 

2 

2 

1 

1 
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乙群 

2 科目 

2 単位以上 

図書館サービス特論 

 

 

 

 

1 

 

 

図書館基礎特論 

図書館情報資源特論 

図書・図書館史 

図書館施設論 

図書館実習 

1 

1 

1 

1 

2 

 

②小学校教諭 2 種免許状 

必修科目「教職概説」「教育原理Ⅰ」「教育原理Ⅱ」「教育心理学」「教育相談」「教

育方法Ⅰ」「教職実践演習（小）」「道徳教育」「特別活動」「生徒指導論」（各 2 単

位）と｢教育実習｣5 単位の合計 25 単位を必ず履修し、次の選択必修 8 科目 16 単位の中か

ら 6 科目 12 単位以上を必ず選択履修し、その単位を修得すること。 

ただし、「国語科指導法」「社会科指導法」（各 2 単位）の 2 科目から 1 科目以上、

「算数科指導法」「理科指導法」（各 2 単位）の 2 科目から 1 科目以上、「音楽科指導

法」「図画工作科指導法」「体育科指導法」（各 2 単位）の 3 科目から 2 科目以上を含め

て履修。 

 

区分 単位 第１年次 第２年次 

必修 6  
特別活動 

 

2 

 

道徳教育 

生徒指導論 

2 

2 

  
2 

以上 
社会科指導法 2 国語科指導法 2 

選択 

必修 

12 

以上 

2 

以上 
  

算数科指導法 

理科指導法 

2 

2 

  
4 

以上 
  

音楽科指導法 

図画工作科指導法 

体育科指導法 

2 

2 

2 

   生活科指導法 2   

 

③幼稚園教諭 2 種免許状 

必修科目「教職概説」「教育原理Ⅰ」「教育原理Ⅱ」「教育心理学」「教育相談」「教

育方法Ⅱ」「教職実践演習（幼）」（各 2 単位）と｢教育実習｣5 単位の合計 19 単位を必

ず履修し、下表の必修 8 科目 16 単位を必ず履修。 

 

区分 単位 第１年次 第２年次 

必修 16 

保育内容総論 

健康指導法 

環境指導法Ⅰ 

言葉指導法Ⅰ 

音楽表現指導法Ⅰ 

2 

2 

2 

2 

2 

人間関係指導法 

造形表現指導法Ⅰ 

幼児理解 

 

 

2 

2 

2 
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選択  

言葉指導法Ⅱ 

歌唱伴奏法 

 

 

 

2 

2 

 

 

 

環境指導法Ⅱ 

音楽表現指導法Ⅱ 

造形表現指導法Ⅱ 

遊び指導法 

幼児体育 

2 

2 

2 

2 

1 

 

④保育士資格 

一般教養科目の「法学Ⅰ(日本国憲法)」「文学Ⅱ」「歴史への旅Ⅱ」「社会学Ⅱ」「心

理学Ⅱ」「数学Ⅱ」「生物学Ⅱ」「法学Ⅱ」（各 2 単位）の中から 6 単位以上を選択し、

基礎科目の｢健康科学概論｣2 単位を必ず選択履修し、区分「保育必修」から 61 単位、区

分「保育選択必修」から 9 単位以上を、次の(1)(2)の要件にしたがって履修し、必ずその

単位を修得すること。 

(1) 保育必修科目（61 単位） 

区分「保育必修」の科目中、必修科目 34 科目 61 単位を必ず履修。 

(2) 保育選択必修科目（9 単位以上） 

区分「保育選択必修」の 14 科目 22 単位中、9 単位以上を必ず選択履修。 

保育所実習を希望する者は「保育実習指導Ⅱ」1 単位と「保育実習Ⅱ」2 単位を含めて

履修。 

施設実習を希望する者は「保育実習指導Ⅲ」1 単位と「保育実習Ⅲ」2 単位を含めて履

修。 

学位の授与については、学則の第 9 条「卒業の要件」及び第 10 条「短期大学士」で、

以下のように規定している。 

（卒業の要件等） 

第 9 条 卒業の要件は、休学期間を除き、本学に 2 年以上（第 19 条または第 20 条の

規定により入学を許可された者については、その許可の際定められた在学すべき年数

以上）在学し、それぞれの学科で定められた必修科目を含めて、ビジネスライフ学科

は 66 単位以上、こども学科は 62 単位以上を修得することとする。 

（短期大学士） 

第 10 条 前条により卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより短期大学士

の学位を授与する。 

 

卒業要件の単位数の設定は日本私立短期大学協会の調査（平成 23 年度）によると「62

単位」とする短期大学が全体の 59.3％で最も多く、「64 単位」が 17.2％、「66 単位」が

15.4％と続いている。このような調査を踏まえるならば、本学の卒業要件単位数（ビジネ

スライフ学科 66 単位・こども学科 62 単位）は適切で、社会的に納得のゆくものと考える。 

なお、こども学科において小学校教諭免許と幼稚園教諭免許、幼稚園教諭免許と保育士

資格のそれぞれを取得して力量を高めるためには、卒業要件をかなり超えた単位を取得し

なければならない。また、両学科において図書館司書の資格を取得する場合も同様に卒業

要件を超える科目履修が必要となっており、学生は資格取得を目指して勉学に励んでいる。 

 学位授与の方針については、時代の要請や学生の実態に合わせて、随時、学科会議・教
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授会で点検している。平成 23 年度入学生より、ビジネスライフ学科の卒業要件単位数を

62 単位から 66 単位へと増やしたが、この変更はビジネスについての専門性をさらに磨い

て学位を授与しようと考えたからである。 

学位授与の方針は、学生便覧及び本学ホームページで学内外に公表している。 

 

(b)課題について 

 在学 2 年間で行う科目履修には限度があるが、「短期大学士」という学位にふさわしい

実績をそなえて卒業できるように教育力を結集して臨むこと。 

 

 

基準Ⅱ-A-2 教育課程編成・実施の方針を明確に示している    

(a)現状について 

 ビジネスライフ学科の教育課程では、平成 23 年度においては 123 科目（222 単位）の

中から必修 14 科目（20 単位）、選択必修科目（9 単位）の履修が要件とされている。残

りの 34 単位以上は自分のキャリアに合うように、５つの専門フィールド等の中から主体

的に選択できる教育課程であり、科目選択の自由度が尊重されたものとなっている。 

 1 年次では「キャリアデザインⅠ・キャリアデザインⅡ」と「総合ビジネス教養」を必

修にしており、前者においては学習プランの設計やキャリア選択について重点的に指導し、

後者においては就職試験に必要な教養知識を身につけさせ、2 年間の教育課程の基礎を固

めることにしている。情報系の科目としては、情報社会に対応した能力を身につけること

を目途として、「PC リテラシー」等の基礎的な科目から「コンピュータアート」等の最

新技術を活用する科目まで多岐にわたって開講し、多様な進路に活かし得るように配慮し

ている。 

 こども学科の教育課程では、125 科目（219 単位）の中から必修 5 科目（8 単位）、選

択必修科目（6 単位）の履修が定められ、小学校・幼稚園の教員免許、保育士資格を取得

するための科目が数多く開講されている。同学科はこどもについて乳児期から学童期まで

幅広く学び、実践力と人間性の調和した有能な教員・保育士を養成することを目的として

いる。この目的を達成するため、「器楽」「リトミック」「レクリエーション・インスト

ラクター」等の特色ある科目を開講するなど、音楽・造形・体育などの実技科目を重視し

た教育課程を編成して実践的な能力を養成するように努めている。 

本学では、「学位授与の方針」に基づき、次の「教育課程編成・実施の方針」を表明し、

両学科の教育目標を達成するため、学習成果を見すえた授業科目の編成にあたっている。 

 

【ビジネスライフ学科】             （提出資料(1)『学生便覧』4 頁） 

(1) 今日のビジネス界の人材ニーズに広く応え、日本経済の発展に寄与すべく、本学科

にはそれぞれの専門分野に対応した以下の５つの「専門フィールド」（エコノミク

ス・アカウンティング・ビジネスマネジメント・インターネット・コンピュータマ

スター）を設け、学生は各々の進路に応じてそのいずれか一つを「メインフィール

ド」とし、それぞれの分野の専門知識・技能の習得に努める。 

(2) 多くの学生は入学時点で将来の進路が不明確なため、「キャリアデザイン」を通じ 
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て将来設計を綿密に行い、「キャリアゴール」を明確化し、学生のメインフィール

ド選択や履修科目選択に反映させると同時に、就業意識を高める。 

(3) ビジネス界の人材ニーズと学生側のシーズ（志望）とのマッチングをはかりやすく

するため、学生各々のキャリアデザインを通じたキャリアゴールの変更に応じて、

半期ごとに履修科目・メインフィールドを変更可能とする柔軟な履修制度とする。 

(4) 「専門フィールド」のほかに「ライフデザインと教養フィールド」を設け、社会人

に求められる豊かな教養と人間性・良識を養う。 

(5) 基礎的な科目については、学習効率を上げるため、少人数クラス編成（1 クラス 50

名以内）とする。 

(6) とりわけ学習の基礎となる「英語」「日本語表現」「総合ビジネス教養」では、さ

らに学習効率を上げるため習熟度別クラス編成とする。 

(7) 「基礎ゼミ」と「専門ゼミ」においては、入学から卒業まで個別指導を徹底し、学

生各人のパーソナリティーと発達段階に即した綿密な指導を行うとともに、実践的

演習を多く取り入れる。 

(8) 「インターンシップ」を通してビジネスの現場を体験させることにより、キャリア

意識の向上をはかる。 

(9) 社会的に通用するビジネススキルの向上を目指し、各種資格関連科目を充実させ、

検定合格率の向上に努める。 

(10) 本課程とは別に司書課程を設け、図書館現場で即戦力となりうる司書を養成すると

ともに、広く文化活動の担い手となる人材を育てる。 

 

【こども学科】                 （提出資料(1)『学生便覧』5 頁） 

(1) 初等教育コース・保育コースの両コース共通の教養科目、及び教師・保育士育成の

ための専門教育科目の２領域を中心とした科目で編成する。 

(2) 教養科目は、人間性を豊かにするという一般教養本来の目的を達成するために、幅

広く人文・社会・自然の各分野の科目を配置し、授業内容も日常経験に関連あるも

のとなるように工夫する。なお、人間性の育成はこの教養科目にとどまらず、本学

科の他の関連科目、教育のあらゆる機会に行うように配慮する。 

(3) 専門教育科目は、小学校教諭・幼稚園教諭 2 種免許状、保育士資格を取得するため

の科目で編成しており、初教コースでは小学校教諭・幼稚園教諭 2 種免許状、保育

コースでは保育士資格・幼稚園教諭 2 種免許状を取得できるが、これらの専門教育

科目はコースを超えて修得可能で、「こども」について総合的に学ぶことができ

る。 

(4) 専門教育科目には、教育・保育の方法、技術及び基礎技能に関する科目を配置す

る。実施に当たっては、優れた実践力を育成するため、少人数クラスで実技・実践

的学習を多く取り入れる。また、実習の効果を上げるために、教育・保育実習記録

集、施設実習記録集の執筆を活用する。 

(5) 専門教育科目には、保育・教育の本質と原理の理解に関する科目を配置し、その理

解が優れた実践のバックボーンとなるように、当該科目の内容を現実の人間に即し

た人間理解・こども理解に基づかせる。このような人間理解は学生自身の人間性を 
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豊かにする。  

(6) ｢こども｣との良好な教育的・保育的人間関係を築くことのできる豊かな人間性の育

成のために、教育実習・保育実習の事前指導等の少人数クラスの授業、芸術・表現

に関わる科目では、対話や発表などにより自己を解放し、高め、また表現力を豊か

にする教育を行う。 

(7) 状況に応じた教育・保育を可能にするため、多様な観点からこどもを理解する科目

と、それらを統合し現実のこどもの存在そのものを理解する科目を置く。 

(8) 教育者・保育者としての社会的使命感、高い倫理観を有し、他者と協力しながら社

会貢献できる能力の習得を目指した講義及びボランティア活動の科目を置き、その

中で合わせて一般的な社会性も育てる。 

(9) 教職・保育士科目の授業実施に当たっては、日々の実践及び保育・教育に係る新し

い知見から豊かに学び、将来にわたって成長を続けようとする意識の育成に留意す

る。 

(10) 教員免許・保育士資格のほかに、就職支援としてその他の資格取得のための科目を

配置し、取得のために配慮する。また、就職活動のために直接役立つ科目も配置す

る。 

 

成績評価にあたっては教育の質保証に万全を期している。履修に心配を感じる学生には

教員の空き時間に個別の指導を行うように努め、定期試験で 60 点に達しなかった学生に

対しては、再試験の機会を与え周到な準備のうえで再チャレンジするように指導したりし

て、厳格な単位認定に努めている。各科目の成績評価の分布状況を見ると、おおむね適正

に評価がなされていると思われる。極端に「秀」の多い科目があるので、成績評価が甘く

なっていないか問題を投げかけている。以下に、平成 23 年度成績評価割合表（1 年次）

の全科目の授業について、受講者数、単位取得率及び成績評価毎の取得率を掲載する。 

 

平成 23 年度成績評価割合表（1 年次） 
授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

キャリアデザインⅠ（α） 50 90 40 24 22 4 10 

キャリアデザインⅠ（β） 50 82 24 32 16 10 18 

キャリアデザインⅡ（α） 48 91.7 47.9 18.8 16.7 8.3 8.3 

キャリアデザインⅡ（β） 49 91.8 46.9 14.3 12.2 18.4 8.2 

経営学Ⅰ（α） 50 80 0 6 36 38 20 

経営学Ⅰ（β） 50 78 0 2 26 50 22 

はじめての経済学（α） 50 90 22 22 24 22 10 

はじめての経済学（β） 50 84 28 32 16 8 16 

基礎簿記Ⅰ（ア） 32 84.4 3.1 21.9 21.9 37.5 15.6 

基礎簿記Ⅰ（イ） 33 90.9 12.1 9.1 27.3 42.4 9.1 

基礎簿記Ⅰ（ウ） 34 76.4 29.4 29.4 14.7 2.9 23.6 

基礎簿記Ⅰ（再） 9 66.6 0 0 44.4 22.2 33.4 

日本語表現Ⅰ（α） 36 91.7 0 30.6 27.8 33.3 8.3 

日本語表現Ⅰ（β） 34 91.1 0 29.4 44.1 17.6 8.9 

日本語表現Ⅰ（Ｅ） 30 86.7 30 26.7 20 10 13.3 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

日本語表現Ⅱ（α） 35 88.6 0 28.6 31.4 28.6 11.4 

日本語表現Ⅱ（β） 34 76.5 0 23.5 32.4 20.6 23.5 

日本語表現Ⅱ（Ｅ） 28 96.4 17.9 50 21.4 7.1 3.6 

総合ビジネス教養（α） 33 93.9 9.1 33.3 51.5 0 6.1 

総合ビジネス教養（β） 41 90.3 4.9 48.8 22 14.6 9.7 

総合ビジネス教養（Ｅ） 22 95.5 18.2 68.2 9.1 0 4.5 

ＰＣリテラシー（ア） 26 88.4 57.7 11.5 7.7 11.5 11.6 

ＰＣリテラシー（イ） 28 96.4 64.3 21.4 7.1 3.6 3.6 

ＰＣリテラシー（ウ） 28 82 57.1 10.7 7.1 7.1 18 

ＰＣプラクティス 14 71.4 14.3 35.7 14.3 7.1 28.6 

基礎簿記Ⅱ（α） 15 100 13.3 6.7 20 60 0 

基礎簿記Ⅱ（β） 36 86 19.4 19.4 8.3 38.9 14 

インターンシップ 41 90.2 14.6 75.6 0 0 9.8 

現代社会と産業Ａ 38 84.2 15.8 34.2 34.2 0 15.8 

福祉と生活 6 100 16.7 33.3 33.3 16.7 0 

房総の地域史Ⅰ 26 76.9 26.9 42.3 0 7.7 23.1 

房総の地域史Ⅱ 13 69.3 30.8 30.8 7.7 0 30.7 

旅の歴史と地理Ⅰ 19 68.5 0 21.1 47.4 0 31.5 

旅の歴史と地理Ⅱ 15 80 0 26.7 53.3 0 20 

文学と親しむＡ 19 73.7 5.3 21.1 36.8 10.5 26.3 

文学と親しむＢ 10 70 10 30 20 10 30 

生活と法Ａ 17 64.7 0 17.6 35.3 11.8 35.3 

生活と法Ｂ 25 92 0 16 44 32 8 

人間と社会Ａ 43 88.4 4.7 16.3 48.8 18.6 11.6 

人間と社会Ｂ 32 81.4 6.3 12.5 43.8 18.8 18.6 

自然史入門Ａ 23 69.5 21.7 17.4 21.7 8.7 30.5 

自然史入門Ｂ 19 84.3 21.1 15.8 21.1 26.3 15.7 

情報とインターネットＡ 40 90 42.5 17.5 10 20 10 

情報とインターネットＢ 34 88.3 41.2 20.6 11.8 14.7 11.7 

統計学Ⅰ 8 87.5 75 0 12.5 0 12.5 

統計学Ⅱ 13 84.6 76.9 0 7.7 0 15.4 

基礎英語Ⅰ（α） 47 93.6 19.1 23.4 46.8 4.3 6.4 

基礎英語Ⅰ（β） 47 85.1 14.9 21.3 46.8 2.1 14.9 

基礎英語Ⅰ（Ｅ） 5 60 20 20 20 0 40 

基礎英語Ⅱ（α） 46 93.4 21.7 30.4 39.1 2.2 6.6 

基礎英語Ⅱ（β） 43 79.1 14 20.9 34.9 9.3 20.9 

基礎英語Ⅱ（Ｅ） 7 100 71.4 28.6 0 0 0 

英会話Ⅰ 10 90 70 20 0 0 10 

英会話Ⅱ 12 75 16.7 58.3 0 0 25 

スポーツ演習（ア） 33 93.9 81.8 6.1 3 3 6.1 

スポーツ演習（イ） 33 93.9 57.6 24.2 9.1 3 6.1 

スポーツ演習（ウ） 34 88.2 64.7 8.8 11.8 2.9 11.8 

健康科学概論 49 85.8 42.9 32.7 6.1 4.1 14.2 

スクーバダイビング 35 62.9 42.9 17.1 0 2.9 37.1 

乗馬：ＨＯＲＳＥ ＲＩＤＩＮＧ 19 89.5 0 84.2 0 5.3 10.5 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

ミクロ経済学 10 90 0 50 40 0 10 

日本経済の歩みＡ 17 64.7 5.9 17.6 35.3 5.9 35.3 

日本経済の歩みＢ 16 81.3 0 6.3 37.5 37.5 18.7 

銀行論 8 87.5 0 37.5 12.5 37.5 12.5 

証券市場論 9 66.6 33.3 22.2 11.1 0 33.4 

ファイナンシャル・プランナー 18 61.1 0 38.9 11.1 11.1 38.9 

証券実務 3 66.6 0 33.3 33.3 0 33.4 

ＤＣプランナー 8 62.5 0 12.5 25 25 37.5 

経営学Ⅱ 14 85.7 7.1 21.4 42.9 14.3 14.3 

ファッションビジネス論Ⅰ 19 68.5 21.1 15.8 31.6 0 31.5 

ファッションビジネス論Ⅱ 16 81.3 50 6.3 0 25 18.7 

ファッション販売論Ⅰ 22 54.5 22.7 9.1 13.6 9.1 45.5 

ファッション販売論Ⅱ 16 68.9 37.5 18.8 6.3 6.3 31.1 

ファッション色彩論Ⅰ 16 68.8 37.5 0 12.5 18.8 31.2 

ファッション色彩論Ⅱ 14 64.3 14.3 28.6 7.1 14.3 35.7 

ビジネス文書Ⅰ（α） 36 97.2 0 22.2 41.7 33.3 2.8 

ビジネス文書Ⅰ（β） 35 77.2 0 14.3 42.9 20 22.8 

ビジネス文書Ⅱ（α） 15 100 0 66.7 20 13.3 0 

ビジネス文書Ⅱ（β） 26 84.6 0 19.2 46.2 19.2 15.4 

仕事とジェンダー 11 91 0 36.4 45.5 9.1 9 

秘書学Ⅰ（α） 46 91.3 6.5 60.9 23.9 0 8.7 

秘書学Ⅰ（β） 9 77.7 22.2 33.3 22.2 0 22.3 

秘書学Ⅱ（α） 38 89.5 10.5 47.4 31.6 0 10.5 

秘書学Ⅱ（β） 8 87.5 25 62.5 0 0 12.5 

上級秘書学Ⅰ 4 100 50 25 25 0 0 

上級秘書学Ⅱ 3 66.6 33.3 33.3 0 0 33.4 

応用簿記Ⅰ 4 75 0 50 25 0 25 

応用簿記Ⅱ 3 100 0 100 0 0 0 

原価計算Ⅰ 4 75 0 25 50 0 25 

原価計算Ⅱ 3 100 0 33.3 66.7 0 0 

簿記演習Ⅰ 39 92.2 69.2 17.9 5.1 0 7.8 

簿記演習Ⅱ 37 91.8 32.4 16.2 10.8 32.4 8.2 

はじめての会計学Ａ 19 94.8 0 21.1 21.1 52.6 5.2 

はじめての会計学Ｂ 30 83.3 0 6.7 23.3 53.3 16.7 

ネットワーク実習Ａ 12 83.3 75 8.3 0 0 16.7 

ネットワーク実習Ｂ 17 94.1 88.2 5.9 0 0 5.9 

ネットワークテクノロジー 15 86.7 80 0 0 6.7 13.3 

通信プロトコル 18 94.5 77.8 11.1 5.6 0 5.5 

Ｊａｖａ概説Ⅰ 8 87.5 50 25 12.5 0 12.5 

Ｊａｖａ概説Ⅱ 5 80 20 60 0 0 20 

コンピュータ概論Ａ（α） 11 91 27.3 27.3 27.3 9.1 9 

コンピュータ概論Ａ（β） 10 60 30 10 0 20 40 

コンピュータ概論Ｂ（α） 8 100 12.5 0 62.5 25 0 

コンピュータ概論Ｂ（β） 8 62.5 37.5 25 0 0 37.5 

コンピュータ実習Ⅰ（ア） 17 76.4 41.2 17.6 17.6 0 23.6 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

コンピュータ実習Ⅰ（イ） 20 95 25 40 15 15 5 

コンピュータ実習Ⅰ（ウ） 34 85.3 44.1 26.5 8.8 5.9 14.7 

ビジネスコンピューティングⅠ（ア） 14 92.8 35.7 35.7 21.4 0 7.2 

ビジネスコンピューティングⅠ（イ） 24 99.9 45.8 45.8 8.3 0 0.1 

ビジネスコンピューティングⅠ（ウ） 10 80 40 40 0 0 20 

プログラミング入門Ⅰ 19 89.5 52.6 21.1 10.5 5.3 10.5 

プログラミング入門Ⅱ 15 93.4 26.7 26.7 20 20 6.6 

基礎ゼミ（ア） 9 88.9 77.8 11.1 0 0 11.1 

基礎ゼミ（イ） 9 88.8 44.4 33.3 11.1 0 11.2 

基礎ゼミ（ウ） 8 100 75 25 0 0 0 

基礎ゼミ（エ） 8 75 37.5 12.5 12.5 12.5 25 

基礎ゼミ（オ） 8 100 87.5 12.5 0 0 0 

基礎ゼミ（カ） 8 100 0 37.5 50 12.5 0 

基礎ゼミ（キ） 9 100 66.7 22.2 11.1 0 0 

基礎ゼミ（ク） 9 88.9 55.6 22.2 0 11.1 11.1 

基礎ゼミ（ケ） 8 100 50 25 12.5 12.5 0 

基礎ゼミ（コ） 8 50 25 25 0 0 50 

基礎ゼミ（サ） 8 87.5 50 25 12.5 0 12.5 

基礎ゼミ（シ） 8 100 62.5 37.5 0 0 0 

基礎ゼミ（再） 3 66.7 0 0 66.7 0 33.3 

専門ゼミⅠ（齋藤） 16 100 100 0 0 0 0 

専門ゼミⅠ（柳浦） 2 100 0 50 0 50 0 

専門ゼミⅠ（市岡） 5 100 0 100 0 0 0 

専門ゼミⅠ（杉田） 1 100 0 100 0 0 0 

専門ゼミⅠ（中村） 14 99.9 64.3 7.1 21.4 7.1 0.1 

専門ゼミⅠ（小澤） 6 83.3 33.3 33.3 16.7 0 16.7 

専門ゼミⅠ（澤村） 10 90 20 70 0 0 10 

専門ゼミⅠ（赤池） 13 100 53.8 46.2 0 0 0 

専門ゼミⅠ（玉置） 7 100 85.7 14.3 0 0 0 

専門ゼミⅠ（井芹） 7 100 100 0 0 0 0 

専門ゼミⅠ（西川） 9 100 0 66.7 22.2 11.1 0 

専門ゼミⅠ（江上） 3 100 0 100 0 0 0 

文学Ⅰ 25 100 28 12 44 16 0 

文学Ⅱ 29 93.1 0 41.4 48.3 3.4 6.9 

歴史への旅Ⅰ 14 78.5 7.1 28.6 35.7 7.1 21.5 

歴史への旅Ⅱ 23 100 0 34.8 60.9 4.3 0 

法学Ⅰ（日本国憲法）（Ｓ） 80 87.5 5 20 35 27.5 12.5 

法学Ⅰ（日本国憲法）（Ｈα） 81 96.3 0 19.8 75.3 1.2 3.7 

法学Ⅰ（日本国憲法）（Ｈβ） 83 97.6 0 3.6 88 6 2.4 

社会学Ⅰ 16 75.1 6.3 25 37.5 6.3 24.9 

社会学Ⅱ 49 83.7 4.1 10.2 38.8 30.6 16.3 

心理学Ⅰ 47 89.4 36.2 23.4 4.3 25.5 10.6 

心理学Ⅱ（α） 70 78.6 34.3 15.7 14.3 14.3 21.4 

心理学Ⅱ（β） 23 87 34.8 26.1 17.4 8.7 13 

数学Ⅰ 53 94.3 67.9 13.2 1.9 11.3 5.7 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

数学Ⅱ 47 93.7 80.9 12.8 0 0 6.3 

生物学Ⅰ 13 77 46.2 0 15.4 15.4 23 

生物学Ⅱ 4 100 25 0 50 25 0 

教育実習演習（Ａｓ） 19 94.8 21.1 42.1 31.6 0 5.2 

教育実習演習（Ｂｓ） 16 100 68.8 12.5 6.2 12.5 0 

教育実習演習（Ｃｓ） 31 87.1 0 25.8 51.6 9.7 12.9 

教育実習演習（Ｄｓ） 32 93.9 25 43.8 18.8 6.3 6.1 

保育実習演習（アｈ） 34 97.1 26.5 58.8 5.9 5.9 2.9 

保育実習演習（イｈ） 33 97 15.2 36.4 12.1 33.3 3 

保育実習演習（ウｈ） 33 96.9 24.2 24.2 27.3 21.2 3.1 

保育実習演習（エｈ） 33 97 6.1 42.4 45.5 3 3 

保育実習演習（オｈ） 33 100 6.1 30.3 60.6 3 0 

スポーツ演習（Ｓα） 40 90 0 72.5 15 2.5 10 

スポーツ演習（Ｓβ） 41 95.1 14.6 58.5 17.1 4.9 4.9 

スポーツ演習（ＨＡ） 42 88.1 38.1 40.5 9.5 0 11.9 

スポーツ演習（ＨＢ） 40 95 65 27.5 0 2.5 5 

スポーツ演習（ＨＣ） 42 95.3 47.6 40.5 4.8 2.4 4.7 

スポーツ演習（ＨＤ） 40 95 35 55 2.5 2.5 5 

健康科学概論（αｈ） 82 96.3 42.7 24.4 14.6 14.6 3.7 

健康科学概論（βｈ） 83 96.4 19.3 33.7 13.3 30.1 3.6 

教育情報処理（Ｓα） 41 92.6 14.6 58.5 17.1 2.4 7.4 

教育情報処理（Ｓβ） 37 97.3 10.8 73 10.8 2.7 2.7 

教育情報処理（ＨＡ） 42 95.3 4.8 76.2 14.3 0 4.7 

教育情報処理（ＨＢ） 38 97.4 34.2 63.2 0 0 2.6 

教育情報処理（ＨＣ） 42 95.2 2.4 35.7 21.4 35.7 4.8 

教育情報処理（ＨＤ） 39 99.9 5.1 25.6 41 28.2 0.1 

教育・保育等ボランティアⅠ 4 100 100 0 0 0 0 

国語学概説（Ｓα） 50 80 18 26 22 14 20 

国語学概説（Ｓβ） 44 70.5 25 11.4 18.2 15.9 29.5 

国語学概説（Ｈａ） 56 83.8 19.6 19.6 21.4 23.2 16.2 

国語学概説（Ｈｂ） 51 90.2 7.8 29.4 27.5 25.5 9.8 

国語学概説（Ｈｃ） 53 75.5 18.9 22.6 17 17 24.5 

数学概説 88 91.9 72.7 13.6 4.5 1.1 8.1 

自然科学概説 34 55.9 23.5 14.7 5.9 11.8 44.1 

社会科概説 44 86.3 4.5 15.9 36.4 29.5 13.7 

生活概説 56 87.5 0 39.3 35.7 12.5 12.5 

基礎音楽Ⅰ（Ｓα） 39 94.8 5.1 20.5 17.9 51.3 5.2 

基礎音楽Ⅰ（Ｓβ） 41 78.1 12.2 12.2 4.9 48.8 21.9 

基礎音楽Ⅰ（Ｈア） 34 94 0 17.6 38.2 38.2 6 

基礎音楽Ⅰ（Ｈイ） 33 96.9 3 24.2 30.3 39.4 3.1 

基礎音楽Ⅰ（Ｈウ） 33 97 6.1 21.2 12.1 57.6 3 

基礎音楽Ⅰ（Ｈエ） 33 97 9.1 12.1 9.1 66.7 3 

基礎音楽Ⅰ（Ｈオ） 33 100 6.1 12.1 36.4 45.4 0 

基礎音楽Ⅱ（αｓ） 16 81.3 37.5 37.5 6.3 0 18.7 

基礎音楽Ⅱ（βｓ） 13 100 30.8 38.4 30.8 0 0 



                 千葉経済大学短期大学部 

 

 

－ 46－ 

授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

器楽Ⅰ 249 71.2 16.1 15.3 14.5 25.3 28.8 

声楽Ⅰ 25 96 44 20 28 4 4 

声楽Ⅱ 14 92.8 57.1 28.6 7.1 0 7.2 

基礎造形（Ｓα） 41 82.9 0 41.5 34.1 7.3 17.1 

基礎造形（Ｓβ） 39 94.9 0 15.4 69.2 10.3 5.1 

基礎造形（Ｓβ） 39 94.9 0 15.4 69.2 10.3 5.1 

基礎造形（Ｈア） 34 88.2 2.9 14.7 61.8 8.8 11.8 

基礎造形（Ｈア） 34 88.2 2.9 14.7 61.8 8.8 11.8 

基礎造形（Ｈイ） 33 94 3 48.5 36.4 6.1 6 

基礎造形（Ｈイ） 33 94 3 48.5 36.4 6.1 6 

基礎造形（Ｈウ） 33 96.9 3 12.1 63.6 18.2 3.1 

基礎造形（Ｈウ） 33 96.9 3 12.1 63.6 18.2 3.1 

基礎造形（Ｈエ） 33 90.9 3 33.3 45.5 9.1 9.1 

基礎造形（Ｈエ） 33 90.9 3 33.3 45.5 9.1 9.1 

基礎造形（Ｈオ） 33 100 0 9.1 84.8 6.1 0 

基礎造形（Ｈオ） 33 100 0 9.1 84.8 6.1 0 

家庭科概説 7 85.8 14.3 14.3 42.9 14.3 14.2 

教職概説（Ａｓ） 18 94.5 27.8 50 16.7 0 5.5 

教職概説（Ｂｓ） 18 94.5 55.6 27.8 11.1 0 5.5 

教職概説（Ｃｓ） 31 87.1 22.6 41.9 22.6 0 12.9 

教職概説（Ｄｓ） 29 99.9 10.3 34.5 24.1 31 0.1 

教育原理Ⅰ（Ｓ） 100 91 15 21 24 31 9 

教育原理Ⅰ（Ｈα） 83 92.8 10.8 24.1 39.8 18.1 7.2 

教育原理Ⅰ（Ｈβ） 83 95.2 12 21.7 39.8 21.7 4.8 

教育原理Ⅱ（Ｓ） 98 92.8 7.1 26.5 40.8 18.4 7.2 

教育原理Ⅱ（Ｈα） 82 92.7 9.8 18.3 52.4 12.2 7.3 

教育原理Ⅱ（Ｈβ） 83 95.2 6 14.5 51.8 22.9 4.8 

教育・保育法規 45 95.6 33.3 35.6 20 6.7 4.4 

教育心理学（Ｓα） 51 90.2 29.4 11.8 15.7 33.3 9.8 

教育心理学（Ｓβ） 49 87.8 32.7 4.1 12.2 38.8 12.2 

保育の心理学（Ｈα） 83 92.8 48.2 16.9 20.5 7.2 7.2 

保育の心理学（Ｈβ） 83 95.1 34.9 26.5 22.9 10.8 4.9 

社会科指導法（αｓ） 26 84.7 46.2 15.4 7.7 15.4 15.3 

社会科指導法（βｓ） 42 88.1 42.9 14.3 7.1 23.8 11.9 

生活科指導法（αｓ） 28 85.8 28.6 17.9 35.7 3.6 14.2 

生活科指導法（βｓ） 33 94 39.4 15.2 36.4 3 6 

特別活動（αｓ） 34 91.2 32.4 26.5 14.7 17.6 8.8 

特別活動（βｓ） 36 91.7 25 13.9 16.7 36.1 8.3 

健康指導法（Ｓα） 41 92.7 48.8 34.1 9.8 0 7.3 

健康指導法（Ｓβ） 41 97.6 7.3 17.1 31.7 41.5 2.4 

健康指導法（ＨＡ） 42 88.1 71.4 14.3 2.4 0 11.9 

健康指導法（ＨＢ） 40 97.5 5 30 50 12.5 2.5 

健康指導法（ＨＣ） 42 95.3 50 28.6 16.7 0 4.7 

健康指導法（ＨＤ） 41 95.2 7.3 12.2 53.7 22 4.8 

環境指導法Ⅰ（Ｓα） 41 92.7 14.6 17.1 29.3 31.7 7.3 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

環境指導法Ⅰ（Ｓβ） 41 90.3 9.8 7.3 36.6 36.6 9.7 

環境指導法Ⅰ（ＨＡ） 42 95.2 9.5 31 35.7 19 4.8 

環境指導法Ⅰ（ＨＢ） 41 97.6 24.4 24.4 36.6 12.2 2.4 

環境指導法Ⅰ（ＨＣ） 42 92.9 4.8 11.9 45.2 31 7.1 

環境指導法Ⅰ（ＨＤ） 41 100 22 14.6 36.6 26.8 0 

言葉指導法Ⅰ（Ｓα） 41 95.2 9.8 12.2 65.9 7.3 4.8 

言葉指導法Ⅰ（Ｓβ） 43 86 7 20.9 58.1 0 14 

言葉指導法Ⅰ（ＨＡ） 42 90.5 11.9 23.8 54.8 0 9.5 

言葉指導法Ⅰ（ＨＢ） 41 97.6 17.1 24.4 53.7 2.4 2.4 

言葉指導法Ⅰ（ＨＣ） 42 95.3 2.4 28.6 61.9 2.4 4.7 

言葉指導法Ⅰ（ＨＤ） 41 100 22 31.7 46.3 0 0 

言葉指導法Ⅱ 20 65 30 25 10 0 35 

音楽表現指導法Ⅰ（Ｓα） 41 97.6 22 68.3 4.9 2.4 2.4 

音楽表現指導法Ⅰ（Ｓβ） 42 100 11.9 69 14.3 4.8 0 

音楽表現指導法Ⅰ（ＨＡ） 42 90.5 11.9 50 26.2 2.4 9.5 

音楽表現指導法Ⅰ（ＨＢ） 40 97.5 17.5 80 0 0 2.5 

音楽表現指導法Ⅰ（ＨＣ） 42 95.2 11.9 73.8 9.5 0 4.8 

音楽表現指導法Ⅰ（ＨＤ） 41 97.5 9.8 34.1 46.3 7.3 2.5 

歌唱伴奏法（αｓ） 19 89.5 15.8 47.4 26.3 0 10.5 

歌唱伴奏法（βｓ） 20 85 15 20 50 0 15 

理科総合演習 3 66.7 66.7 0 0 0 33.3 

社会福祉（αｈ） 83 95.2 22.9 19.3 42.2 10.8 4.8 

社会福祉（βｈ） 83 94.1 16.9 16.9 43.4 16.9 5.9 

こども家庭福祉（αｈ） 83 96.5 18.1 42.2 21.7 14.5 3.5 

こども家庭福祉（βｈ） 83 97.6 21.7 22.9 31.3 21.7 2.4 

保育者論（αｈ） 83 95.2 13.3 28.9 37.3 15.7 4.8 

保育者論（βｈ） 83 93.9 8.4 33.7 36.1 15.7 6.1 

こどもの保健Ⅰ（Ａｈ） 42 85.7 73.8 7.1 4.8 0 14.3 

こどもの保健Ⅰ（Ｂｈ） 41 95.2 41.5 22 19.5 12.2 4.8 

こどもの保健Ⅰ（Ｃｈ） 42 92.8 76.2 9.5 7.1 0 7.2 

こどもの保健Ⅰ（Ｄｈ） 41 97.5 26.8 22 34.1 14.6 2.5 

こどもの食と栄養（Ａｈ） 42 88.1 4.8 21.4 11.9 50 11.9 

こどもの食と栄養（Ｂｈ） 41 95.1 12.2 24.4 14.6 43.9 4.9 

こどもの食と栄養（Ｃｈ） 42 95.2 2.4 11.9 23.8 57.1 4.8 

こどもの食と栄養（Ｄｈ） 41 95.1 4.9 17.1 26.8 46.3 4.9 

保育内容総論（Ｓ） 81 92.6 21 39.5 25.9 6.2 7.4 

保育内容総論（ＨＡ） 42 88.1 16.7 47.6 21.4 2.4 11.9 

保育内容総論（ＨＢ） 40 97.5 15 60 20 2.5 2.5 

保育内容総論（ＨＣ） 42 95.2 7.1 50 33.3 4.8 4.8 

保育内容総論（ＨＤ） 41 95.1 7.3 63.4 14.6 9.8 4.9 

乳児保育（Ａｈ） 42 88.2 4.8 14.3 28.6 40.5 11.8 

乳児保育（Ｂｈ） 41 92.6 2.4 24.4 31.7 34.1 7.4 

乳児保育（Ｃｈ） 42 95.3 14.3 40.5 28.6 11.9 4.7 

乳児保育（Ｄｈ） 41 95.1 19.5 43.9 19.5 12.2 4.9 

社会的養護内容（Ａｈ） 42 78.6 0 16.7 45.2 16.7 21.4 
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授 業 名 受講者数 単位取得(%) 秀(%) 優(%) 良(%) 可(%) 不合格(%) 

社会的養護内容（Ｂｈ） 39 87.2 2.6 20.5 35.9 28.2 12.8 

社会的養護内容（Ｃｈ） 42 92.8 0 19 57.1 16.7 7.2 

社会的養護内容（Ｄｈ） 41 92.6 0 14.6 51.2 26.8 7.4 

保育実習指導Ⅰ（Ａｈ） 42 88.1 2.4 45.2 38.1 2.4 11.9 

保育実習指導Ⅰ（Ｂｈ） 39 97.4 12.8 51.3 33.3 0 2.6 

保育実習指導Ⅰ（Ｃｈ） 42 92.9 2.4 33.3 54.8 2.4 7.1 

保育実習指導Ⅰ（Ｄｈ） 41 95 2.4 34.1 58.5 0 5 

施設実習指導 164 93.2 2.4 56.1 31.7 3 6.8 

図書館概論 50 88 16 46 20 6 12 

図書館資料論 44 90.9 18.2 25 13.6 34.1 9.1 

資料組織概説 50 90 14 16 24 36 10 

資料組織演習Ⅰ 44 93.3 11.4 36.4 25 20.5 6.7 

資料組織演習Ⅱ 44 88.6 20.5 22.7 15.9 29.5 11.4 

図書館概論 10 90 20 40 0 30 10 

図書館資料論 8 100 37.5 50 12.5 0 0 

資料組織概説 10 80 40 0 10 30 20 

資料組織演習Ⅰ 8 100 62.5 25 0 12.5 0 

資料組織演習Ⅱ 8 87.5 62.5 12.5 12.5 0 12.5 

 

シラバスの記述に際しては、学生の視点に立って分かりやすく表記するように努め、

「1.授業の概要・到達目標、2.授業の内容・計画、3．履修条件、4.履修にあたっての準

備（予習・基準）、5．評価の方法・基準、6．教科書、7．参考書」の 7 項目について明

記して、履修にあたって展望がもてるように配慮している。 

 ビジネスライフ学科はフィールド制を採用し、学生がそれぞれメインフィールドを決め、

自らのキャリアデザインに応じた専門教育科目を選択履修することになっている。現在の

専任教員数は 12 名で設置基準の定める教員数を大きく上回っている。専任教員は、資

格・業績を基にして、各フィールドに必ず一人は配置している。 

 こども学科はこどもに関する幅広い知識や教養を身に付け、実践者としての基本的な技

術と現場で出会う困難な状況に的確に対応できる教員と保育士の養成を目途とし、小学校

教諭・幼稚園教諭・保育士のそれぞれの養成に実績のある専任教員17名を配置している。

実践的な力を学生に身に付けさせるため、実習・実技科目にはそれぞれ現場体験をもった

教員を含めるように留意し、設置基準の定める教員数を上回っている。 

 教育課程については、両学科とも、社会のニーズに適切に対応できるように適宜見直し

を行っている。見直しは、教務部会で全体の整合性に鑑みて検討を行い、その後、学科会

議・教授会で審議したうえで行われる。平成 23 年度は、司書課程について関係法令が改

正されたことに伴い大幅な見直しを行った。 

 

(b)課題について 

 学生の学力低下に適切に対応して社会人基礎力を確実に身につけさせ、教育の質保証に

努めること。 
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基準Ⅱ-A-3 入学者受付け入れの方針を明確に示している 

(a)現状について 

 本学は「入学者受入れの方針」を「ホームページ」や「大学案内」、『学生便覧』に以

下のように明確に示すとともに、この方針に合致した入学者選抜の方法を採用している。 

 

【ビジネスライフ学科】   （提出資料(1)『学生便覧』3 頁、(2)「大学案内」9 頁） 

目指す教育目指す教育目指す教育目指す教育    

ビジネスライフ学科は、校是である「良識と創意」にもとづき、社会人としての健全な

判断のできる良識と社会の変化に対応できる創意を兼ね備えた、人間性豊かな学生の育成

を目指します。 

 そのために学生が自由に選択できるフィールド制を採用し、キャリアデザインの科目を

核とした学習支援に努めます。自分の夢の実現に向かって着実に学習し、知識・技能を修

得した学生は、社会常識を豊かに備えて新しい状況に的確に対応できる社会人に成長して

いきます。 

    求める学生像求める学生像求める学生像求める学生像    

１．職業人として社会に貢献するために、豊かな教養を身につけるとともに創意の心を養

おうとする学生 

２．自分の描く将来の夢を実現するために必要な社会性を、積極的に身につけようとする

学生 

３．キャリア意識を的確にもち、ビジネス界が求める基本的な知識や技能を身につけるた

めにひたむきに努力する学生 

 

【こども学科】       （提出資料(1)『学生便覧』3 頁、(2)「大学案内」19 頁） 

目指す教育目指す教育目指す教育目指す教育    

 こども学科は、深い人間理解を基盤とした幅広い教養と、優れた実践力を兼ね備えた教

師と保育士の育成を目指します。 

 そのために教育や保育、福祉の原理について深く学ぶ講義科目とともに、実践的・体験

的に学ぶ学習科目も多く開設して、こどもについて基本から豊かに学ぶことができるよう

に努めます。学生は卒業後、即戦力となって職務に就きますが、ものごとを自分の目で

見、自分の頭で考えて、幼いこどもと温かく対応できる教育者・保育者として成長してい

きます。 

 求める学生像求める学生像求める学生像求める学生像    

１．こどもと一緒に過ごすことを生きがいと感じ、明るくこどもと接する教育者や保育   

者を目指す学生 

２．教師や保育士が備えなければならない資質を幅広く身につけるために、ひたむきに学

ぶ学生 

３．目先の楽しさだけを求めるのではなく、困難なことにも挑戦して、将来の遠い目標に

向かって地道に進もうと努める学生 

 

「入学前の学習成果の把握・評価」の具体的な基準は、「高等学校において望まれる学
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習」として、大学案内、ホームページで下記のように示している。 

 

【ビジネスライフ学科】                                （「大学案内」9 頁） 

１．ビジネスライフ学科において、職業人としてふさわしい教養と実践力を身につけるた

めには、高等学校で考える力を養うこと、その基盤として文章理解や文章表現などの

「国語力」をつけておくことが何よりも必要です。 

２．職業人として幅広く社会に適応してゆくためには、「政治経済」、「現代社会」など

の科目で社会やビジネスに目を開き、広い関心を持つように心がけてください。 

３．ビジネス界が求める知識や技能を身につけるためには、「数学」、「外国語」、「情

報」についての基礎的な素養も必要です。また、本学科での学習を一層充実したもの

とするために、秘書技能検定・簿記検定・実用英語検定・各種 PC 検定等の資格取得

を勧めます。 

 なお、商業科、ビジネス科等の生徒は、専門教科の授業で習得した専門性を入学後に活

かして下さい。 

 

【こども学科】                                    （『大学案内』19 頁） 

１．こども学科において、教師・保育者にふさわしい幅広い教養と優れた実践力を身につ

けるには、各教科内容の基本的な部分を総合的に修得していることが、基盤として必

要です。それぞれの高校のカリキュラムでしっかりと学び、入学後に教師・保育者と

しての力を養っていきましょう。 

２．主要５教科について特に学習してください。その中でも、全ての学力の基盤として国

語力（文章理解力・文章表現力・語彙力）は重要です。また、芸術科目や体育の中で

表現力を養うことにも努めてください。 

 

入学試験は、以下のように多様な形態で行い、学生募集に努めている。 

＜ＡＯ入試＞ 

出願時に提出される調査書とエントリーシート並びに面接に基づいて選考している。調

査書によって「入学前の学習成果」の把握と評価を行い、エントリーシートでは志望動機

などの記述とともに、「入学者受け入れの方針」を踏まえた 400 字程度の記述課題を行わ

せ、その理解度を把握・評価している。面接ではこれらの評価を踏まえて志願者と 30 分

程度の対話を行い、本学の「求める学生像」にふさわしい人物であるかどうかを総合的に

把握・評価して入学者を選抜している。 

＜推薦入試＞ 

出願時に提出される推薦書・調査書と作文、面接に基づいて実施される。推薦書に基づ

いて本学の「求める学生像」に合致した人物であるか把握・評価するとともに、調査書に

よって「入学前の学習成果」の把握と評価を行う。面接試験においてはこれらの評価を踏

まえて、志願者との対話をとおして「求める学生像」にふさわしい人物であるかを総合的

に把握・評価し、入学者を選抜している。 

＜一般試験入試＞ 

出願時に提出される調査書と科目試験、作文、面接に基づいて実施される。この入試で
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は特に科目試験と作文によって「入学前の学習成果」を把握・評価するとともに、面接で

「求める学生像」についての理解度を確かめて、ふさわしい人物であるかどうか総合的に

把握・評価して選抜している。 

 

(b)課題について 

 高校生に対して「入学者受け入れの方針」の周知を図るために、出張授業や高校生を対

象とした講習会・講演などをさらに充実させて、高大連携を図ること。 

 

 

基準Ⅱ-A-4 学習成果の査定（アセスメント）は明確である 

(a)現状について 

 ビジネスライフ学科は同科の教育課程について、「世界や日本の経済の動向・会社のし

くみ・簿記の原理・コンピュータなど、ビジネスに必要な基礎知識や幅広い教養を身につ

けさせ、地域のビジネス産業界の要請に応え、さらには自らの生涯設計に役立つ教育内容

を用意しています」と『学生便覧』で述べ、各科目の履修で得られる学習成果については

シラバスで具体的に明示するように努めている。 

 こども学科は同科の教育課程について、「こどもについての総合的な学習を基盤とし、

人間性が豊かで実践力のある教員養成・保育士の育成を目指しています」と『学生便覧』

で述べ、各科目の履修で得られる学習成果についてはシラバスで分かりやすく明示するよ

うに努めている。 

 両学科とも、当該科目の掲げる学習成果については他科目とどのように連関して獲得す

ることになるか、理解ができるような記述に努めている。学習成果は「教育課程編成・実

施の方針」に基づいて開設されている科目群の授業によって修得されていく。シラバスに

明示した到達目標は、すべての学生が達成できるように学生の実態に合わせた指導に努め

ている。その結果、出席のままならぬ学生や努力が著しく欠ける学生を除いては、ほとん

どが単位認定されている。 

 単位認定に至らなかった学生には、2 年次の再履修や、再試験・レポート提出などによ

り学習成果を達成させ、単位認定を行っている。またピアノなどの実技科目で授業時間内

での学習成果の達成が難しいと思われる学生には、教員が空き時間に可能な限り指導を行

い、補習に努めている。 

 ビジネスライフ学科を卒業して就職した者は、在学中に履修した知識や技術を活かして

職務に当たっている。例えば「情報リテラシーの授業で学んだパソコンの操作が役立って

いる。」「秘書学の授業で学んだビジネスマナーが役立っている。」といった卒業生アン

ケートに見られるように、在学中に学んだことを活かしながら実務にあたっているようで

ある。「就職に向けた個人指導を強化し、学生時代から、社会人になるための心構え等を

教育すべきである。」というような要望も挙げられている。 

 こども学科を卒業して幼稚園や保育所に勤めることになった者も、例えば「ピアノ・絵

本の読み方・子どもとの接し方など、現場で役立っている。」といった卒業生アンケート

に見られるように、在学中の学びが活かされていることに自信をもっているようである。 

取り上げたい内容は多々あるが、2 年間という期間では限界があるので、基本的な内容に
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留めざるをえない。しかし、卒業生や就職先からの要望を受けとめて、実際的に価値のあ

る教育課程の編成に努めていきたいと考えている。 

シラバスでは「評価の方法・基準」という欄を設け、到達目標に達したかどうかの測定

の方法について明示している。どの科目でも授業に積極的に取り組んでいることを何より

も重視するが、授業の感想文を書き記させたり、レポートの提出を求めたり、プレゼンテ

ーションの機会を組み込んだりして学習成果を客観的に確認するように努めている。小テ

ストを随時行って理解度を測定する科目もあるが、多くの科目は 15 回にわたる授業を終

えたところで期末にテストを実施し、総括的に学習成果を測定している。 

 

(b)課題について 

 学習成果の測定にあたっては、学生の努力が実るようにその方法を検討するとともに、

授業が学生の視点に立って展開されるように努めること。 

    

    

基準Ⅱ-A-5 学生の卒業後評価への取り組みを行っている 

(a)現状について 

【ビジネスライフ学科】 

求人依頼や表敬訪問の際に、採用担当者などから卒業生の評価を毎年聴取している。平

成 22 年 10 月には、企業 56 社・58 名の総務・人事等の担当者と求人方法や採用方法、卒

業生の仕事への取り組み方などについて情報交換する機会を設定した。翌 23 年 1 月には、

卒業生の就職企業 44 社に下記の「卒業生に関するアンケート」を送付し、本学の教育や

キャリア教育について、また在学中に修得した知識や実践力の成果が企業の業務などに活

かされているかどうか等についての調査をした。 

 

＜卒業生に関するアンケート＞ 

Ⅰ 本学の教育について 

本学では下記のような科目を設け、教育に取り組んでいます。下記の各項目に対する

卒業生の状況に○印をしてください。 

注）卒業生によっては、履修をしていない科目もあります。 

Ⅰ－１ 教養と社会常識 
基礎学力・ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・現代社会と産業・歴
史と文学・ワード・エクセル など 

良い(39.5%)  普通(58.1%)  劣る( 2.3%) 

Ⅰ－２ 経済動向と企業行動 
経済学・ファイナンス（銀行論・FP) など 

良い( 7.7%)  普通(82.1%)  劣る(10.3%) 

Ⅰ－３ 企業の経営成果の認識 
会計学・簿記 など 

良い(20.0%)  普通(77.5%)  劣る( 2.5%) 

Ⅰ－４ ビジネスマネジメント 
経営学・ファッションビジネス・秘書学 な
ど 

良い(17.5%)  普通(77.5%)  劣る( 5.0%) 

Ⅰ－５ インターネット 
ネットワーク・JAVA プログラミング など 

良い(10.8%)  普通(78.4%)  劣る(10.8%) 
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Ⅰ－６ コンピュータスキル 
コンピュータ概論・プログラミング など 

良い(10.3%)  普通(79.5%)  劣る(10.3%) 

Ⅱ 資格取得について 

本学では、下記の資格の取得を奨励しています。卒業生が取得した資格の成果についてお

答えください。 

Ⅱ－１ 卒業生が取得した資格は、仕事に役立っていると思われますか。該当するものに

○印をしてください。 

良く役立っている( 0.0%)  役立っている(41.5%)  普通(46.3%) 

役立っていない( 7.3%)  ほとんど役立っていない( 4.9%) 

Ⅱ－２ 役立っている資格は何ですか。該当するものに○印をしてください。 

該当数の多かった上位 10 項目 

 １．

２．

３．

４．

５．

秘書技能検定 

日商簿記検定 

日商 PC 検定(文書作成) 

日商 PC 検定(データ活用) 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能士 

(36.4%) 

(20.0%) 

(16.4%) 

( 9.1%) 

( 7.3%) 

６．

７．

８．

９．

１０．

日本漢字能力検定 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩能力検定 

華道 

ビジネス文書検定 

( 3.6%) 

( 1.8%) 

(1.8%) 

(1.8%) 

(1.8%) 

 

Ⅲ キャリア教育について 

本学では、学校生活をとおしてキャリア教育に力を入れています。卒業生のキャリア

志向や仕事力についてお答えください。 

Ⅲ－１ 卒業生は、キャリア志向や仕事力が身に付いていると思われますか。該当するも

のに○印をしてください。 

良く身に付いている(11.4%)  身に付いている(40.9%)  普通(38.6%) 

身に付いていない( 6.8%)  ほとんど身に付いていない( 2.3%) 

Ⅲ－２ 身についていると思われることは何ですか。該当するものに○印をしてくださ

い。 

該当数の多かった上位 10 項目 

 １．

２．

３．

４．

５．

明るさ・元気さ 

社会常識（挨拶・礼儀） 

社員同士のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

素直さ 

組織への適応力 

(17.0%) 

(14.4%) 

(12.4%) 

(12.4%) 

(10.5%) 

６．

７．

８．

９．

１０．

お客様とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

周囲への気配り 

仕事観 

正確さ 

目的意識 

( 9.2%) 

( 8.5%) 

( 7.8%) 

( 3.9%) 

( 3.9%) 

 

この結果を見ると、卒業生の「教養と社会常識」については「良い」と考える企業が

40％近くあり、「企業の経営成果の認識」についても「良い」が約 20％となっている。

しかし、「経済動向と企業行動」や「インターネット、プログラミングスキル」について

は「普通」と考える企業が約 80％前後となっている。 

このような卒業生の評価は、他の短期大学の卒業者に対しても同様かもしれないが、本

学科としては社会人基礎力の養成に何よりもまず力を入れ、そのうえでビジネスに関する

専門性を培う努力を重ねたい。コンピュータ力の養成については力点を置いているつもり

であるが、評価は「普通」に留まっているので教育内容について検討したい。 

 卒業生の取得している資格について、就職後の仕事に役立っているかどうか聞いてみる
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と、42％弱が「役立っている」と回答している。なかでも秘書技能資格、日商簿記資格、

日商 PC 資格（文書作成）を取得した卒業生の評価が高い。「卒業生のキャリア志向や仕

事力」については、「普通以上に身についている」と回答する企業が約 52％に達してい

る。具体的に挙げられているのは、明るさ･元気さ、社会常識（挨拶･礼儀）、素直さ、社

員同士のコミュニケーションについてであって、これらは社会人基礎力の評価と重なって

いる。仕事観や仕事の正確さ、目的意識についての評価は高くない。インターンシップな

どをとおして、企業の期待するキャリア志向や仕事力の養成に努めることが課題となる。 

 アンケート調査では自由記述で本学に期待することも挙げてもらった。主な指摘は以下

のとおりである。 

 

・資格は多いことに越したことはありませんが、その資格を職場でどう活かすかの方に

問題があるように感じられる。 

・特に資格は必要ないが、商品に対する膨大な知識が必要である。 

・積極的にインターンシップやアルバイトでの就業体験を勧めることで、企業が求める

人材を育成できると考える。 

・産学共同で企業と学生が触れ合う機会をより多く持って頂きたい。 

・厳しい仕事にもめげず、真面目な姿勢で取り組める学生を育成してほしい。 

・学生らしさ（素直さ･明るさ･元気さ）を失わず、基礎能力（読み・書き・計算）、一

般常識（挨拶･礼儀）のある方を育成してほしい。 

 

これらの指摘を受けとめて、キャリア意識を高める努力を学科として行っていきたい。

四年制大学と同じことをしようとしても無理が生じるし、専門学校と同じように資格取得

のみに力を注ぐことであっては意味が無い。他の高等教育機関ではできない短期大学なら

ではの教育に力を注いで卒業生を輩出していくことが、ビジネスライフ学科の課題である。 

 

【こども学科】 

卒業生の就職した幼稚園 50 園、保育所 20 園、施設 5 園ほどに、毎年 5～7 月の期間に

キャリアセンター職員が訪問し、その働きぶりについて園長や指導的な立場の教員から聴

取している。その際、本人との面談が可能であれば、体調や勤務の状況について直接話を

聞き、悩みを抱えている場合には相談に乗っている。 

訪問して聴取した卒業生の評価のなかから、8 例を以下に紹介する。なお、幼稚園・保

育所名と卒業生名はイニシャルで示している。 

    

○Ａ幼稚園 

Ｍは 14 年度卒業のＫの指導を受け、明るく素直で、気遣いがあり他の職員と仲が良

く、あとはピアノを頑張って欲しい。20 年度卒業のＥは責任感が出てきた。19 年度卒業

のＹは保護者に評判が良く、職員の中心になるような存在である。 

○Ｂ幼稚園 

Ｍにはクラスに問題児がいて苦労があるが、気にせず授業を進めるように指導。また 
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隣のクラスに 17 年度卒業のＹを配して補助するように考慮。本人には先生としての資質

があり期待している。Ｒはピアノが不得意なので、行事ではその担当に決めて練習する

ように仕向けている。自分で考え実行するタイプで今後の努力に期待。 

Ｙはピアノが上手になり言葉かけが優しく、職員にも人気があり中堅職員として頑張

っている。 

○Ｃ幼稚園 

Ａはマイペースだが質問にはきちんと答えられ指導しやすい、大器晩成型である。21

年度卒業のＳは 1 年間副担をやり通したことを自分なりに出しているので、素晴らしい

先生になることを期待している。Ｓは素直で先輩の意見を良く聞き頑張っている。 

○Ｄ幼稚園 

Ｓは気づかいがあり、7 時には出勤して他のクラスの整理整頓までしている。ピアノは

弾けるし期待している。21 年度卒業のＭ、17 年度卒業のＭはリーダーとして動き、保護

者の評判が良く園児に優しい。 

○Ａ保育所 

Ｙは真面目で園児とのかかわりがよい。21 年度卒業のＫは真面目で回転が速く、そつ

なく行動する。２０年度卒業のＡは一時保育担当で毎日園児が変わるが、その予約など

もきちんと処理出来ている。 

○Ｂ保育所 

男性のＭは気さくで率先して行動し、職員の人気もある。本人は周りに迷惑を掛けな

いように頑張っている。17 年度卒業のＲは 4 年目で落ち着きと優しさが備わり、良い保

育士に育って来た。本人は自信が感じられ楽しく勤務している。 

○Ｃ保育所 

Ｋは朝 7 時に来て庭の掃き掃除から始める。テキパキと行動して先輩と仲が良く、素

直に指導を受け理解していると評判が良い。 

○Ｄ保育所 

Ｍは明るく笑顔があり、ソフトで保育士に向いている。Ｍは礼儀正しく言葉遣いが良

い。二人とも職員との仲も良く素直に相談を受けている。 

    

    以上はほんの一部の紹介に過ぎないが、多くの幼稚園・保育所には卒業生が複数いて、

互いに励まし合ったり教え合ったりして教育・保育に取り組んでいるようである。また園

長などはそれぞれの職員の状況をつぶさに掌握し、保護者の期待に応えようと現職教育に

努めている。中途退職者が出て迷惑をかけているところもあるので、就職先とは絶えず連

絡を取り合って速やかな対応を取って行きたい。 

就職先から聴取した情報は個人ごとに記録し、就職部会の資料として教員に配布して学

習成果の点検を行い、卒業生支援に活用しているが、全教員に配付して授業に活かせるよ

う努めたい。 

 

    (b)課題について 

卒業後評価を活用してキャリア教育の充実に努めるとともに、早期に退職して就職先に

迷惑をかける卒業生がいるので、学生の就職指導は用意周到に行うこと。 
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基準Ⅱ-B 学生支援         

(a)テーマ全体の要約 

 教員はシラバスに成績評価の基準を明記し、「学位授与の方針」に基づいて学習成果の

評価に努めている。FD 会議では学習状況の芳しくない学生の情報交換を行い、休退学に

進むことのないように対応している。授業評価は定期的に実施し、その結果を授業改善に

活かすように努め、「満足度調査」で定点観測をして学生の満足度を高めるための努力を

重ね、また卒業生の意識調査も適宜行って教育の状況を点検している。教員相互に教育力

を磨くために、授業事例研究会と相互授業参観を定例化して開催している。 

新年度の当初には、教務部教員と学務課職員の連携により、印刷物を利用して、学習成

果の獲得のための周到なガイダンスを実施している。また基礎学力の不足する学生あるい

は進度の早い学生に対しては、教員が空き時間を利用してそれぞれ個別に学生の能力に対

応した指導に努めている。また、全教職員は、保健室、カウンセリングセンターと連携し

て、個々の学生の悩みに対応する体制を整えている。 

学生の生活支援は学生部の教員と学務課職員がその任にあたり、クラブ活動や学園行事、

学友会活動などに学生が主体的に取り組むように側面から支援している。学生食堂や学生

ホールは清潔に利用され、ゴミの分別収集も工夫して行っている。保健室とカウンセリン

グセンターは学生のメンタルヘルスケアに心を砕き、家計の厳しい学生の経済的な支援と

しては日本学生支援機構の奨学金制度を活用するとともに学園奨学金制度を設け、平成

24 年度から授業料減免制度も実施している。 

就職支援については就職部会での就職状況の分析や検討をふまえて、一般企業や公務員

の就職は大学と統合されたキャリアセンター（本室）で、幼稚園・保育所・小学校などの

就職はキャリアセンター分室で綿密な年間計画に則って入学前教育の折から適宜行うとと

もに、就職後の卒業生の状況を企業から聴取するなど、就職先と連携する体制を築いてい

る。資格取得や就職試験の対策としては、授業科目や特別講座の開設、インターンシップ

や教育･保育実習の活用、資格取得奨励金制度の設置などを行っている。就職状況につい

ては全教員が関心をもって、学生の夢の実現に力を注いでいる。 

 学生募集は、「入学者受入れ方針」に従い、入試広報委員会での検討を踏まえて入試広

報センターが所轄し、オープンキャンパスの実施から多様な形態による入試に至るまで計

画的に執り行い、全教職員が関わって定員の確保に努めている。学業特待生制度を設けて

向学心のある学生の入学による授業の活性化を図るとともに、入学前教育についても高校

生活から大学生活への円滑な移行に心を配って実施している。 

 

(b)改善計画について 

① 学生の授業評価に耳を傾けるとともに、授業事例研究会と相互授業参観を活かして授

業改善に臨むこと。 

② 学力の不足する学生にはその不足を補う対応を適切に行うとともに、向学心にあふれ

る学生を伸ばすために教育力の充実を図ること。 

③ 定期的に実施する「満足度調査」では、特に「本学に入学したこと・授業・先生との

出会い・2 年間の自分の成長」に対する満足度が高まるように、学習者の視点に立った

教育に努めること。 
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④ 快適なキャンパスライフが送れるように学習環境の整備に努めるとともに、経済的支

援やメンタルヘルスケアにも適切に対応すること。 

⑤ 入学する学生が短大生活にスムーズに移行できるように、入学前教育の充実を図り、

入学後もきめ細かな指導を行うこと。 

 

基準Ⅱ-B-1 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用している 

(a)現状について 

教員はシラバスに明示した成績評価基準の観点で、「学位授与の方針」を踏まえた学

習成果の評価に努めている。平成 23 年度から学科会議の後に FD 会議をもち、学習状況

の芳しくない学生についての情報を共有することにしている。ある授業科目で「芳しく

ない」と報告された学生であっても、意欲的に取り組んでいる科目がある。そのような

場合は、同科目の担当者が適切に助言することによって全科目にわたって等しく勉学に

励むように働きかけている。なお、同会議では非常勤講師からも情報を得て、学生の実

態を多面的に捉えて、安易に休学や退学に入らないように対策を考えている。 

FD 推進委員会が所轄して教育力を高めて学習成果を上げるために取り組んでいる試み

には、以下の 4 つがある。 

① 授業評価アンケート調査 

年 2 回もしくは 1 回、授業評価アンケート調査を行い、学生の視点で授業を見直して

授業方法の工夫･改善に努めている。平成 23 年度末には、専任教員、非常勤講師が担当

する 173 科目について 11 の観点で調査を行った。 

② 大学生活全般についての「満足度調査」 

各学期末に満足度調査を実施して学生の満足度に耳を傾け、その結果の分析について

は委員長である学長が教授会で明らかにして、学生の満足度を上げる努力を全教員に求

めている。 

③ 授業事例研究会 

教授会終了後に年 4 回ほど「授業事例研究会」を実施し、学科や担当科目の枠を越え

て授業の事例を報告し意見交換を行って、授業改善の示唆を得る機会である。 

④ 相互授業参観 

毎年度後期のある時期に、2 週間程度の期間を設定して相互授業参観を実施し、非常勤

講師の担当する授業も含め、学科や科目系列を問わず授業を参観して教育方法の工夫点

などを参考にする機会である。 

 以下に、それぞれの取り組みの状況を述べる。 

 

① 授業評価アンケート調査 

アンケートの項目は下記の 11 項目で、平成 15 年度から実施している。 

(1)この授業に遅刻や欠席をしないで、きちんと出席しましたか。 

(2)予習や復習など、関連する勉強をしましたか。 

(3)この授業の内容に、興味や関心を持ちましたか。 

(4)授業の内容と説明は、分かり易かったですか。 

(5)この授業は、講義要項の記載に沿って行われましたか。 
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(6)この授業を履修した理由は何ですか。 

(7)授業は定刻に始まり、定刻に終了しましたか。 

(8)教員の授業に対する熱意が感じられましたか。 

(9)授業では、必要に応じて視聴覚機器やパソコン等が活用されていましたか。 

(10)使用した教室（体育館等を含む）の環境はどうでしたか。 

(11)この授業の満足度は。 

 

平成 18 年度前期から 23 年度後期までの授業評価アンケートの集計結果（両学科の全学

生・学科ごとの全学生）は下表のとおりである。 

 

【全体】       学生による授業評価アンケート集計結果（対照表） 

 評 価 項 目 番 号 

(1) (2) (3) (4) (5) (7) (8) (9) (11) 

平成 18 年度前期 82.2  38.9  66.9  64.6  80.4  95.4  79.7  53.4  71.6  

平成 18 年度後期 80.9  39.8  68.9  67.1  81.2  91.5  81.5  48.4  73.8  

平成 19 年度前期 81.5  40.2  67.5  66.1  81.5  93.5  80.6  54.8  72.1  

平成 19 年度後期 81.6  41.6  70.9  69.6  84.2  94.1  82.7  54.2  75.7  

平成 20 年度前期 84.4  40.0  69.1  66.8  83.0  92.5  82.0  54.2  73.3  

平成 20 年度後期 81.8  48.1  73.3  72.4  86.9  93.2  85.6  57.6  78.5  

平成 21 年度前期 83.8  40.8  67.7  66.0  82.6  92.7  81.7  57.5  73.7  

平成 21 年度後期 80.5  46.4  72.1  70.4  85.3  91.8  84.6  61.0  77.9  

平成 22 年度前期 85.2  44.8  70.0  68.4  84.0  93.7  82.3  62.0  75.4  

平成 23 年度後期 83.7  48.3  73.1  71.8  82.8  90.9  84.4  59.3  78.2  

 

【ビジネスライフ学科】学生による授業評価アンケート集計結果（対照表） 

 評 価 項 目 番 号 

(1) (2) (3) (4) (5) (7) (8) (9) (11) 

平成 18 年度前期 75.9  38.9  64.1  64.1  81.6  96.2  79.6  46.4  71.4  

平成 18 年度後期 74.6  40.0  65.9  66.5  81.5  94.6  79.3  54.6  73.6  

平成 19 年度前期 75.8  38.4  64.0  64.1  82.6  93.8  78.2  45.8  71.0  

平成 19 年度後期 73.9  44.2  68.5  68.6  86.1  94.6  81.8  51.1  74.9  

平成 20 年度前期 78.5  36.9  64.3  63.7  81.6  92.3  79.5  47.4  71.1  

平成 20 年度後期 75.6  43.1  69.7  68.8  85.7  93.8  82.4  54.1  75.7  

平成 21 年度前期 81.7  36.0  62.0  62.4  82.9  92.9  79.0  43.2  70.3  

平成 21 年度後期 79.2  43.3  68.9  68.3  84.3  92.9  82.3  56.2  75.4  

平成 22 年度前期 82.2  42.6  65.7  66.2  83.7  94.2  80.8  53.1  73.1  

平成 23 年度後期 81.1  49.2  70.2  69.2  82.9  93.5  82.9  58.6  74.8  

 

 



                 千葉経済大学短期大学部 

 

 

－ 59－ 

【こども学科】    学生による授業評価アンケート集計結果（対照表） 

 評 価 項 目 番 号 

(1) (2) (3) (4) (5) (7) (8) (9) (11) 

平成 18 年度前期 87.8  38.7  69.2  64.8  79.3  94.6  79.6  59.1  71.5  

平成 18 年度後期 84.2  39.4  70.1  67.1  80.6  89.9  82.3  45.2  73.7  

平成 19 年度前期 86.1  41.9  70.6  67.9  80.6  93.4  82.7  61.7  73.1  

平成 19 年度後期 84.4  41.6  72.1  70.2  83.5  94.2  83.4  55.1  76.2  

平成 20 年度前期 87.2  42.7  72.3  69.0  84.0  92.8  84.0  58.0  75.0  

平成 20 年度後期 83.5  51.3  75.0  74.2  87.9  93.7  87.3  59.4  79.8  

平成 21 年度前期 85.9  45.1  72.5  69.4  82.5  92.5  84.0  66.4  76.6  

平成 21 年度後期 81.1  48.8  73.6  71.4  86.0  92.1  86.0  63.1  79.3  

平成 22 年度前期 86.9  48.3  73.6  70.6  84.5  93.8  84.3  67.4  77.4  

平成 23 年度後期 84.0  49.2  73.7  72.2  83.0  91.2  84.6  60.7  78.9  

（注）網掛けは、過去最高点 

    評価点は全員が回答した時に 100 点満点になるように加重計算したものである。 

    ただし、無回答の件数は含まれていない。 

 

この授業評価によれば、全科目を均してみると学生の出席状況(1)は毎年度 80 点を超え

ていて、両学科のほとんどの学生がきちんと出席して授業を受けていることが分かる。し

かし、予習･復習などをして授業に臨む姿勢(2)は 50 点を下回っている。授業内容に関す

る興味や関心(3)はビジネスライフ学科では 70 点を下回るが、こども学科では 70 点を超

えている。授業がシラバスの記載に沿って行われていること(5)は 80 点を超え、授業が定

刻に始まって定刻に終了していることについて(7)は 90 点を超えている。 

この調査でいちばん関心をもたなければならないのは「教員の授業に対する熱意が感じ

られたかどうか」(8)である。この問いかけに対して、「教員の熱意を感じる」は 85 点近

くに達している。この数値は年度によっても学科や学年によっても変わることはなく、学

生の視点に立って全教員が教育にあたっていることが認められていると考えたい。総じて

の授業の満足度は 80 点に近く、この数値からも教員の授業に対する姿勢は学生に高く評

価されていると受けとめられる。 

 「視聴覚機器やパソコンなどが活用されたかどうか」(9)についての評価は 60 点を下回

っている。授業科目によってはそのような機器を用いて授業を行う必要性がない場合もあ

るので、この項目については科目の特性に鑑みて受けとめなくてはならないと考える。 

 各教員には科目ごとの評価結果を伝え、所属する学科の平均や本学全体の平均と比較す

る棒グラフを添えて示しており、学生の視点に立って自らの授業を見つめなおす格好の資

料となっている。学生の評価を受けとめてどのような工夫を行って授業改善に努めるか、

教員には毎回報告書(レポート)の提出を課している。学生には掲示板にそのつど学科ごと

と両科合わせたデータを公表して知らせている。 

 この授業評価アンケート結果に対する教員の報告書から 4 例を次に掲げる。 
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平成 22 年度後期授業評価アンケート結果に対するレポート 

氏 名 内     容 

中村 秀一 

(ファッショ

ン ビ ジ ネ ス

論・ファッシ

ョン販売論担

当) 

2 つの科目で高得点をいただき大変嬉しく思っております。 

 両科目に共通する点は、共に課題と小テストを頻繁に行ったことで

す。学生はこれを負担に感ずるのではないかと、当初は考えておりまし

が、逆に学生たちは充実感を感じたようです。 

 ただ聞くだけの受け身の授業よりも、自ら考え、手を動かし、主体的

にかかわる部分があった方がやりがいを感じるのだろうと思います。 

 採点や管理が大変ではありますが、今後、他の科目でも、こうした課

題、小テストの方法を取り入れたいと存じます。 

柳浦  恭 

(英語担当) 

 今回の結果をふまえ、今年度の授業方針につき以下にご報告いたしま

す。 

１．学生の現状について 

 昨年のレポートでも申し上げた通り、学生の英語力は毎年劣化の一途

をたどっています。今年の新入生をみると、中学 1 年生の 1 学期に学習

する内容が全く分からないという学生が昨年度よりもさらにやや増えて

います。前期テストの誤答分析をしたところ、次の例文が正しく理解で

きなかった学生は全体の三分の一を超えています。 

 There is a book on the desk. 

中学 2 年程度の学習内容となると、半数以上の学生に問題があります。

先日の授業で受動態の文を扱いましたが、指名した学生のうちで受動分

の意味を正しく理解できる学生はごく僅かでした。 

 以上に加え、中学以来の挫折経験がトラウマとなり、指名されたとき

に間違えることを恐れ、思考が停止してしまう「フリーズ現象」が頻繁

に観察されます。このような状態は数年前から目立つようになっていま

す。 

２．今後の対策 

 以上の現状を改善するために、私の授業ではごく基礎的な学習事項に

絞り反復による定着を図ります。また、情緒面での不安を緩和するため

に「教室で間違えても減点しないこと」、「知らないことがあっても叱

りつけないこと」を学生に伝え、萎縮することのないように配慮してい

ます。 

 昨年来このやり方を粘り強く続けていたところ、少しずつ学生の積極

的な姿勢を引き出せる場合も出てきました。限定的ではありますが、多

少の効果が認められます。小さなハードルを設定し、成功体験を積ませ

ていくことが苦手意識を克服するための、恐らくは唯一の方法ではない

かと思います。 

 一人でも多くの学生が上達のきっかけを掴めるよう努力したいと思い

ます。 
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磯村 陸子 

(心理学担当) 

 教育心理学での評価の低さが最大の問題である。特に、保育コースの 2

クラスのうち、1 クラスで極めて評価が低かった。 

 回答を分析してみると、全体的な満足度だけでなく、特に「分かりや

すさ」に関する評価が低い。自由回答においても「難しかった」という

記述がみられた。また、「後ろの方の私語が多い」といったような記述

も目立つ。これらを考え合わせると、授業の進度についていけなくなっ

てしまい、学期途中で意欲をなくした履修者が相当数存在していたので

はないかと思われる。例年、前半に「いじめ」などのテーマでディスカ

ッションを中心とした授業を行い、後半は理論的な内容を講義中心で扱

うという構成にしているが、今年度は若干順序を入れ替え、前半に講義

を中心とした授業も実施した。こうした順序と、学力差への配慮が足り

なかったことで、学期の早い段階で学生に「苦手意識」が生まれてしま

ったものと思われる。 また、教育心理学に関しては、再試験の対象者

が例年の倍以上みられた。問題自体のレベルが極端に高度になったとは

考えられなかったため、対象学生に対して聞きとりを行ったところ、授

業のノートをとっていない、試験前に特に勉強していないという学生が

こちらの予想を上回る割合でみられた。 

 今後は、基本的な学習習慣が形成されていない学生が相当数存在する

ということを念頭に置き、授業内容・構成の工夫とともに、学習の仕方

に関するガイダンスも適宜行っていく必要があることを痛感した。 

佐久間 美羊 

(社会学担当) 

 今回は「社会科概説」「社会学Ⅰ」「人間と社会 A」がアンケート対象

科目であった。 

 前者のこども学科 2 科目に関しては高評価を得ることができたため、

ここでの記述は割愛したい。一方、ビジネスライフ学科の授業「人間と

社会 A」は昨年来の学科平均を下回る低評価なため、早急な改善が求めら

れる。昨年度の低い評価を受け、今年度は 2 点の改善を行っていた。①

パワーポイントの導入。これは、大人数授業での板書による、黒板のス

ペース・時間・労力を抑え、授業の流れを滞留させないため、また、ビ

ジネスライフの学生はパワーポイントを使った授業に慣れているであろ

うと思われたため取り入れた。このような意図によるパワーポイントの

導入は、授業をテンポよく展開させ、視覚的にもより分かりやすい授業

になっていると感じていた。②参考文献の配布：理解を深めるために、

参考文献のプリントを毎回配布し、授業時に一緒に読み、確認しあっ

た。①のパワーポイントで省けた時間を②に費やすことができた。以上

の 2 点を通し、分かりやすさに努めたにも関わらず、評価が下がったこ

とは重く受け止める。 

 今後の対策として、11 月の授業相互参観でビジネスライフ学科の同系

統の授業を参観させていただこうと考えている。今までビジネスライフ

学科の授業を拝見させていただいたことがないので、改善へのヒントを

是非得たいと思う。 
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② 満足度調査 

最近の調査結果は下表のとおりである。上段が平成 23 年度後期、下段の「前回」は平

成 23 年度前期末の数値である。 

 

＜平成 23 年度 満足度調査結果＞ 

学科名 回

答

者

数 

回答率 学

年 

設問 1 設問

2-1 

設問

2-2 

設問

2-3 

設問

2-4 

設問

2-5 

計 

(学科毎) 

ビジネスライフ学科 92 78.6% 2 65.4 63.7 71.4 84.8 60.2 69.4 69.1 

（前回） 80 66.6％  57.6 57.5 62.6 78.4 55.6 - 62.4 

ビジネスライフ学科 81 89.0% 1 66.5 63.5 68.7 82.8 61.0 - 68.5 

（前回） 85 85.8％  65.2 60.8 63.5 77.2 62.6 - 65.9 

こども学科（初教） 38 71.6% 2 70.5 58.7 64.7 79.0 61.3 65.5 66.6 

（前回） 45 83.3％  68.4 66.7 67.6 83.3 68.7 - 70.9 

こども学科（初教） 64 79.0% 1 63.3 60.5 62.8 86.1 64.4 - 67.4 

（前回） 74 88.0％  69.3 66.0 66.4 82.2 62.3 - 69.2 

こども学科（保育） 113 83.7% 2 67.1 63.9 63.8 83.5 66.3 68.1 68.8 

（前回） 124 88.5％  61.4 62.3 61.9 83.0 65.4 - 66.8 

こども学科（保育） 143 90.5% 1 55.6 58.0 57.7 86.3 64.6 - 64.5 

（前回） 160 98.1％  64.9 59.9 63.2 89.1 64.7 - 68.3 

平均（設問毎） 531 83.6%  64.7 61.4 64.9 83.8 63.0 67.6 67.6 

（前回） 568 86.0％  64.5 62.2 64.2 82.2 63.2 - 67.3 

質問内容   設問1    本学に入学したことをどの程度満足していますか。 

設問2－1   授業について 

設問2－2   先生との出会い 

設問2－3   友人との出会い 

設問2－4   事務職員の対応 

設問2－5   2年間の自分の成長への満足（2年次生のみ回答） 

注）設問欄の数値は、各設問について100％～0％の11 段階で該当する満足度に○を付

けさせ、その回答数を加重平均したものである。 

 

この調査結果から分かることは、最近の 2 回に限らず毎回、「友人との出会い」（設問

2-3）の満足度が 80％を超えており、親しい友人との出会いが大学生活の充実感・満足感

を感じる主な要因になっているということである。「本学に入学したこと」（設問１）、

「授業」（設問 2-1）、「先生との出会い」（設問 2-2）の３項目の満足度はいずれも

60％台に留まり、学生の視点に立った教育を追究する本学としては大きな課題として受け

止めなければならない。卒業生に限定して行う「2 年間の自分の成長」（設問 2-5）の満

足度は 70％に近い数値を示しており、できれば 80％台になることを期待している。これ
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は、「入学して良かった、卒業して良かった」と充足感をもった 2 年間を送らせたいから

である。この定点観測は引き続き行って本学の教育の成果を確認していきたい。 

この調査では自由記述で率直な思いを書き綴ってもらっているので、主なものを以下に

掲載する。今回（平成 23 年 1 月時点）の調査からの指摘である。 

 

ビジネスライフ学科 1 年 

・質問しようと思えるようになった。 

・簿記検定の対策講座があって、初めての人でもやりやすかった。 

・資格取得のサポートが充実している。検定試験前に特別講義をしてくれるのは毎回助

かっている。 

・先生が親身になって相談に乗ってくれるので、授業でわからないことがあってもすぐ

に解決する。 

ビジネスライフ学科 2 年 

・パソコンの台数が多いので、学校でレポートの仕上げがしやすい。 

・初めは経済学に関心はなかったが、学んでいく中で関心を持つようになり、社会は経

済で成り立っていることを知った。 

・キャリアセンターの方が、親切にしてくれたため就職できたと思う。 

・将来について真剣に考えることができた。物事を幅広く考えることができたこと。 

・秘書学の授業を通し、入学以前よりマナーが身につき、検定試験にも合格できた。 

こども学科（初教）1 年 

・意識の高い仲間に出会えて、今まで以上に頑張れることを嬉しく思っている。 

・幼稚園教諭になりたいと思う気持ちが深まるような授業がたくさんあった。 

・同じ志を持った友人と出会えたこと。それを全力で支えてくれる先生方と出会えたこ

と。 

・ピアノ初心者だったのに弾けるようになった。こども造形教室で子どもと触れあうこ

とができる。 

こども学科（初教）2 年 

・知り合いの子どもの世話をするのがうまくなった。 

・物事をいろいろな角度から見られるようになった。 

こども学科（保育）1 年 

・施設実習に行った時、「この学校はしっかりしているね。今まで来た学生の中で一番

しっかりしていると思う」と言われ、嬉しかった。 

・さまざまなタイプの先生に出会えて、新しい視点が生まれた。 

・論文型の課題が多くて大変だったが、長文に慣れることができてよかった。 

・専門知識を豊富に持った先生がたくさんいるので、どんな質問をしても納得できる答

えが返ってくる。 

・今までの学校生活よりも数倍密度の高い日常を送っている。 

こども学科（保育）2 年 

・実習などを通して、人を思いやることの重要さを学ぶことができた。 

・こども造形教室で、実習以外の場でも子どもたちと関わり、指導や援助をする機会を 
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もてたことがよかった。 

・今まで考えたこともない、独特な考え方なども学べた。 

・授業や実習を通して様々な知識を得ることができ、経験を深めることができた。それ

によって自分の保育観を考えることができ、人生観も変化したと思う。人として成長で

きた２年間だった。 

学生には、よりよい学校とするための提案も自由に記載させている。毎回、次のような

要望があり、施設・設備に関することが多い。耳を傾けるべき点には耳を傾けて対応に努

めたい。 

・トイレを増やしてほしい  

・トイレットペーパーを常に補充してほしい 

・エレベータを設置してほしい  

・暖房の故障を速やかに直してほしい  

・騒がしい学生に対して厳しく指導してほしい  

・急な休講はメールで知らせるようにしてほしい  

・聞きにくいマイクを直してほしい  

・学生食堂のメニューを増やしてほしい  

・ピアノの調律を定期的に行ってほしい 

・タバコの取り締まりを強化してほしい 

・事務の対応をよくしてほしい 

・座席の指定をやめてほしい 

 

③ 授業事例研究会 

平成 17 年度から始まった授業事例研究会は、24 年度で一巡することになる。ビジネス

ライフ学科、こども学科の教員が交互に担当する科目の状況や、工夫している点について

40 分ほど発表し、その後 20 分ほど質疑を行い、異分野の科目の授業からも示唆を得て授

業力を高めようと志すものである。回を重ねるごとに両学科の教員の交流は深まり、「学

生を育てる」という共通の目的に向かって教育力を磨き合う環境が整ってきている。 

 以下に、最近 5 年間の研究会のテーマを掲げる。なお、平成 21 年度には学園カウンセ

リングセンターの上田和子カウンセラーの講話を聞くプログラムも組み込んでいる。 

 

開催日 テーマ 発表者 担当科目 

平成 19 年 

5 月 16 日 

授業内容について（教育方法Ⅱ） 中島准教授 

（こども） 

教職概説 

教育方法Ⅱ 

 

6 月 13 日 

授業の進め方について（ビジネス文書

Ⅰ） 

杉田教授 

（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾌ） 

文章表現法 

ビジネス文書 

 

11 月 14 日 

授業報告（スポーツ演習、基礎体育、

健康科学概論 ほか） 

斉藤（朗）教

授（こども） 

スポーツ演習 

健康科学概論 

 

12 月 12 日 

授業報告（情報とインターネット） 玉置教授 

（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾌ） 

情報とｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

Java 概説 

平成 20 年 

5 月 14 日 

授業方法について（各担当科目） 柏木講師 

（こども） 

社会福祉 

養護内容 



                 千葉経済大学短期大学部 

 

 

－ 65－ 

 

6 月 11 日 

授業報告（基礎ゼミ） 飯名教授 

（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾌ） 

基礎ゼミ 

財務分析 

 

11 月 12 日 

授業報告（教育心理学） 磯村准教授 

（こども） 

教育心理学 

生活科指導法 

 

12 月 10 日 

授業報告－保育原理の授業から 松田講師 

（こども） 

保育原理 

環境指導法 

平成 21 年 

5 月 20 日 

心に問題を持つ学生への初期対応の留

意点 

上田ｶｳﾝｾﾗｰ 

（学園） 

学園ｶｳﾝｾﾗｰ 

 

 

6 月 17 日 

授業報告（保育内容総論） 野中講師 

（こども） 

保育内容総論 

人間関係指導法 

 

12 月 9 日 

授業報告（各担当科目） 井芹教授 

（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾌ） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 

自然科学概説他 

平成 22 年 

5 月 19 日 

授業事例研究（各担当科目） 千葉准教授 

（こども） 

こどもの福祉Ⅰ 

保育実習指導他 

 

6 月 9 日 

学生の文章力向上を目指す取り組み 

－学生自身による課題認識、考える手

続きの定着－ 

高野講師 

（こども） 

文学と親しむ 

国語学概説他 

 

11 月 17 日 

授業紹介・司書課程 

－「情報ｻｰﾋﾞｽ概説」及び「ﾚﾌｧﾚﾝｽｻｰﾋﾞ

ｽ演習」を中心に－ 

齊藤誠准教授 

（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾌ） 

情報ｻｰﾋﾞｽ概説 

図書館概論他 

 

12 月 8 日 

授業事例研究報告（各担当科目） 佐久間美講師 

（こども） 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ社

会学他 

平成 23 年 

11 月 9 日 

「こども造形教室」実践報告 三好准教授 

（こども） 

基礎造形 

教職概説他 

 

 

④ 授業相互参観 

授業相互参観は 11 月から 12 月の 2 週間を設定して、授業担当の無い時間帯に他教員の

授業を参観して実際に学び合おうとするものである。事後には、参観する教員と授業を公

開した教員とが忌憚なく感想を述べ合って意識を高めている。参観者には報告を求めてい

るので、平成 23 年度の報告の中から 4 例を紹介する。 

 

【ビジネスライフ学科】 

氏 名 授業科目 感  想 

市岡 義章 

(経済学担当) 

基礎英語Ⅰ 「必修」という科目を授業することの難しさを改めて感

じた。すなわち、全学生に同様の関心を持たせることの

困難である。担当教員は、適度に間合いを取り、学生に

発言の機会を与えるなど、授業の運営に工夫を行ってい

ることはよく分かる。しかし、関心を集中できない学生

をどのように授業に引き込んでいくのか、さらなる検討

の必要がある。これは、参観者自身の必修授業にも言え

ることなのであるが。 
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澤村 孝夫 

(会計学担当) 

インターネッ

トワーキング

実習Ⅱ 

パソコン会計の科目が削除されたことにより、実務簿記

への橋渡しが、難しくなった。現在、机上で実施してい

る簿記の処理方法をパソコンで実施できないかを考慮中

です。従って、授業参観した授業内容を拝見して、導入

可能性を確認することができました。実務でよく利用さ

れている弥生式の会計ソフトで、次年度、試験的に導入

してみたいと思っています。 

 

【こども学科】 

氏 名 授業科目 感  想 

三上 修二 

(体育担当) 

基礎体育 寒い中での体育館での実技授業であったが、館内に響く

大きな声に学生は圧倒されていた。言葉だけでの説明や

指示だけではなく、正確な動きと間違った動きの両方を

自らの動きで提示することは、実技指導者の鉄則である

がなかなかいつも出来るとは限らない。学生の見る視点

を強調して、理解を深める工夫がされており、参考にな

った。ただ、教材の配当について、この時期でのマット

運動は一考を要するのでは。 

中島 千恵子 

(幼児教育担

当) 

図画工作表現

演習 

少人数で造形表現の力をさらにのばすことのできる授業

内容だと思った。本時は陶芸で皿を作るという内容のも

のであったが、準備から基礎・応用の仕方まで丁寧に説

明され、学生は熱心に聴き実践に努める姿が見られた。 

 

学科会議後に行われる FD 会議では、学科の教育目標の達成状況についても意見交換し、

特に就職状況については常に関心を払って学生に対応するように努めている。ビジネスラ

イフ学科ではゼミの教員が、こども学科では相談教員が担当の学生の履修状況、進級、就

職、卒業要件などに留意しつつ、同会議で掌握した学生の状況も踏まえて、適宜指導にあ

たっている。 

学習成果についての所轄部局は学務課である。担当教員から報告されるデータを踏まえ

て学生の成績管理を行い、レポート提出や追再試の指示などを適切に行うとともに、履修

に関しての学生の相談には随時対応して、教員には相談しにくいことなども聞き、円滑な

履修ができるように努めている。中には甘い認識をもった学生がいるので、学則などで定

められている事項については厳しく伝え、自らを律して学生生活を充実させるように接す

ることもある。 

事務職員の SD 活動については、SD 委員会を設置して職員の能力アップのための施策を

具体的に検討して実施している。たとえば、学内外での自主的な研修の機会を増やすとと

もに、事務局内の定例会議などでは職員間の上下及び横の情報共有を促している。 

学生に対する情報教育は、教員構成や施設・設備の面で充実して行われている。授業科

目としては、ビジネスライフ学科では「PC リテラシー」等の基礎的な科目から「コンピ



                 千葉経済大学短期大学部 

 

 

－ 67－ 

ュータアート」など最新のコンピュータ技術を活用する科目までが多岐にわたって開講さ

れ、またこども学科では「教育情報処理」が開講されて教育・保育に必要な技術を教えて

いる。 

図書館では、学生の学習向上のために、年度当初にシラバスに記載された参考書や教員

指定の講義用図書などの専門書を整備するとともに、一般教養を広げるための図書の充実

に力を入れている。経済不況と大震災によって就職が厳しくなる状況に鑑み、キャリアセ

ンターと協力して就職活動に役立つ資料や資格取得に関する資料の充実にも努めている。 

情報リテラシーの指導については、必要な図書や資料を迅速に入手して学習を深めるこ

とができるように、図書館ガイダンスや館内学習によって積極的に取り組んでいる。4 月

当初に実施される新入生対象のガイダンスでは図書館利用の仕方について説明し、図書館

の施設案内をする。ビジネスライフ学科では 5 月に「基礎ゼミ」で図書館利用講習を行い、

蔵書資料の調べ方、OPAC（蔵書検索パソコン）の使い方、配架資料の探し方、本学にない

資料を探すための横断検索などを教えている。こども学科の「教育情報処理」では、図書

館の資料を探して課題に応える学習を組み入れている。 

図書館の専門事務職員（専任 3 名・非常勤 4 名）のうち 6 名が司書資格をもち、図書館

を密度の濃い学習を進める場とするための専門的な知識とノウハウを備えている。教員に

は、図書館の自発的な利用を促すために、図書館の資料に当たってレポートを提出させる

といった課題を適宜出すことを勧め、司書科目の授業では図書館を教室にして情報検索や

レファレンスサービスなどを実際的に教えている。 

平成 23 年度から春と秋の 2 回、学生ブックツアーを実施することになった。学生の中

から選書委員（大学・短期大学部各 4 名）を選んで書店に出向いて読みたい本を選択させ、

その本を購入して「紹介ポップ」とともに館内に展示し、一般学生の利用を促す取り組み

である。同世代の学生が選んだ書物は多くの学生の興味と合致するようで、図書館の活性

化につながる有効な試みとなっている。 

コンピュータ教室の整備状況は次表のとおりである。 

 

教室名 台数 備考 

1 号館 401 教室 40 台 授業用 

電算棟 C11 教室 50 台 授業用 

電算棟 C21 教室 42 台 授業用 

電算棟 C31 教室 42 台 授業用 

電算棟 C32 教室 8 台 ビジネスライフ学科自習室 

A16 多目的演習室 11 台 ビジネスライフ学科自習室 

A21 実習資料室 18 台 こども学科自習室 

 

上記の授業用の 4 室は、授業で使用していない場合は自習用としても利用できる。いず

れの教室からも保存した個人データを参照・更新できるため、学生は空き教室を見つけて

自学自習ができる。教員は授業の準備や教材作成をコンピュータ室で行う場合を除いて、

多くは研究室の設備を活用して行ってもいる。 

セキュリティー確保のため、教員の成績入力は学内のパソコンからのみ可能としていて、
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シラバスなどのドキュメントは学内共有フォルダを利用して行っている。その他の校務関

連の書類や資料の送付もメールで行っている。 

学生に対する学内 LAN 及びコンピュータの利用を促進するために WEB ページを作成し、

学生への情報発信に努めるとともに、学生には一人ひとりにメールアドレスを付与してメ

ール利用を促進している。学内 LAN 上に作成されている学内共有フォルダは、教職員のみ

がアクセスできるものと学生からもアクセスできるものに区分され、後者は授業時の資料

提示・教材配布・課題提出の際に利用するだけでなく、自習時間等に教材を入手したり課

題を提出したりする際にも利用されている。 

一般の授業科目においてもパソコンによるレポート作成やプレゼンテーション資料の作

成を課して、パソコンの活用力を育てている。作成したドキュメントをメールで提出させ

たり、学内共有フォルダに提出させたりすることで IT 時代を生き抜く力の育成に努める

科目もある。なかには学内 WEB 上に授業の資料や課題提出状況をアップすることで、学生

のコンピュータ利用を促している教員もいる。プレゼンテーションソフトを使った授業や

メール・共有フォルダを利用した課題の配布・回収を実施する教員は年々増加している。

今後さらに増加することを期待している。 

 

(b)課題について 

学生の授業評価を率直に受けとめ、学習者の視点に立って授業改善に努めるとともに、

教員が相互に教育方法について学ぶ機会を活かして教育力を高めること。 

 

 

基準Ⅱ-B-2 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている 

(a)現状について 

入学時のガイダンスでは、教務部の教員が学務課職員と連携して、学科の説明、履修コ

ース・フィールドの説明、履修要項・手続きの説明を行っている。そのガイダンスで充分

に理解のできない学生に対しては、後日、丸 1 日をかけて集中的に相談を受ける「履修相

談」コーナーを開設し、遺漏なく学習が開始できるように配慮している。 

印刷物としては、『学生便覧』（約 160 頁）、『授業要項』（約 320 頁）を配布してい

る。『学生便覧』には学生生活に欠かせない各種案内、各施設案内、就職斡旋、定期試験、

教務関係諸手続き、各学科の履修要項、学則を始めとする各規程等、学生生活に必要な情

報を掲載している。『授業要項』には、各授業の内容をできるだけ分かりやすく説明した

シラバスを収録し、科目選択の際に役立てられるようになっている。 

 補習授業は特に実施していないが、ビジネスライフ学科の「基礎英語Ⅰ・Ⅱ」および

「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」、「総合ビジネス教養」については習熟度別クラス編成をし、学生

の習熟度に応じた効果的な指導を行うとともに、各ゼミの指導教員は授業の空き時間を利

用して、学習上の問題を抱えている学生に個別に対応している。こども学科では学生が教

育者・保育者を志しているので、保護者や子どもたちにきちんとした対応ができ、教育実

習・保育実習で適切な記録が残せるように、全科目で読み書きなどの指導に力を入れてい

る。ゼミの教員や相談教員が学生との相談内容を学生相談記録簿として記録しているので、      

5 名の教員の親身に相談に乗っている様子の一部を掲げる。 
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学生相談記録簿 相談教員 井芹 康統 

月日 学生氏名 相談内容 助言内容 

4 月 22 日 学生 A 

体調不良のため授業途中退

出（4/19：プログラミング

入門１） 

配布プリントを渡す。授業中の課

題および宿題について指示。 

5 月 11 日 学生 B 
課題の不明点を質問 

（コンピュータ実習Ⅱ） 

解答方法を解説 

5/17～5/18 ４名 
就職関係個人面談 

 15～20 分/人 

現在の活動状況など 

6 月 8 日 学生 C 
欠席が続いていた授業につ

いて相談 

履修の意思確認、今後について注

意、プリント等を渡す。 

6/2～6/17 ９名 
進路関係個人面談 

 15～20 分/人 

卒業後の進路希望聴き取り、模擬

試験結果配付など 

8 月 16 日 学生 D 公務員試験受験について 試験問題についてアドバイス 

10 月 21 日 学生 E 
就職相談（地方公務員試

験） 

面接の受け方・心構えなどを話

す。面接練習。 

10 月 27 日 学生 F 
前期欠席多。後期の様子を

ヒアリング。 

出席する科目を決めてできるだけ

多く単位取得を目指す。 

1 月 19 日 学生 G 

今年になって学校に来てい

ないため、学務課より連絡

して呼び出し。 

期末なので授業に出ることが重要

と注意。基礎ゼミ（再）について

指示。 

1/23～1/31 学生 H 

不明な点は質問に来るよう

に伝えていたところ、研究

室に数回現れた。（自然科

学概説） 

各質問について、詳しく説明して

理解できるように指導した。 

 

学生相談記録簿 相談教員 西川 篤志 

月日 学生氏名 相談内容 助言内容 

5 月 24 日 学生 A 

Microsoft Word の操作法に

ついて 

横書きの文書の中に縦書きの文章

を入れる方法や二段組みの方法な

どについて指導した。 

6 月 14 日 学生 B 
Microsoft Excel の操作法に

ついて 

Excel の計算式や関数の利用法に

ついて指導した。 

7 月 7 日 学生 C 

未提出の課題について 就職活動のため欠席が多かったの

で、課題を渡し、授業欠席分を補

うよう指示した。 

7 月 22 日 学生 D 
未提出の課題について 課題の提出が遅れていたので、個

別に指導した。 

11 月 4 日 学生 E 

未提出の課題について 後期授業開始直後欠席が続いたの

で、欠席分のプリント、課題を渡

して、個別に指導した。 

 



                 千葉経済大学短期大学部 

 

 

－ 70－ 

11 月 10 日 学生 F 

プレゼンテーションソフト

の利用法 

（インターンシップ実習報

告会） 

プレゼンテーションソフトを利用

して発表用のスライドを作成する

ことについて指導した。 

11 月 25 日 学生 G 

コンピュータ実習 I、専門ゼ

ミ I のそれぞれの授業で作

成した Web ページの整理、リンク

について 

トップページに目次を作り、コン

ピュータ実習 I で作成したページ

とゼミで作成したページのリンク

を分けるとよいことを助言した。 

12 月 7 日 学生 H 

授業の欠席について このところ専門ゼミや他の授業で

欠席がちであったので、事情を聴

き、励ました。 

1 月 12 日 学生 I 

自宅のパソコンで作成した

ファイルやデータを、学校

のパソコンで開くことがで

きない 

自宅と短大ではソフトのバージョ

ンが違うので、保存するときにフ

ァイルの形式を注意するとよい。 

1 月 12 日 
学生 J 

 

発展問題について 課題がすべて終了していたので、

さらに課題を与え、発展的な学習

を指導した。 

1 月 27 日 学生 K 

再提出の課題について 課題が正しくできていなかったの

で、添削して返却し、修正すべき

点や方法などを指導し、再度提出

するよう指示した。 

 

学生相談記録簿  相談教員 千葉 弘明 

月日 学生氏名 相談内容 助言内容 

4 月 27 日 学生 A 

公務員試験の受験対策につ

いて。 

推薦する問題集及び参考書の紹

介｡今後の勉強方法について指

導。 

 

4 月 27 日 学生 B 

保育実習Ⅱの自己目標の書

き方について。 

保育実習ＩＡの省察を踏まえるこ

と､保育実習Ⅱの到達目標を踏ま

えながら目標設定するように指

導。 

 

6 月 1 日 学生 C 

指導案の作成について、保

育実習Ⅱへ向かう姿勢につ

いて。 

後日、添削指導の日程を調整。挨

拶、コミュニケーションの取り方

について指導。 

 

6 月 8 日 学生 D 

体調不良について（右耳が

聞こえずらい） 

実習ができるかどうか本人より確

認。現在のところ実習には支障が

ないようなので、体調が悪化した

場合、再度報告するよう指導。 
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6 月 17 日 学生 E 

公立保育所の受験について 公立保育所の受験を迷っているた

め、民間の保育所と就職の時期が

重ならないこと、受験勉強しても

就職した際にメリットが大きいこ

とを説明。公立保育所の受験を勧

める。 

7 月 29 日 学生 F 
公立保育士の受験につい

て。 

志望動機、自己 PR などの文書指

導。 

10 月 18 日 学生 G 
エントリーシートの書き方

と面接対策について。 

エントリーシーﾄの添削指導と面

接内容について指導した。 

11 月 25 日 学生 H 

現在の学生生活について

（心身の状態）。 

少し授業での課題が多く疲れてい

ると報告。睡眠時間を確保するよ

う助言した。 

1 月 11 日 学生 I 
友人との関係について。 友人とのトラブルがあり相談を受

ける。 

1 月 17 日 学生 J 
就職試験の結果報告につい

て 

内定した旨の報告をうけ、就職に

向けた準備など助言した。 

 

学生相談記録簿  相談教員 髙野  浩 

月日 学生氏名 相談内容 助言内容 

4 月 27 日 学生 A 

採用試験の論作文試験に向

けての個別指導（個別添

削） 

執筆してきた論作文課題に対し

て、添削を行い、そのうえで助言

を行った。 

5 月 20 日 学生 B 

文章作成における構成の立

て方について 

学生の書いた作文を素材に、課題

文の読み解き、主題の決定方法、

構成の組み立て等について具体例

を示した。 

5 月 20 日 学生 C 

採用試験の論作文試験に向

けての個別指導（個別添

削）と次回研究室の来訪日

時の確認 

執筆してきた論作文課題に対し

て、添削を行い、そのうえで助言

を行った。また、次週のスケジュ

ールを伝達。 

5 月 23 日 学生 D 

語彙力を向上させる方法に

ついて 

どのような文章を書きたいのかと

いう点をふまえつつ、参考になる

書籍等を紹介し、資料も貸し出し

た。 

6 月 17 日 学生 E 

心理的な不安についての相

談 

状況を聴取したうえで、物事に区

切りをつけて考えるように勧め

た。 

6 月 28 日 学生 F 
保育実習Ⅱの反省 保育実習における実習態度および

今後の進路について話をした 

7 月 15 日 学生 G 編入学について 受験勉強方法についての指導 

7 月 29 日 学生 H 
採用試験二次試験対策およ

び提出書類の添削 

文案の添削および面接対策、模擬

授業対策 
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8 月 10 日 学生 I 公立保育士採用試験対策 小論文指導 

10 月 26 日 学生 J 国語学の内容確認 不明点を中心に説明 

12 月 

保育ｺｰｽ 

2 年生 10

名程度 

採用試験関連の相談・文章

添削 

進路指導・添削指導 

 

学生相談記録簿  相談教員 松田 清美 

月日 学生氏名 相談内容 助言内容 

4 月 学生 A 退学を希望 
再考を促し、保育士資格のみ取得

を目指すこととした 

4 月 学生 B 

ピアノの学習について：初

心者で進度が遅く、器楽Ⅰ

を再履修する 

高木先生に相談するよう助言した 

5 月 学生 C 

授業の出席状況等につい

て：全般的に出席状況が芳

しくない 

生活リズムを整え、状況を改善す

るよう助言した 

6 月 
学 生 E

ほか 
保育実習Ⅱに関する相談 

心構えや責任実習の内容について

助言した 

6 月 学生 G 

短大生活、特に授業につい

て：初等教育ｺｰｽの時と異な

り、苦労している 

努力をねぎらい、励ました 

７月 学生 H 
授業の出席状況・幼稚園実

習について 
幼稚園実習に向けて励ました 

8 月 学生 I 

幼稚園実習について：不安

を感じており、実習を取り

下げたい 

話を聞き、横山先生にも相談する

よう助言した 

9 月 学生 J 

公務員対策講座について：

通常の授業が大変で手が回

りそうにないが、受講する

ほうがよいか迷っている 

受講を促した 

10 月 学生 K 
就職について・前期の不合

格科目について 

資格取得判定の精度について説明

し、励ました。 

10 月 学生 L 
知らない人に見られている

ようで気になる 

友達と一緒に通学し、危険のない

よう助言した。その後も折を見て

様子を尋ねた 

 

保健室には看護師 1 人が常駐し、学務課職員と連携して学生の健康上の異変に対応し

ている。看護師は栄養師の資格も取得しており、身体や精神の不調を訴える学生に的確な

対応を行っている。 

学園にはカウンセリングセンターが設置されていて、週 4 日 4 名のカウンセラーが交替

で勤務し、学生の様ざまな悩みのカウンセリングを行っている。同センターは大学・短期
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大学部・高校の長・学生部長・センター長・学務課長などによって構成される運営委員会

でその運営を適宜審議して、早期の適切な対応によって休学などの道を歩まないように努

めている。以下に、直近 3 年間の利用状況を示しておく。 

 

カウンセリングセンター利用状況 

年度 利用件数 

平成21年度 236件 

平成22年度 160件 

平成23年度 230件 

 

年間に履修できる単位数は、ビジネスライフ学科では 50 単位、こども学科では 56 単

位までと定められているため、意欲のある学生は限度一杯まで科目履修して専門性を広く

磨いている。また、授業とは別に下記のような講座が設置され、資格・検定試験への挑戦

や公立幼稚園・保育所合格を目指す学習を支援し、成果を上げている。 

 

・日商簿記検定試験対策講座 

・ビジネス文書検定試験対策講座 

・ファイナンシャルプランナー試験対策講座 

・秘書技能検定試験対策講座 

・公務員試験対策講座 

 

本学は千葉経済大学や県内他大学と単位互換協定を結んでおり、本学には開講されてい

ない科目を学びたいという向学心富む学生には、他大学の科目を履修することができる。

しかし、この制度の利用は本学の授業が過密なためなかなか難しいようである。 

平成 6 年、海外の大学における教育体験・海外における生活体験・異文化の見聞を目的

としてハワイ大学カウアイ・コミュニティ・カレッジと教育提携を調印し、以降、毎年

10 名～20 名程度の短期留学生を送り出した。しかし、近年は経済状況の悪化などの事由

によって参加希望者が激減したため、平成 20 年度から研修旅行に形を代えて実施するよ

うに改めた。カウアイ・コミュニティ・カレッジからも学生が平成 18 年には 9 名、19 

年には 8 名、24 年には３名が教員の引率のもとに本学を訪問し、英語の授業に参加する

など本学学生との交流を深めている。 

以上の他に、休業期間を利用して、国際交流の様ざまな取り組みが行われている。ファ

ッションビジネスゼミは、学園祭でのセレクトショップの品揃えのために韓国などへ買い

付け体験を行っている。スクーバダイビング部はグアム島で合宿を行っている。また、ド

イツ語愛好会がヨーロッパに研修旅行を実施して、ドイツの幼稚園を訪問したりして異文

化体験を積んでいる。 

 

(b)課題について 

 基礎学力の不足する学生に目を向けがちであるが、向学心があり教養をひろげながら上

級の資格を取得しようと励んでいる学生への指導の充実にも力を入れること。 
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基準Ⅱ-B-3 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行って

いる 

(a)現状について 

 学生部会（教員 11 名）と学務課（職員 6 名：うち看護師１名）が中心になって、満足

した学生生活が送れるように側面から支援している。新入生歓迎会、スポーツ祭、学園祭

（とどろき祭）等の学園行事では、学生の主体性を尊重してその自主性を伸ばしながら、

企画から会計に至るまでの支援体制を整えている。 

 自治活動に対する教員の支援については、学生の自主性を伸ばすためには最小限に留め

るべきであるという主張と、社会性や企画力などを大学時代に育むためには積極的に支援

していくべきだという主張がある。学生の実態に即して的確に対応していきたい。 

クラブ活動は午後 8 時まで学内施設（体育館・部室等）の利用が可能であり、各クラブ

が自分たちの都合に合わせた時間帯で活動ができる。千葉経済大学のクラブ活動と交流を

もつとともに、本学には設置していない同大学のクラブ活動への参加を認めて、学業以外

のキャンパスライフの充実に努めている。在学期間が 2 年間であるので、年によって部員

数に増減があり、活動が一定して継続できないという課題がある。 

日本私立短期大学協会が催す「全国私立短期大学体育大会」には毎年参加し、スポーツ

をとおして全国の学生と交流を図っている。同大会への参加やクラブ活動に対しては、保

護者のつくる後援会が適切に援助を行っている。 

平成 24 年度のクラブ・同好会活動は以下のとおりである。 

 

○体育系クラブ 

クラブ名 学生数 

硬式テニス 4 

バスケットボール 27 

バドミントン 17 

バレーボール 16 

スクーバダイビング 23 

○文化系クラブ 

クラブ名 学生数 

小原流華道 １ 

日本古流華道 5 

合唱 11 

軽音楽 32 

ドイツ語 15 

FPサークル 52 

○同好会 

クラブ名 学生数 

書道 6 

フットサル 27 

ピアノ 5 
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ダンス 13 

Sportsサークル 10 

スポーツ観戦 27 

 

学友会は2学科約650名の学生によって組織され、自治的な活動に取り組んでいる。学友

会執行部は、学園祭、スポーツ祭、およびクラブ活動・同好会の企画・運営・管理を行い、

年間予算は約450万円である。授業時間が過密で、アルバイトに時間が取られることの多

いなかではあるが、執行部役員を希望する学生はこども学科の学生が中心となっていて、

自主的な活動を主体的に行おうとする気運が高まっている。執行部役員の数は平成23年度

が1、2年次生合わせて約60名にのぼり、平成24年度の新役員となった2年次生は29名であ

る。 

学園祭（とどろき祭）は毎年10月下旬から11月中旬の2日間にわたって開催され、クラ

ブ・同好会やクラス・ゼミ等が主催する発表会や催し物を始め、外部からお笑いタレント

を招いたイベント等が行われる。併せて、当日は模擬店も数多く出店され、他大学の学生

や高校生、近隣地域の住民や子どもたちが訪れてにぎやかに開催されている。 

スポーツ祭は新入生を中心に5月下旬から6月上旬に開催され、ソフトバレーボール・大

縄跳び・綱引きなどの種目でゼミ単位、相談教員クラス単位で結束しながら競い合ってい

る。教職員もチームをつくって学生と対戦して親睦を図り、立場や学科、学年を超えての

交流が生まれている。 

「学生ホール」は2階建てで、液晶テレビを設置する１階ホールは自由なコミュニケー

ションの場とされ、2階は静かに自習が出来る空間になっている。コンピュータ教室は授

業で使用されていない時間帯には自由に利用でき、レポート作成などに活用されている。

「学生食堂」には140席を確保し、手ごろな価格で食事ができる。道を隔てたキャンパス

には千葉経済大学の学生ホールや学生食堂、売店があって、学生は自由に利用できるよう

になっている。 

クラブ・同好会の部室（18 室）は「短期大学部体育館」の1階に設けられていて、活発

に利用されている。ゴミの分別収集については、「清潔なキャンパス」という観点から設

置する場所には配慮し、十分に分別に対応したゴミ箱の設置に努めるなどの工夫をしてい

る。 

遠方出身の学生が下宿を求める場合には、信頼できる不動産業者の紹介を行い、学生寮

等は設置していない。本学はＪＲ総武線「西千葉駅」から徒歩で13分、路線バスで5分

（100円）、また千葉都市モノレール「作草部駅」「天台駅」からはいずれも徒歩5 分で

交通の利便性は高い。自転車通学者のために100 台程度置ける自転車置場を設けているが、

自動車やバイクでの通学は安全上の観点から禁止している。 

日本学生支援機構の奨学金制度（第1種、第2種）の利用者は増加している。また、千葉

経済学園の奨学金制度については、毎年約15名程度（平成22年度より10名程度から増加）

の学生に750,000 円（平成23年度より500,000 円から増額）を限度に無利息融資が行われ

ており、希望者は多い。 

リーマンショックや東日本大震災などにより我が国の家計の状況は厳しさを増している

ので、今後とも奨学金制度の充実に努めたい。上記の奨学金の受給者は次表のとおりで、
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希望者のほぼ全員が受給できている。 

 

 平成21年度 平成22年度 平成23年度 

受給者数 受給者数 受給者数 

日本学生支援機構（第1種） 17 25 22 

日本学生支援機構（第2種） 69 83 100 

千葉経済学園 11 16 17 

（注）当該年度に新規採用（予約採用を含む）された者の数 

 

 平成 24 年度から授業料減免制度を新たに設けた。家計の事由で入学金等が納められず

に入学を辞退したり、授業料等が納入できずに休退学せざるを得なくなったりする者を支

援する制度である。学費負担者を含む世帯全員の総収入が規程の示す基準以下で、人物に

優れ強い勉学意欲がある学生は、学内審査員会の選考を経て入学金及び授業料の全額もし

くは半額が免除される。 

平成 23 年度の秋、卒業後 1・2・3 年目の卒業生に下記の項目でアンケート調査を行い、

116 名から回答を得ることができた。アンケート項目は下記のとおりである。 

 

（１）学生時代のことで最も心に残っていることは、何ですか。 

（２）短大時代のご自身の勉学について、今どのように感じていますか。 

（３）短大時代に授業等を通じて学んだことは、現在の仕事や生活に役立っていると感

じますか。 

（４）短大時代にもう少し学んでおけばよかったと思っている事柄はありますか。 

（５）短大時代を振り返って、全体として本学での教育に満足されていますか。 

（６）本学の教育をよりよいものにするために、今後改善すると良い点（開設した方が

よいと思う科目を含めて）など、本学へのアドバイス、提言があればお願いしま

す。在学中の後輩に対するメッセージ、アドバイスでも結構です。 

（７）卒業後、本学のホームページを見ることがありますか。 

 

複数回答による「学生時代のことで最も心に残っていること」では、「友人との交流」

が最も多く 63％を示し、「授業・ゼミ」が次いで 51％、「教育実習・保育実習」が 32％

となっている。2 年間という短い年月であるが、親しい友人と出会えたことがかけがえの

ないものとなっているようである。この数字は前掲の在学中の満足度調査の結果と一致す

る。 

 「短大時代の勉学についてどのように感じているか」の問いでは、「大いに学んだ・ど

ちらかといえば学んだ」の両者で 83％を示している。「授業等を通じて学んだことが現

在の仕事や生活に役立っていると感じているか」の問いでは、「役立っている・どちらか

と言えば役立っている」の両者で 79％、「本学の教育の満足度」は「とても満足・どち

らかと言えば満足」の両者で 81％を示している。サンプル数が少ないという制約がある

が、有難く受けとめたいと思う。 

 これに対して、「もう少し学んでおけばよかったと思っている事柄はありますか」の問
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いには、67％の卒業生が「ある」と答えている。卒業生には在学時をふり返って、このよ

うな後悔があることを在学生に伝えて、かけがえのない学生時代を送っていることを認識

して勉学に精励するように促したい。自由記述のなかから、主だった感想を以下に列挙す

る。 

 

・あっという間の 2 年間だった。とても濃い 2 年間だった。 

・同じ夢に向かって友だちと励まし合いながら頑張った。 

・教育実習で厳しさを学んだ。 

・現在でも一番仲の良い友達と出会えた。 

・今でも仕事上の悩みを話せる大切な友人ができた。 

・現場に入って実際に働くと、まだまだ未熟だと感じることがたくさんあった。 

・就職活動に一生懸命で、学生の本分である勉強をおろそかにしていた。社会に出て、知

識不足を痛感している。 

・人前で何かをするのは苦手だったが、それを克服できた。 

・もともと人見知りだった性格が、短大に入学してからは明るくなったと周囲に言われる

ようになった。 

・実習記録を読み返して役立てている。実習生を迎える立場となり、助言の仕方を学ぶこ

とができた。ピアノの楽譜は今も使っている。 

・結果はどうであれ、いろいろと挑戦することの大切さを知った。 

・仕事をしていると、教科書を見返すだけでは答えが出ないことが多々ある。そんなと

き、先生方に質問しておけばよかったと思う。 

 

社会人を正規の学生として入学させる制度は本学にはないが、「科目等履修生」制度を

利用して毎年多くの社会人が図書館司書資格や小学校・幼稚園教諭免許、保育士資格（本

学こども学科保育コース卒業生のみ）を取得している。なお、本学は開学以来外国人留学

生の特別選抜は実施しておらず、今後もその予定はない。 

科目等履修生の受け入れ状況は次の通りである。 

 

    

総人数 

資格別人数 ＊(人) 

図書館司書 小学校教諭 幼稚園教諭 保育士 

平成 18 年度 65 10 38 10  

平成 19 年度 49 16 31 5  

平成 20 年度 40 15 22 6  

平成 21 年度 48 19 26 2 1 

平成 22 年度 38 15 21 2 0 

平成 23 年度 25 7 14 4 1 

 

障がい者に対しては、2号館入口にバリアフリーのスロープをつけて車椅子で出入りで

きるように配慮し、短期大学部体育館１階には障がい者用トイレを設置している。弱視の
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学生に対しては、授業配付資料の拡大・掲示物の配付・定期試験時間の延長など、学習上

の配慮を行っている。 

本学は地域に開かれた大学として積極的な地域貢献活動を行っており、学生の地域活動、

ボランティア活動についても、学生自身の主体性の下で積極的に推進されることを期待し

ている。こども学科では千葉県教育委員会が提唱する「教職・たまごプロジェクト」に参

画して小学校でのボランティア活動を行う学生に「教育・保育ボランティアⅠ～Ⅳ」の単

位認定をしている。 

ボランティア活動をするという特別な意識はないものの、地域のこどもたちにスポーツ

を指導したり、老人ホームで簡単な手伝いをしたりといった活動は、この他にもかなり行

われているのではないかと思われる。 

なお、社会活動その他の分野で他の学生の模範となる活動を行った学生個人及び団体に

ついては、その活動を称えて奨励するために「とどろき奨励賞」という制度を設けている。

詳細については、「選択的評価基準」での記載内容を参照されたい。 

 

(b)課題について 

 快適なキャンパスライフを過ごすことができるようにより一層の改善に努め、経済的な

支援やメンタルヘルスケアの充実を期すること。 

 

 

基準Ⅱ-B-4 進路支援を行っている 

(a)現状について 

 教授会のもとに設置されている就職部会はビジネスライフ学科 3 名（就職部長を含む）、

こども学科 6 名（就職副部長を含む）の教員で組織し、現今の就職状況について研究・調

査・分析を行い、学生のキャリア意識の向上と就職支援のための企画・立案・実施に取り

組んでいる。 

 事務局には大学と短期大学部を統合したキャリアセンターを設置し、平成 22 年度に相

談員１名と企業の開拓専門職員 1 名を追加して、室長を含めた 9 名の職員で就職支援にあ

たっている。同センターでは、学生の一般就職の相談、求人企業の開拓、各種ガイダンス、

資格取得等のための課外講座などを企画・運営し、学生のニーズに応じた就職支援を実施

している。 

 平成 21 年度には、文部科学省の大学教育・学生支援推進事業で「模擬試験・就職対策

講座などを活用したきめ細やかな支援システム（就職につながる知識の獲得とその向上を

目的として就職模擬試験を実施し、その結果を踏まえてキャリアデザインの授業、各教員

が担当しているゼミや総合演習、相談教員（こども学科）、キャリアセンターとが就職に

関わる情報を共有しながら連携して支援活動を適切に指導する）」が採択され、これを契

機として、適職探しの支援・指導の充実に努めている。 

平成 22 年度からは、ハローワークと本学との連携による未内定者の就職支援という観

点から、週 1 回、千葉ハローワークに相談員の派遣を依頼し、求人情報の紹介や就職アド

バイスを実施している。また、企業の採用担当者と本学教職員及びキャリアセンターとの

意見交換ないしコミュニケーションを図ることを目的とした情報交換会を開催している。 
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平成 18 年 9 月には、従来の「就職課」を「キャリアセンター」に改称した。同センタ

ーは、大学及び短期大学部における「就職部」の事務局としての機能を果たしており、ま

た大学・短期大学部の「就職部会」と密接に連携しながら、入学時から学生のキャリア意

識を育成するための支援を行っている。 

一般就職や公務員を希望する学生の就職支援はキャリアセンター本室（大学校舎内）に

おいて、教職や保育士を希望するこども学科の学生の就職支援は、短期大学部内に設置す

るキャリアセンター分室（こども学科専用）で行っている。 

キャリアセンター本室には、室内に 4 台のパソコンを設置しており、インターネットを

通じていつでも自由に就職情報や会社情報を収集できるように整備するとともに、DVD に

よる会社情報の閲覧もできるように環境を整えている。公務員を希望する学生に対しては、

公務員試験対策講座を開設して対応している。 

また、分室では、2 名の職員によって公立・私立の幼稚園や保育所の雇用環境について

の情報や採用試験情報などの収集・分析が行われ、教師・保育士への就職相談ができる体

制を整えている。 

 なお、平成 21 年度には短期大学部内に新たにキャリア支援室を設置し、参考書（226

冊）、パソコン（3 台）、コピー機（1 台）を整備し、22 年度からは同室に職員を常駐さ

せ、特にビジネスライフ学科の学生の就職や進学等について、いつでも身近に相談できる

ようにした。 

短期大学は 2 年間という短い修学期間のなかでキャリア意識を向上させて、適職選択、

就職決定へと繋げなければならないので、入学時から計画的に支援活動を遂行するように

努めている。ビジネスライフ学科では「入学前教育」のプログラムに「就職をすること」

という講話を組み入れて、キャリア意識をもって入学するよう促している。入学後には一

般常識テストを実施し、「キャリアデザイン」や「基礎ゼミ」等の授業科目においてその

結果を就職指導の参考資料として活用している。 

 一般企業への就職はビジネス領域の多様さも関わり、様々な志望を抱いて入学する学生

の個々に適した将来設計のプランを作ることは極めて難しい。ビジネスライフ学科ではカ

リキュラムの中核に「キャリアデザイン」の授業を置き、５つの専門フィールドと図書館

司書課程を通じて自らの進路を探す教育課程の編成に努めている。1 年次の 10 月中旬に

は「就職活動スタートセミナー」を実施し、企業の採用担当者から企業情報、採用情報に

ついての講話、2 年次生の就職内定学生から具体的な就職活動についての経験談を聞き、

就職活動のスタートを切る機会を設定している。 

 こども学科の「入学前教育」では教師・保育士として採用されるまでの 2 年間の道筋を

示し、入学後は早々に基礎学力テストを行って、教師・保育士に必要な教養を幅広く身に

つけることの重要性を意識させている。その後は個別相談を随時行って、保育実習・教育

実習と連携させながら卒業後の進路を描かせている。 

 10 月中旬に行われる「就職活動スタートセミナー」では、幼稚園の園長の講話や幼稚

園・保育所・小学校で活躍している卒業生から就職が決定するに至るまでの体験談を聞く

機会をつくり、就職への意識高揚に努めている。その頃になると学生は居住地近辺の幼稚

園や保育所などに足を運んで観察したり、採用試験の過去問題を確認したりする姿が見ら

れるようになってくる。学生のそのような変容をとらえて、公立保育所・公立幼稚園の試
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験対策講座や論作文講座などを開催して支援の強化に努めている。 

2 年次になると、教育委員会の担当者による小学校教員採用に関する説明会の開催、模

擬試験や願書の書き方の指導など、採用試験の実際に関わる指導の機会が適宜設けられる。

幼稚園・保育所などの求人情報の入手、受験の手続き、必要書類の申請等についても必要

に応じてきめ細かい対応に努め、採用試験では面接の比重が高いことを踏まえて、模擬面

接による指導に時間をかけている。なお、学生には職場になじむことができないことを理

由に退職を安易に選択せず、もし勤務上の悩みが生じた場合には早期にキャリアセンター

に一報を入れて相談するように指導している。 

ビジネスライフ学科の就職支援については、以下のような年間計画に沿って教職員が連

携を取りながら実施し、専門的なプログラムには学外の適任者を招いて支援を行っている。 

 

学年 時期 
学内での支援および 

就職活動の流れ 
内  容 

1  

年  

次 

4 月 
就職ガイダンス 入学時から卒業後の進路を考える 

就職常識テスト 入学時 

前期 キャリアデザインⅠ 

必修授業 

キャリアプランニングとは何か 

社会・企業とのかかわり 

自己分析・職業観など 

6 月 個人面談 
入学時の学力検査の結果を踏まえ、ゼミの教員と

面談しながら在学中の計画を立てる 

後期 

キャリアデザインⅡ 

必修授業 

キャリアプラン・自己分析 

履歴書の書き方指導 

就職心得と面接マナー 

グループディスカッションなど 

総合ビジネス教養 基礎学力向上と採用試験に向けてＳＰＩの対策 

10 月 

就職活動スタートセ

ミナー 

企業人事担当者の講話 

内定学生の体験発表など 

進路登録カードの提

出 
在学生全員 

11 月 個人面談 
ゼミ教員およびキャリアセンター職員による学生

個人の進路に合わせた指導 

12 月 
各種就職サイトグラ

ンドオープン 
各種就職サイトエントリー開始 

1 月 

中旬 

採用直結会社説明会

スタート 
順次参加 

2 月 
採用試験スタート

（内定決定まで） 

書類選考・筆記試験 

面接・身体検査など    
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就職模擬検査 
就職能力試験・就職常識試験 

就職適性診断 他 

就職対策講座 
履歴書・エントリーシートの書き方 

面接練習など 

学内会社説明会 企業人事担当者との面談 

２
年
次 

4 月 
就職活動指導・適職

指導 
 

前期 キャリアデザインⅢ 

選択科目 

前半は面接練習を中心に、後半は社会人になるう

えの心構えなど 

以降 

随時 

個人面談 ゼミ教員およびキャリアセンター職員による面談 

内定 内定報告書の提出 

結果報告 受験報告書の提出 

 

 上記のプログラムのほかにも、授業科目やゼミのなかで就職の現況や企業について情報

を適宜提供し、学生のニーズに応じたガイダンスを実施している。 

就職（進路）に関して実施してきた様ざまな支援の評価を確認するために、平成 21 年

度から卒業直前の学生にアンケート調査を実施し、その回答の結果を次年度の計画に活か

すように努めることにした。23 年度の結果は下表のとおりである。 

 

実施時期 内  容 評価および割合(%) 

1 年 4 月 入学時学力試験 役立った(19.5%) 普通(70.7%)  
役立たなかった( 9.8%) 

1 年 前期 キャリアデザインⅠ 役立った(63.5%) 普通(35.3%)  
役立たなかった( 1.2%) 

1 年 後期 キャリアデザインⅡ 役立った(63.1%) 普通(35.7%)  
役立たなかった( 1.2%) 

1 年 10 月 就職活動スタートセミナー 役立った(45.9%) 普通(49.6%)  
役立たなかった( 4.5%) 

1 年 秋 自己分析・表現力 UP セミナー 役立った(65.4%) 普通(34.6%)  
役立たなかった( 0.0%) 

1 年 秋 就職サイトの使い方＆エントリー会 役立った(43.6%) 普通(52.6%)  
役立たなかった( 3.8%) 

1 年 
秋～冬 リクルートメイク講習 役立った(73.1%) 普通(26.9%)  

役立たなかった( 0.0%) 

1 年 2 月 学内会社説明会 役立った(44.4%) 普通(51.9%)  
役立たなかった( 3.7%) 

1 年 2 月 SPI 対策講座 役立った(40.0%) 普通(54.3%)  
役立たなかった( 5.7%) 

1 年 2 月 面接練習・自己表現・履歴書・エント
リーシートの書き方講座 

役立った(59.7%) 普通(38.9%)  
役立たなかった( 1.4%) 
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2 年 前期 キャリアデザインⅢ 役立った(58.2%) 普通(39.5%)  
役立たなかった( 2.3%) 

2 年 前期 学内会社説明会 役立った(52.6%) 普通(43.9%)  
役立たなかった( 3.5%) 

在学中 キャリア支援員（キャリア支援室）に
よる面談 

役立った(67.6%) 普通(28.2%)  
役立たなかった( 4.2%) 

在学中 ゼミ教員による面談・相談 役立った(54.3%) 普通(43.2%)  
役立たなかった( 2.5%) 

在学中 キャリアセンター職員による各支援 
（求人斡旋・相談・書類作成 等） 

役立った(62.5%) 普通(36.1%)  
役立たなかった( 1.4%) 

在学中 FP 検定試験講座 役立った(52.9%) 普通(47.1%)  
役立たなかった( 0.0%) 

在学中 秘書技能検定 準１級面接練習 役立った(100.0%) 普通( 0.0%)  
役立たなかった( 0.0%) 

在学中 簿記検定試験講座 役立った(83.3%) 普通(16.7%)  
役立たなかった( 0.0%) 

在学中 ビジネス文書検定講座 役立った(100.0%) 普通( 0.0%)  
役立たなかった( 0.0%) 

 

このアンケート結果によると、１年次における就職支援（「入学時の学力試験」から

「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」「就職試験スタートセミナー」「学内会社説明会」「エント

リーシートの書き方」等に至るまで）の評価は、「役に立った」「普通」という評価が

90％を超えている。就職支援は学生のニーズに添って行われていると判断したい。 

2 年次の就職支援においても、それぞれの支援活動が 90％以上の評価を得ている。下記

の自由記述による回答を見ると、「キャリアデザイン」の授業とキャリアセンターの職員

の親身な支援に学生は感謝しているようである。それにしても、就職状況を好転させなけ

ればならないので、全力を挙げて学生の期待に応えていきたい。 

学生が高く評価する点は、以下のとおりである。 

 

●●●●キャリアデザインキャリアデザインキャリアデザインキャリアデザイン    

・キャリアデザインの授業（9） 

・キャリアデザインは苦手な授業だったけれども役立つことを学べた 

・キャリアデザインの先生の発言や相談（2） 

・毎回のグループディスカッションの練習が対策になった 

●キャリアセンター職員および教員の支援●キャリアセンター職員および教員の支援●キャリアセンター職員および教員の支援●キャリアセンター職員および教員の支援    

・キャリアセンターおよびキャリア支援室での面談や支援（18） 

・キャリア支援室の環境や先生が話しやすくて相談しやすかった（14） 

・ゼミ教員による面談（2） 

・進路以外にもいろいろと相談することができて良かった 

●ガイダンス等●ガイダンス等●ガイダンス等●ガイダンス等    

・履歴書の書き方を詳しく教えてもらえて良かった（2） 

・就職試験直前の各ガイダンス 
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・学内会社説明会（3） 

・SPI 対策講座（2） 

・自己分析・表現力 UP セミナーは少人数でより深く出来て良かった 

・リクルートメイク講習（2） 

●その他●その他●その他●その他    

・全体をとおして、いろいろな先生方や支援員の方に相談の乗っていただけたの

が、とても心強かった（2） 

・定期的に就職活動を意識させるような内容があったのは良い 

・知らないことを知ることができた    

 

在学中にしてほしかった就職(進路)支援については、以下のような回答があった。もっ

ともと思われる指摘があるので、検討して対応に努めたい。 

 

・就職支援は必要ないと感じる。短大は大人なので、自分の就職先やこれからの事

は自分で選択して決めれば良いと思う 

・長期間の就職試験対策 

・もっと SPI 対策を増やすと良い 

・業種、職種の紹介 ◆キャリアデザインⅠの授業で対応済み◆ 

・作文の見直しをしてほしかった 

・公務員用の面接練習を増やしてほしい  ◆公務員試験対策講座で対応済み◆ 

・千葉、東京以外の就職を希望している人対象のガイダンス 

・千葉市以南地域の就職支援 

・面接練習を増やしてほしい（2） 

・学内会社説明会をもっとしてほしい 

・SPI の授業 ◆総合ビジネス教養で対応済み◆ 

 

以上とは別に、就職（進路）支援について以下のような指摘がある。 

 

・キャリアセンター職員やゼミの先生にたくさん話を聞いてもらえました。その温

かいご支援が内定につながったのだと思います。本当にありがとうございました。 

・各地域のハローワークとも連携した地元就職者用の指導が欲しかった 

◆ハローワークと共同で求人紹介のセミナー開催で対応済み◆ 

・各講座やセミナーが授業や資格講座と時間が重ならないようにしてほしい 

・もっと求人が欲しい 

・自己分析のセミナーはもっとたくさんしても良いと思う 

・キャリア支援室の混雑改善をお願いしたい。一層強化していただきたい。 

 

一方、こども学科の就職支援は、次のような年間計画に沿って行っている。 
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月 プログラム 内容 

１ 年 次１ 年 次１ 年 次１ 年 次 生生生生    

4 月 
進路ガイダンス 
（２ヵ年の方針・ガイドブック配布） 
個別試験 

就職の状況、進路決定、２年間の就
職対策について 
個別学力試験 

5 月 個別面談 相談教員との面談 

6 月 
第１回就職セミナー 
（小学校希望者） 

採用試験の内容について 
計画的な勉強の仕方 

7 月 
第２回就職セミナー 
（幼稚園・保育所等希望者） 
マナー講座 

公立および私立の受験対策について 
社会人としての一般常識・マナーに
ついて 

10 月 
就職活動スタートセミナー 
（先輩の声・園長先生等採用者による講
演） 

具体的な採用の条件と試験の実際 
各職場で活躍する先輩からのアドバ
イス 

11 月 公立受験対策講座（～12 月） 一般教養・作文の指導 

12 月 作文指導 業者による作文添削指導 

1 月 

小論文対策講座 
採用試験対策特別講座 
（教員採用試験・保育士採用試験・私立
受験） 

具体的な進路に向けて 
小学校・公立幼稚園・公立保育所 
私立幼稚園・私立保育所 

２ 年 次２ 年 次２ 年 次２ 年 次 生生生生    

4 月 

第１回就職ガイダンス 
（進路に応じた就職の取り組み） 
就職個人面接 
教育委員会担当者による講演 

２年次生になっての具体的な就職活
動とその対策について 
相談教員との面談 
千葉県の教員採用試験について 

5 月 
第１回就職セミナー（幼稚園・保育所） 
個人指導（願書の書き方） 
模擬試験（小学校・幼稚園・保育所） 

進路の決定・進路一覧の作成 
小学校・公立幼稚園・保育所・施設
等の願書の書き方指導 
業者による模擬試験（希望者） 

6 月 個人指導（採用試験面接指導）  

7 月 

第２回就職セミナー（幼稚園・保育所） 
（面接指導・求人票の見方・夏休み中の
情報）  
各種講座の紹介 

求人情報の入手、受験の手続き・方
法等について 

8 月 個人指導（採用試験面接実技指導）  

10 月 
第３回就職セミナー（幼稚園・保育所） 
進路希望調査・個別指導 

教育実習後の進路調査 
面接・実技 

11 月 
受験対策指導 
個別指導 

提出書類記載・面接・実技指導 

12 月 求人情報・個別指導 提出書類記載・面接・実技指導 

1 月 就職内定調査・求人情報・個別指導 提出書類記載・面接・実技指導 

2 月 
第２回就職ガイダンス（最終進路調査） 
個別指導 

進路一覧作成 
卒業後の就職連絡の有無 

3 月 個別指導  
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1 年次の 7 月に実施するマナー講座では、幼稚園園長などから教育実習生に求められる

マナーや保護者に好印象をもたれるマナー等について講話がある。公立受験対策講座（11

月以降）では一般教養の問題に立ち向かうために広く知識を養うための勉強法を、また採

用試験対策特別講座（1 月）では筆記試験に向けての勉強法を、そして作文指導（12 月）

と小論文対策講座（1 月）では自分の意見を論理的に記述するための指導を行っている。 

上表に掲げられたプログラムとは別に、授業科目として「教育学演習」「社会科教育演

習」「指導要領・教育要領演習」「論文演習」「理科総合演習」が開設され、受験対策を

兼ねながら教養を広げる機会として活かされている。 

ビジネスライフ学科では、平成 13 年度から職業観や就職観を養うために「インターン

シップ」を選択科目として開講した。企業などで行う就業体験は、仕事や企業に対する理

解を深めさせるとともに実社会への対応力を身に付けさせ、キャリアデザインを明確にす

るうえで非常に大きな意味をもっている。インターンシップ体験に赴く前には、エントリ

ーシートの書き方や企業調査、ビジネスマナー、グループディスカッションについての指

導を行い、実施後には報告書を作成させて実習報告会や座談会を開催するなど、その貴重

な体験を就職活動に活かすようにさせている。 

平成 23 年度のインターンシップでは、35 名の学生が以下の 23 の企業と団体で実習を

行った。 

 

平成 23 年度インターシップ先 

千葉県庁 （財）千葉県産業振興センター 

銚子市役所 千葉県がんセンター 

トヨタカローラ千葉㈱ 千葉経済大学総合図書館 

㈱千葉ロッテマリーンズ 四街道市立図書館 

東葉高速鉄道㈱ 千葉県立中央図書館 

千葉県信用保証協会 我孫子市民図書館 アビスタ本館 

（財）ちば県民保健予防財団 市原市立中央図書館 

ちば興銀コンピュータソフト㈱ ㈱ハミルトン 

㈱JTB 法人東京 JFE スチール㈱ 

㈱幕張メッセ 現代産業科学館 

NPO 法人 千葉自然学校 米屋㈱ 

㈱三省堂書店  

 

過去 3 年間のインターンシップ参加者数は、平成 21 年度 36 名、22 年度 17 名、23 年度

35 名で、24 年度は 51 名が希望している。 

インターシップを終えて書かれた報告書の中から、学生の意識の変容についての記述を

次に掲げる。 

 

・アパレル関係は華やかなイメージですが、実際は肉体労働も多くて大変な仕事である

ことを知った。 

・相手のことを考えて動くことの大切さや笑顔で接することで相手も変わることを感じ 
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た。 

・挨拶できるようになり、気持ちが前向きになり、仕事にも積極的になれた。 

・自分の長所･短所を知ることができ、長所をさらに伸ばし短所は改善しようと思った。 

・就活に対するモチベーションが高まり、セミナーなどに積極的に参加しようと思う。 

・これまでテレビ欄しか見なかったのが、経済欄も読むようになった。 

・社会人になってもやっぱり勉強は続けなければならないことを知りました。 

・障害者サービスを実際に体験する機会があり、障害者サービスの大切さを実習できた

ことは大きな収穫でした。 

・就活時の競争相手は四大生であることを再認識しました。 

・インターンシップをとおして、何か地域に貢献できるような仕事に就きたいという思

いが芽生えてきたことは収穫でした。 

・初対面の人たちにも、少しずつ自分の意見を言えるようになったのは成果であり、貴

重な体験でした。 

･「形から入る」というスーツ着用はよいと思います。 

・敬語・マナー・コミュニケーション能力・そしてパソコンや文書の書き方などの必要

性を実感した。 

・接客や裏の仕事など、いろいろな場面に接して勉強になった。 

 

この就業体験はアルバイトと大きく異なって、一つの仕事を遂行する背後に働いている

「プロとしての意識」を学生に実感させる。インターンシップに参加するにあたって、あ

る学生は「何度か事前に会社を見学に行って、職場の雰囲気やどのような服装で勤務して

いるか確かめた」と語る。WEB ページで会社の状況をいろいろと調べて出向いたとも述べ

る学生もいる。このような心構えをもって臨むことになる就業体験である。 

 受け入れ先の都合で 4 日から 7 日という短い期間に限られるが、会社を外側から見てい

たこれまでの立場から内側に入ってお客様と接する立場に変わることで、表から見えてい

たのとは異なる別の流れがあることを肌で知り、大学での勉学に臨む姿勢が根底から変わ

ってくる。インターンシップのかけがえのない意義がここにある。 

こども学科の教育実習・保育実習は、ビジネスライフ学科のインターンシップと同じ意

義をもつ、教員養成・保育士養成の核となる体験学習の機会である。同学科の教育実習は

小学校と幼稚園に分かれて 2 年次の 9 月に 4 週間の日程で実施され、平成 23 年度の実習

校は小学校 8 校、幼稚園 121 園である。一方の保育実習は保育所と施設において２週間の

単位で実施され、時期は 1 年次の 2 月、3 月と 2 年次の 6 月の 3 回で、23 年度の卒業生の

実習先は 2 月は保育所 118 園、3 月は施設 77 園、6 月は保育所 78 園、施設 28 園であった。

学生は大学での座学と実習での体験を重ねながら教育や保育についての理解を深め、教育

者、保育者としての意識を高めている。 

教育･保育実習の体験は、実習記録集『ひろはら』にまとめられ、実習後指導の総括を

行う役割を果たしている。「教育実習記録集『ひろはら』を核とした教員養成」は平成

17 年度の特色ある大学教育支援プログラムに採択され、同記録集に関わる教育活動はそ

の意義が認められた。実習を終えた学生に対しては毎年度意識調査を行い、その結果は

『ひろはら』に収録されて公表されている。 
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「意識調査」の内容は、小学校・幼稚園・保育所の実習生で若干の表現は異なるが、次

の 8 項目で行われている。 

 

（１） あなたは教育実習（保育実習）にどのような心構えで臨みましたか。そのために

どのような準備をしましたか。 

（２） 教育実習（保育実習）を終えた今、就職に対する志望は次のいずれにあたります

か。また、その理由は何ですか。 

    Ａ どうしても教職（保育職）に就きたい。 

Ｂ 教職（保育職）に就きたいが、場合によっては他の職業でよい。 

Ｃ 教職（保育職）でも他の職業でもどちらでもよい。 

Ｄ 教職（保育職）以外の職業に就きたい。 

（３） 教育実習（保育実習）を終えた今、子どもの見方はどう変わりましたか。 

（４） 教育実習（保育実習）を終えた今、教師（保育士）に対する考え方はどう変わり

ましたか。 

（５） 実習前に大学において指導してほしかったことはどんなことですか。 

（６） 教育実習（保育実習）を終えて、どんな問題を感じましたか。 

（７） 実習後、どんなことを研究していきたいと考えていますか。 

（８） 教育実習（保育実習）を終えて印象に残ったこと、感じたこと、いろいろとある

と思います。思いのままに書き綴ってください。 

 

上記（２）項に対する直近 3 年間の回答結果を以下に示す。 

(A～D %) 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

小 幼 保 小 幼 保 小 幼 保 

A どうしても教職に就きたい 78.6 42.3 33.0 63.6 46.2 33.6 93.4 37.2 31.2 

B 教職に就きたいが、場合に

よっては他の職業でよい 16.7 40.0 41.0 27.3 28.6 39.1 3.3 35.8 44.5 

C 教職でも他の職業でもどち

らでもよい 4.7 9.2 15.0 9.1 19.3 21.9 3.3 22.6 19.5 

D 教職以外の職業に就きたい  0.0 8.5 11.0 0.0 5.9 5.4 0% 4.4 4.8 

実習生総数 42 130 91 33 119 128 30 137 126 

 

実習を経験して「どうしても教職に就きたい」と考える学生は、小学校実習者には圧倒

的に多いが、保育所実習者は 30％台に留まっている。保育所での保育士の仕事を目の当

りにして、その大変さを痛感してのことであるかもしれない。A・B 合わせての数値を見

ると、やはり小学校実習者の思いはもっとも強く 90%台に達しているが、幼稚園・保育所

実習者は 70％台に留まっている。それでも幼稚園教諭・保育士を目ざす思いは捨てきっ

ていないようである。そのことは、卒業後の就職状況から明らかである。 

なお、幼稚園実習者について見ると、上記の数値は平成 21 年度には 82％を示している

が、23 年度には 73％まで落ちている。この数値は単年度の特有のものであるのか、それ

とも幼保一体化で総合こども園が設置される動きの影響で、状況を見守りたい。 
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 教育実習で学生が何を学んでくるかは、資質を磨く基礎教育が充実して行われているか

どうかでかなり左右される。本学科は実地に学ぶ力を身につけさせて実習に臨ませ、実習

後にはその実践力をどのように磨いていくかに力を注いでいる。教育実習を核に置いた教

員養成が本学科のモットーである。 

平成 23 年度に実習を行った学生が意識調査のなかで書き記す、実習体験をとおして学

んだことを以下に列挙する。 

 

・教師はその子にしかないものを活かすことが役割と感じた。 

・悪さをする子どもであっても、根本は素直でまじめな部分をたくさんもっていること

を知った。 

・勉強のできる子どもでも意外と知らない知識もあって、一概に判断できないと感じ

た。 

・子どもに伝えたくても伝えきれない、自分の言語力の低さを知った。 

・たくさんの子どもが輝くことのできる指導をしたい。 

・子どもたちからの言葉に助けられ、嬉しい言葉ももらった。 

・クラス全員で一つのものを作り上げる喜びを感じた。 

・昨日できたことでも今日できるとは限らない。毎日の変化を見ることができた。 

・思ったことをすぐに口にしたり行動したりするところに純真さを感じた。 

・子どもの発想が豊かだったので、さらに多くの幼児の考えを聞きたいと思った。 

・降園後も電話で子どもの健康状態に気を配っている教師の姿があった。 

・間違えることを恐れずに積極的に指導することの重要性を知った。 

・職員室でも子どもの成長を喜ぶ先生たちから、本当に子どもを思う気持ちが伝わって

きた。 

・子どもが今どう思っているのかを考え、保育者の目線で接するようになった。 

・子どもと誠実に向き合い、自分の思いをしっかり伝えれば、子どもは理解してくれる

ことを知った。 

 

実習で感じ取ったこのような思いをもちつづけてその資質をのばし、教育・保育の仕事

に突き進むことを期待したい。実習記録集を「ひろはら」と銘打ったのは、教育・保育の

はてしない「ひろはら」に学生が第一歩を踏み入れた足跡が記録されていると認識しての

ことである。 

ビジネスライフ学科では資格取得に力を入れている。授業科目で資格取得を目標として

いるのは簿記検定、秘書技能検定、ビジネス文書検定、日商 PC 検定、ファイナンシャ

ル・プランニング技能士検定、ファッションビジネス能力検定、ファッション色彩能力検

定、ファッション販売能力検定の 8 検定である。そのうち簿記検定、ビジネス文書検定、

ファイナンシャル・プランニング技能士検定については、特別講座も開設して検定合格に

備え、資格取得数は増加している。 

就職試験対策としては、履歴書・エントリーシートの書き方講座・公務員試験対策講座

を設け、「総合ビジネス教養」の授業では「SPI 試験対策」を意識した指導を組み入れて

いる。平成 22 年度から資格取得奨励金制度を設けて、高度の資格取得に積極的に取り組
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むことを奨励している。同制度の概要は次のとおりである。 

 

 

    
千葉経済大学短期大学部千葉経済大学短期大学部千葉経済大学短期大学部千葉経済大学短期大学部    資格取得奨励金に関する定め資格取得奨励金に関する定め資格取得奨励金に関する定め資格取得奨励金に関する定め    

 
本学学生の資格等の取得を奨励するため、本学が定める資格等に対して、在学中に受験

し取得した場合は、下記のとおり奨励金を支給する。 
（１） 受験料 

受験に要した受験料 � 全額 
（２） 資格取得奨励金 

原則として、取得した資格に応じて、Ａ・Ｂ・Ｃの３ランクに分けて支給する。 
Ａランク �� ５万円 
Ｂランク �� ３万円 
Ｃランク �� １万円 

 
対象資格等 

資格等名 Ａランク Ｂランク Ｃランク 備考 

国家公務員採用試験 Ⅱ種    

地方公務員採用試験 
(都道府県及び政令指定都市） 

 
中級 

資格免許
職 

初級 
 

 
(小学校教諭) 

地方公務員採用試験 
（上記以外） 

 
 
 

中級 
資格免許

職 

(一般市町村職
員) 
(幼稚園教諭・
保育士) 

簿記検定（日商） １級 ２級   
秘書技能検定 １級 準１級 ２級  
ビジネス文書検定 １級 ２級   
日商ＰＣ検定（文書）  1 級 ２級  
日商ＰＣ検定（データ）  1 級 ２級  
販売士（日商） １級 ２級 ３級  
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能士 １級 ２級 ３級  
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定  1 級 ２級  
ﾌｧｯｼｮﾝ色彩能力検定  1 級 ２級  
ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定  1 級 ２級  
日本漢字能力検定 １級 準１級   
ＴＯＥＩＣ ７３０～ ６００～ ４７０～  
実用英語技能検定 １級 準１級 ２級  

ＩＴﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験   ○ 
旧初級システム
アドミニストレ
ータ 

ｼｽｺ技術者認定試験 
（ＣＣＮＡ） 

 ○   

【SJP-S】sun 認定 
JAVA ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ試験 

 ○   

 

 

平成 21 年度以降の公務員合格者数と資格試験の合格者数は次表のとおりである。なお、

資格取得奨励金の対象資格は網掛けで示している。 
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資格等名 級 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

国家公務員採用試験 Ⅱ種 0 0 0 

地方公務員試験 

中級 0 0 0 
資 格 免 許
職 

小学校 
幼稚園 
保育所 

 
2 
0 
8 

 
1 
1 
0 

 
2 
0 
6 

初級 0 2 0 

簿記検定（日商） 
１級 0 0 0 
２級 0 4 1 
３級 8 3 9 

秘書技能検定 

１級 0 0 0 
準１級 1 2 4 
２級 33 26 31 
３級 75 63 43 

ビジネス文書検定 
１級 0 0 0 
２級 2 3 3 
３級 0 0 2 

日商 PC 検定 
（文書作成） 

１級 0 0 0 
２級 5 7 4 
３級 32 10 26 

日商 PC 検定 
（データ作成） 

１級 0 0 0 
２級 3 0 2 
３級 6 3 5 

販売士（日商） 
１級 0 0 0 
２級 0 0 0 
３級 0 0 0 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技
能士 

１級 0 0 0 
２級 1 2 0 
３級 7 8 5 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定 
１級 0 0 0 
２級 4 7 1 
３級 21 18 5 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩能力検定 
１級 0 0 0 
２級 3 1 7 
３級 17 3 15 

ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定 
１級 0 0 0 
２級 6 5 3 
３級 20 22 9 

日本漢字能力検定 
１級 0 0 0 
準１級 0 0 0 

ＴＯＥＩＣ 
７３０～ 0 0 0 
６００～ 0 0 0 
４７０～ 0 0 0 

実用英語技能検定 
１級 0 0 0 
準１級 0 0 0 
２級 0 0 0 

ＩＴﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験  0 1 0 
ｼ ｽ ｺ技術者認定試験
(CCNA) 

 0 0 0 

【SJP-S】sun 認定 
JAVA ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ試験 

 0 0 0 

ﾘﾄﾐｯｸ 
１級 34 59 65 
２級 52 13 8 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ  49 34 62 
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上表の最下段にあるように、こども学科では小学校・幼稚園・保育士の資格取得のほか

に、「リトミックⅠ・Ⅱ」の単位取得によってリミック指導資格 2 級・1 級が取得できる。

また、「レクリエーション概論」「レクリエーション実技」の単位取得によって、レクリ

エーション・インストラクターの資格取得ができ、かなりの数の卒業生が取得した資格を

就職後に活かしている。上表にはないが、児童指導員・社会福祉主事の任用資格も指定さ

れた科目の履修によって、その道が開かれていく。 

司書課程を履修して図書館司書資格を取得した学生数は、次のとおりである。 

 

 ビジネスライフ学科 こども学科 合計 

平成 21 年度 19 1 20 

平成 22 年度 16 6 22 

平成 23 年度 24 3 27 

 

両学科の就職状況は下表のとおりである。 

 

【ビジネスライフ学科】 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

卒業者 
(a+b+c+d) 

161 100.0 144 100.0 128 100.0 147 100.0 111 100.0 

就職希望者 
(a+b) 

133 82.6 98 68.1 110 85.9 131 89.1 83 74.8 

内定者(a) 119 73.9 85 59.0 68 53.1 89 60.5 75 67.6 
未定者(b) 14 8.7 13 9.0 42 32.8 42 28.6 8 7.2 
進学者(c) 5 3.1 9 6.3 2 1.6 1 0.7 4 3.6 
その他(d) 23 14.3 37 25.7 16 12.5 15 10.2 24 21.6 

 

業種別就職状況は下記のとおりである。 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

農業・理業       
漁業       
鉱業・採石業・砂利採取業       
建設業 3 4.4 2 2.3   
製造業 8 11.7 10 11.2 6 8.0 
電気・ガス・熱供給・水道業 1 1.5   1 1.3 
情報通信業 1 1.5 1 1.1   
運輸・郵便業 2 2.9 2 2.2 3 4.0 
卸・小売業 24 35.3 32 36.0 23 30.6 
金融・保険業 4 5.9 2 2.2 5 6.7 
不動産・物品賃貸業 1 1.5 6 6.8 8 10.7 
学術研究・専門・技術サービス業   3 3.4 5 6.7 
宿泊・飲食サービス業 2 2.9   3 4.0 
生活関連サービス・娯楽業 7 10.3 7 7.9 3 4.0 
教育・学習支援業 3 4.4 1 1.1 2 2.7 
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医療・福祉 7 10.3 12 13.5 6 8.0 
複合サービス事業 1 1.5 2 2.2 1 1.3 
サービス業 4 5.9 8 9.0 6 8.0 
公務   1 1.1   
その他     3 4.0 

合計 68  89  75  

 

ビジネス領域の職業選択に向けた指導は大変に難しい。職業意識をもって入学してくる

学生は極めて少ないので、1 年次前期の「キャリアデザイン」の授業では就職意識のモチ

ベーションを高めながら明確なデザインを描かせることを授業の主眼に置いている。  

近年、ビジネスの種類を企業名や業種、業態等によって区分することはきわめて難しく

なっており、学生に人気のある業種・業態も、従来の金融業特に銀行業から、流通、生活

関連サービス、医療福祉、接客業など多様化する傾向が見受けられる。この動向は今後も

変わることはないものかどうか慎重に見極め、学生の就職ニーズに即した就職支援を行っ

ていきたい。 

 

【こども学科】 

 平成 19 
年度 

平成 20 
年度 

平成 21 
年度 

平成 22 
年度 

平成 23 
年度 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

卒業者 
(a+b+c+d) 

195 100.0 193 100.0 174 100.0 176 100.0 182 100.0 

就  職 
希望者 
(a+b) 

169 86.7 173 89.6 162 93.1 155 88.1 159 87.4 

内定者(a) 166 85.1 172 89.1 162 93.1 155 88.1 153 84.1 
未定者(b) 3 1.5 1 0.5 0 0.0 0 0.0 6 3.3 
進学者(c) 12 6.2 4 2.1 3 1.7 6 3.4 12 6.6 
その他(d) 14 7.2 16 8.3 9 5.2 15 8.5 11 6.0 

 

業種別就職状況は下記のとおりである。 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

人数 
(人) 

割合 
(%) 

小 学 校 教 諭 （ 学 童 含
む） 

14 8.7 5 3.2 10 6.5 

幼稚園教諭 68 42.0 78 50.3 71 46.4 
保育士 60 37.0 48 31.0 44 28.8 
福祉 10 6.2 13 8.4 9 5.9 
事務職 0 0.0 3 1.9 8 5.2 
販売職 8 4.9 6 3.9 4 2.6 
その他 2 1.2 2 1.3 7 4.6 

合計 162  155  153  

 

こども学科の就職支援は、子どものことを学び、子どもに関わる仕事がしたいと思って

入学してきた学生たちの夢を叶えることである。保育士希望者に対しては、できる限り公
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立保育所勤務ができるように、市町村の採用試験情報や試験問題を公表して、多くの学生

がチャレンジして合格することを目途として各種対策講座を開講している。 

教育実習や保育実習を経験して「教員には向いていない、子どもと関わらない仕事のほ

うが合っている」と感じる学生が毎年出てくるので、教職以外の職種についてもひろく紹

介している。「子どもは好きだが保育することには向かない」と感じた学生には、子供服

の販売やおもちゃ、玩具関係の会社など、間接的に子どもと関わる仕事もあることを伝え、

数は少ないがその進路を選択する者もいる。 

実習を終えて「小学校教員として責任をもって職務を全うする自信がない」と感じる学

生には、学童保育の指導員の道を紹介し、その経験を重ねるなかで小学校教師を希望する

ことになれば、その時点で教員採用試験に挑戦するように指導している。幼稚園、保育所

の仕事に不安感を抱く学生には、その補助的な仕事や延長保育の仕事を紹介している。 

編入学については入学時のガイダンスで説明し、さらに 9 月と 12 月にもガイダンスを

実施し、希望者には各大学の特徴や入試内容（指定校推薦も含む）を伝えて支援している。

千葉経済大学への編入学については 1 年次の 3 月に志望者の学内選考を行い、学業に心配

のない学生には検定料と入学金を免除して編入学を認めている。編入学を希望する学生は

下記のように激減している。 

 

 平成 19

年度 

平成 20

年度 

平成 21

年度 

平成 22

年度 

平成 23

年度 

人数(人) 人数(人) 人数(人) 人数(人) 人数(人) 

千葉経済大学への特別編入 0 4 0 0 0 

千葉経済大学への一般編入 2 2 0 0 1 

他大学への編入 5 3 2 2 4 

 

(b)課題について 

 幼稚園教諭・保育士の就職は毎年度ほぼ 100％に達しているが、ビジネスライフ学科の

就職状況は芳しくないので、キャリアセンターの機能を強化するとともに、学科として真

剣に就職支援に取り組むこと。 

 

    

基準Ⅱ-B-5 入学者受入れの方針を受験生に対して明確に示している 

(a)現状について 

 学生募集要項には、「入学者受入れの方針」を示し、AO 入試、推薦入試、一般試験入

試の入試区分毎に、推薦受験、試験科目、選抜方法などを明示している。 

受験の問い合わせに対しては、入試広報センターが窓口となって適切かつ丁重に対応し

ている。センターの職員 7 名（短期大学部 3 名、大学 4 名）は、窓口での広報・入試業務

を行うとともに、高校訪問や進学相談会の要請に対応している。 

本学の入学者選考では、AO 入試、推薦入試（指定校・一般・特別）、一般試験入試が

実施されている。入学試験問題の作成、管理、採点にあたっては、文部科学省通知「入学

者選抜における出題・合否判定ミスの防止について」の徹底に努めている。面接試験につ

いては、試験のたびに「面接委員事前打合せ」を開催し、実施方法・評価のポイント・留
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意事項などについて確認を行うとともに、面接委員の意思統一を図り、公正かつ正確に実

施するように努めている。 

入学手続き者を対象に「入学前教育」を 12 月から 2 月にかけて 3 回実施している。そ

の目的は高校から短期大学への学習ならびに学園生活に関する移行を円滑にするととも

に、入学後の教育効果を高めることである。ビジネスライフ学科の入学前教育では①入

学までの期間の活用法（勉学や生活に関して）の講述、②本学での学習や生活のガイダ

ンス、③本学科の授業の体験的学習、④友人関係の構築を促すための機会の提供（自己

紹介や各種のゲーム）などを行い、こども学科では、①教員免許と保育士資格取得、就

職試験、②本学での学習の仕方、③キャンパスライフについての講述があり、文章作成

能力向上講座と教師・保育職のためのピアノ入門講座を実施している。 

 入学者に対するオリエンテーションは、毎年度、4 月初頭に実施し、教務部、学生部、

就職部の教員が中心となって担当し、履修方法、学生生活、就職活動などについて、入

学式を挟んで 3 日間にわたり詳細かつ具体的に説明している。同時期に両学科は「新入

生歓迎会」を開催し、入学者が学園生活に速やかに適応できる機会を提供している。 

 

 (b)課題について 

 入学前教育の重要性が増してきている状況に鑑み、高校生活から大学生活への橋渡しを

適切に行い、入学時から意欲的に勉学に励めるようにその教育の充実を図ること。 

 

 

基準Ⅱについての特記事項 

入学試験にあっては学業特待生の制度を設け、向学心のある入学生を優遇して在学中心

置きなく勉学に励ませるとともに、特待生と学ぶことで一般学生に向学心が芽生え、キャ

ンパスが活気づくように努めている。過去 3 年間の学業特待生数は以下のとおりである。 

入学後に各年度で学業成績が特に優れた学生には、その年度の授業料を半額返還する制

度もあって、過去 3 年間では下表の数の学生がこの栄に浴している。 

 

【入学試験時の学業特待生】 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

ビジネスライフ学科 2 1 2 

こども学科 4 1 9 

合  計 6 2 11 

 

【入学後の学業成績が特に優れていることによる学業特待生】 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

ビジネスライフ 

学科 

1 年次生 2 2 2 

2 年次生 2 2 2 

こども学科 1 年次生 4 4 5 

2 年次生 4 4 4 

合  計 12 12 13 
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基準Ⅲ 教育資源と財的資源 

(a)基準Ⅲの要約 

人的資源としての教員組織は「教育課程編成・実施の方針」に沿って構成され、専任教

員は短期大学設置基準の示す必要数を超えて配置し、両学科の専門教育を担っている。専

任教員の採用･昇任は「教員資格審査規程」に基づいて厳格な審査にて決定し、教員の研究

活動はホームページで公表するとともに、様ざまな規程を整備して研究助成に努めている。

FD 活動としては、教育力をみがくために授業事例研究会と相互授業参観を恒例化している。 

事務局組織は大学・短大を統合した組織に改組し、学務課以外は一本化してその効率化

と合理化を図り、事務職員は SD 活動の機会を活用して研鑽に努めている。教職員の就業に

関する規程は「千葉経済大学短期大学部規程集」に整備して周知され、規程に則った勤務

に従事している。 

物的資源としての校地・校舎面積はいずれも短期大学設置基準を十分に満たしており、

運動場・体育館・講義室・演習室・実習室・図書館等の学習環境も「教育課程編成・実施

の方針」に基づいて適切に整備されている。コンピュータシステムも十分に整備され、セ

キュリティ対策に万全を期している。火災・地震・防犯対策は定期的に点検、訓練を行い

安全・安心に努めている。情報システム資源については、平成 16 年にコンピュータネッ

トワークの再構築を行い、光ケーブルで連結して高速化（1 ギガ）を実現するとともに、

プロバイダーへのネットワークも高速化を図って利便性を大幅に向上させている。 

財的資源としては、短期大学部門の資金収支はやや減少しながらも黒字の状態で推移し、

消費収支もほぼ収支均衡の状態で推移している。教育研究費は帰属収入の 20%を超え、教

育研究用の施設設備及び学習資源についての資金配分も適切である。定員充足状況はビジ

ネスライフ学科で芳しくないので、その状況に相応した財務体質の維持に努めている。 

両学科の将来像については、社会や時代の要請を見据えながらそれぞれの学科の強みと

弱みを分析して、経営改善計画の策定に努めている。経営情報についてはホームページに

公開しており、教職員は学生確保の状況に接して危機意識を共有している。 

 

(b)行動計画について 

① ビジネスライフ学科の定員確保を実現すること。 

② 新耐震基準施行前に建築した校舎については、学園創立 80 周年、短期大学部創立 45

周年を機会として、新基準に適合するのみならず、時代のニーズに即応する建物として

建築する方向で検討すること。 

 

基準Ⅲ-A 人的資源 

(a)テーマの要約 

 本学の教員組織は両学科の「教育課程編成・実施の方針」に沿って構成され、専任教員

は短期大学設置基準の示す必要数を超えて配置し、各学科の専門教育を担っている。専任

教員で補えない科目等については、非常勤の適任者を採用して対応している。教員の採用･

昇任は「教員資格審査規程」に基づいて厳格に審査を行っている。 

 専任教員の研究活動はホームページで公表し、研究紀要は年 1 回刊行され、その論文は

国立情報学研究所電子図書館サービスのデータベースに登録して公開されている。教員の
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研究については、様ざまな規程を整備してその助成に努めている。FD 活動としては授業事

例研究会と相互授業参観を恒例化して教育力をみがき、事務局職員はパソコンを活用して

教員と連携を密にしながら、SD 活動の機会を活用して研鑽に努め学習支援を行っている。 

教職員の就業に関する規程は「千葉経済大学短期大学部規程集」に整備して周知され、

規程に則った勤務に従事している。 

 

(b)改善計画について 

① FD 推進委員会が中核となって、教育力をみがく機会の充実に努めること。 

② 専任教員の研究活動を促進するため、環境を整備するとともに諸規程の整備に努める

こと。 

③ 就業規則に則った人事管理の徹底に努めること。 

 

基準Ⅲ-A-1 学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教員組織を整備して

いる 

(a)現状について 

本学の教員組織は各学科の「教育課程編成・実施の方針」に基づいて編成されている。

ビジネスライフ学科ではエコノミクス・アカウンティング・ビジネスマネジメント・イン

ターネット・コンピュータマスターの 5 つの専門フィールドを中心とした教員組織となっ

ており、こども学科では小学校教諭・幼稚園教諭２種免許状、保育士資格を取得するため

の教員組織とし、教職課程認定基準、指定保育士養成施設の規程基準を満たした教員組織

となっている。 

短期大学設置基準に定める本学の学科の種類及び規模に応じる専任教員数(イ)はビジネ

スライフ学科 7 名、こども学科 11 名、また短期大学設置基準に定める短期大学部全体での

入学定員に応じる専任教員数(ロ)は 5 名で、全体で 23 名となるが、下表のようにビジネス

ライフ学科 12 名、こども学科 17 名、合計 29 名を配置し、短期大学設置基準に定める教員

を充足している。 

 

専任教員数                平成 24 年 5 月 1 日現在 （人） 

 

学 科 

 

 

専任教員数 

設置基準で定め

る教員数 

教 授 准教授 講 師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕 

ビジネスライフ学科 

 

こども科 

10 

 

7 

2 

 

8 

－ 

 

2 

－ 

 

－ 

12 

 

17 

7 

 

11 

｝5 

小 計 17 10 2 － 29 18 － 

〔ロ〕      － 5 

合 計 17 10 2 － 29 18 5 

 

教員の採用及び昇任については「教員資格審査規程」に基づいて資格審査を厳格に行っ
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ている。同規程の定める教授、准教授、講師及び助教の資格規程は下記のとおりで、短期

大学設置基準の規定を踏まえたものとなっている。  

 

１ 教授の資格は、原則として次の基準による。 

（1）大学教授の経歴を有する者 

（2）研究上、教育上顕著な業績があり、かつ満 7 年以上大学（短期大学を含む）准教

授の経歴を有する者 

（3）芸術及び体育については、権威ある演奏会、展覧会及び競技会等において、技能

優秀の評価を得た者で、特に優れた教授能力及び研究・教育業績があるもの 

（4）前各号と同等以上の学識経験を有すると認められる者 

２ 准教授の資格は、原則として次の基準による。 

（1）大学准教授の経歴を有する者 

（2）研究上、教育上の業績が優秀であって、かつ満 3 年以上大学（短期大学を含む）

専任講師の経歴を有する者 

（3）芸術及び体育については、権威ある演奏会、展覧会及び競技会等において、技能

優秀の評価を得た者で、教授能力及び研究・教育業績があるもの 

（4）前各号と同等以上の学識経験を有すると認められる者 

３ 専任講師の資格は、原則として次の基準による。 

（1）大学専任講師の経歴を有する者 

（2）研究上の業績が優秀であって、博士課程又は修士課程を修了した者 

（3）研究上の業績が優秀であって、満 3 年以上大学（短期大学を含む）助教の経歴を

有する者  

（4）芸術及び体育については、権威ある演奏会、展覧会及び競技会等において、技能

優秀の評価を得た者で、教授能力及び研究・教育業績があるもの 

（5）前各号と同等以上の学識経験を有すると認められる者 

４ 助教の資格は、原則として次の基準による。 

（1）修士課程を修了し、成績が優秀な者 

（2）芸術及び体育については、権威ある演奏会、展覧会及び競技会等において、技能

優秀の評価を得た者 

（3）前各号と同等以上の能力を有すると認められる者 

 

 両学科とも専任教員は主として専門分野に配置し、専任教員では対応できない科目には

非常勤教員を配置している。少人数のクラスで編成する実習、演習等は専任教員と非常勤

教員によって適切に対応できているので、補助教員は配置していない。例外として、こど

も学科の「子どもの食と栄養」については、調理の授業であるため、安全を期して非常勤

の実習助手を配置している。 

教員の採用は規程上では「学長が推薦」することとしているが、学長は学科長はじめ各

専門分野の教員と相談したうえで、最適と考えられる人材を候補者として推薦している。

採用にあたっては「教員資格審査規程」に基づいて主査 1 名、副査 2 名で構成する資格審

査委員会を設置して厳格に審査を行い、その審査報告を受けて学科会議、教授会で慎重に
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審議して決定している。 

    

(b)課題について 

 今後とも、学科の中心となる科目には専任教員を配置した体制で臨むこと。 

    

 

基準Ⅲ-A-2 専任教員は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教育研

究活動を行っている 

(a)現状について 

 専任教員の研究活動は下表のとおりである。 

 

平成 19 年度～23 年度 専任教員の研究実績表 

 

学科等

名 

 

氏名 

 

職名 

研究業績 国際的

活動の

有無 

社会

的活

動の

有無 

 

備考 著作

数 

論文

数 

学会

等発

表数 

その

他 

 

 

 

 

 

ビジネ

スライ

フ 

学科 

赤池 隆雄 教授 0 0 0 0  無  

井芹 康統 教授 0 4 4 2  有  

市岡 義章 教授 0 2 0 1  有  

小澤 慶和 教授 0 0 0 3  有  

澤村 孝夫 教授 0 3 0 0  有  

杉田あけみ 教授 3 11 4 2  有  

玉置 友一 教授 0 0 1 0  有  

中村 秀一 教授 0 0 0 0  有  

西川 篤志 教授 0 1 3 1  有  

柳浦  恭 教授 1 0 1 0  有  

江上 邦博 准教授 0 2 0 1  有  

齊藤 誠一 准教授 2 6 6 76 有 有  

 

 

 

 

 

 

 

こども 

学科 

大沼  徹 教授 0 0 0 1  有  

齋藤  朗 教授 0 0 0 0  有  

佐久間勝彦 教授 0 0 0 2  有  

高木  誠 教授 3 1 0 10  有  

三上 修二 教授 16 0 0 0  有  

中島千恵子 教授 6 2 9 38  有  

横山 洋子 教授 21 0 0 43  有  

磯村 陸子 准教授 3 1 3 0  有  

絹川 文仁 准教授 0 10 0 46 有 有  

柏木 恭典 准教授 2 16 4 5 有 有  

髙野  浩 准教授 1 4 1 1  有  
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千葉 弘明 准教授 2 2 2 1  有  

松田 清美 准教授 3 0 2 0  有  

三好 理夫 准教授 0 0 0 1  有  

吉村  香 准教授 4 2 3 9 有 有  

小倉 定枝 専任講師 1 1 1 0  有  

佐久間美羊 専任講師 0 2 1 2 有 有  

 

  特に事情のある一部の教員を除いて、研究活動は活発に行われている。専門とする分野

の特性によって著書、論文、学会発表等の数は異なるが、その成果は教科書や教育啓蒙雑

誌の執筆にも生かされ、学生の教育に役立てられている。社会的活動としても審議会委員 、

学会役員、研修会講師、ボランティア活動等での貢献が見られる。本学は職業や実生活に

必要な能力の育成を中心として教育を行う短期大学であるため、国際的な研究活動は活発

でないが、国際的な交流活動も今後は奨励していきたい。 

研究紀要『千葉経済大学短期大学部研究紀要』等に掲載された論文、研究ノートについ

ては、ホームページに掲載し公表している。研究活動や業績については年度末にその実績

の提出を全教員に求め、「研究業績書」を作成している。同業績書は外部から問い合わせ

がある場合に資料として活用している。 

 過去 5 ヶ年（平成 19 年度～23 年度）の専任教員の科学研究費補助金及び外部研究費等

の獲得状況は下記のとおりである。 

 

   外部研究資金の申請・採択状況(平成 19 年度～23 年度) (件数) 

外部資金調達先等 
19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

申請 採択 申請 採択 申請 採択 申請 採択 申請 採択 

科学研究費補助金 新規 1 

新規 0 

 

継続 1 

※1 

新規 2 

新規 1 

※2 

継続 1 

※1 

新規 1 

新規 0 

 

継続 2 

※1 

※2 

新規 1 

新規 0 

 

継続 1 

※2 

新規 1 

新規 0 

 

継続 1 

※2 

外部研究費等 0 0 0 0 0 0 新規 1 新規 1 0 継続 1 

合 計 1 １ 2 2 1 2 2 2 1 2 

 

科学研究費補助金内訳 

※1 

研究代表者 

平成 18 年度～21 年度 

研究者 杉田あけみ 

研究課題 ダイバーシティ・マネジメントの観点からみた企業に

おけるジェンダー平等戦略 

※2 

研究分担者 

平成 20 年度～24 年度 

研究者 齊藤誠一 

研究課題 地域社会の課題解決を支援する公共図書館のサービ

ス・研修モデルの構築に関する研究 

 ここ数年、科研費等の申請・採択は芳しくない。教育の比重が高まるなかで研究に割かれ
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る時間は限られざるをえないが、よりよい教育を目指す上で研究者の協力による規模の大

きい研究プロジェクトに参画することも意義深いので奨励していきたい。 

 専任教員の研究活動については、以下の諸規程に基づいて助成している。 

 

・千葉経済大学短期大学部研究助成費取扱規程 

・専任教員に対する研究活動助成について（内規） 

・千葉経済大学短期大学部学術図書刊行助成規程 

・千葉経済大学短期大学部在外研究員規程 

・千葉経済大学短期大学部在外研究員規程施行細則 

 

『千葉経済大学短期大学部紀要』は年 1 回発行し、同紀要に掲載された全ての論文等は、

国立情報学研究所(NII)電子図書館サービスのデータベースに登録して公開され、本学のホ

ームページからも同紀要が参照できるように公開されている。「学術図書刊行助成金規程」

により学術図書を刊行する場合は、1 件に付き 150 万円の範囲で毎年度原則 2 件に対し助

成する制度が設けられており、平成 19 年～23 年では下記 1 件が採択され、刊行されてい

る。 

学術図書刊行助成図書一覧 

年度 書名 著者 

平成 19 年度 離婚家庭の子どもの援助(同文書院刊) 柏木 恭典 

 

教員の研究室は 39 室あって総面積は 545.13 ㎡である。専任教員数は現在 29 名で 1 人

1 室を使用しているが研究室の広さは一様でないため、退職者があれば広い研究室への

移動を講じている。 

 

            研究室の室数及び広さ 

名  称 室数 面積㎡ 

１号館１号館１号館１号館 2222 階階階階                    

研究室 1 19.21 

研究室 4 計 47.07 

研究室 4 計 35.95 

研究室 1 10.97 

研究室 1 13.78 

研究室 1 13.27 

研究室 1 13.27 

研究室 1 12.72 

2222 号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟 1111 階階階階        

研究室 5 計 64.00 

研究室 1 25.58 

研究室 3 計 41.25 
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研究室 2 計 25.30 

2222 号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟 2222 階階階階        

研究室 1 33.24 

研究室 1 30.36 

研究室 1 21.75 

研究室 2 計 22.56 

研究室 8 計 89.28 

2222 号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟号館Ａ棟 3333 階階階階        

理科研究室 1 25.57 

合合合合    計計計計    39393939    545.1545.1545.1545.13333    

 

専任教員は 1 週のうち授業のために 2 日～3 日、会議日として 1 日をあてて勤務してお

り、それ以外は研究活動の時間として活用できるようになっている。なお、教員の「服務

上の心得」では会議日を含めて週 4 日以上出校し、授業は週 6 コマの担当が標準とされて

いる。 

 専任教員が外国で学術の研究、調査等を行うために学園から補助を受けて派遣される場

合は、在外研究となる。その際の待遇等については「千葉経済大学短期大学部在外研究員

規程」「千葉経済大学短期大学部在外研究員規程施行細則」に定められている。国際会議

に出席する場合は「服務規程」の出張伺いにより、学長の承認を得ることとなっている。 

 FD 活動は「千葉経済大学短期大学部 FD 推進委員会規程」に則って、FD 推進委員会が所

轄して行っている。授業事例研究会・授業相互参観・授業評価アンケート・満足度調査の

実施が主な活動で、全教員が教育力の組織的な向上に努めている。 

 専任教員は校務分掌として教務部会、学生部会、就職部会の三つの部会と入試広報委員

会などの九つの委員会のいづれかに所属し、事務局の学務課、キャリアセンター、入試広

報センター等の各部署と協力して、学生の学習成果を向上させる諸施策を遂行している。 

 

(b)課題について 

 専任教員の活動の力点は学生の教育に置かれているが、研究活動を促進するための環境

整備にも力を注ぐこと。 

 

 

基準Ⅲ-A-3 学習成果を向上させるための事務組織を整備している 

(a)現状について 

開学以来、大学、短期大学部は独立して事務組織を設置していたが、職務の遂行にあた

って効率化と合理化を図るため、平成 12 年に大学・短期大学部事務局に改組し事務の一体

化を図った。現在は、事務局長のもと、庶務課・大学学務課・短大学務課・キャリアセン

ター、入試広報センター、図書館課及び情報企画で構成され、それぞれの分掌は事務分掌

にまとめられ、各部署の責任体制は明確になっている。 

事務局の運営は下記の規程に基づいて、適切に行われている。 
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・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部事務組織規程 

・職員服務規程 

・学校法人千葉経済学園公印取扱規程 

・千葉経済学園・千葉経済大学附属高等学校文書取扱規程 

・千葉経済学園非常勤職員勤務規程 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部ＳＤ委員会規程 

 

全事務職員にパソコンを貸与し、メール、ファイルサーバの利用、グループウェア機能

等の事務合理化システム及び教務システム等の学生支援システムが利用可能となっている。

情報システムの外部からの不正アクセス対策としては、ファイアウォールを設けて対策を

講じて、ウイルス対策としてはクライアントにウイルス対策ソフトをインストールして対

処している。また、事務執行に必要な備品等については申請によって対応している。 

各教室・会議室・事務室等には火災探知装置が設置され、事故発生時には事務室内にあ

る火災受信機が受信するほか各所に消火器を設置し、防災施設の定期点検を年 2 回行って

いる。また、災害を想定した防災・避難訓練を学生、教職員対象に実施し、避難器具によ

る降下訓練等も行っている。 

本学の事務職員数は少数であるため、組織的な SD 活動を展開することには困難な面があ

る。しかし、SD 委員会規程に則り、日常業務を遂行しながら事務職員一人ひとりの資質、

能力を高めるとともに、日本私立短期大学協会の研修等を有効に利用して SD に努めている。

毎週一回、課長会議とその会議を受けての課内会議を行い、同会議では報告や連絡のほか

に、現下の高等教育を取り巻く状況や国の新たな文教施策等についてもできる限り説明し

ている。また、各部署の業務の見直しや事務処理の改善について提案を行うなど、問題意

識の共有に努めている。 

職員間、また職員と教員間の協力関係は極めて深く、信頼関係が築かれている。学務課、

入試広報センター、キャリアセンター、庶務課及び図書館課はそれぞれ連携を取り、教員

組織である教務部、学生部、就職部、入試広報委員会、図書館委員会とも密接に連携して

運営にあたっている。教員が事務的な仕事に関わったり、事務職員が学生指導や授業準備

の仕事に携わるなど、職員と教員とは協力して相互に学習成果の向上に努めている。 

事務局組織の人員構成及び各部署の役割は、次頁のとおりである。 
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（人員） （主な業務）

・理事会及び評議員会に関すること

・公印の保管に関すること

・不動産の権利に関する文書の保管に関すること

法人本部 ・人事異動通知書、勤務記録カード及び人事関係資料の作成保管に関すること

事務局長 ・叙位、叙勲、任免、給与、服務、表彰、及び懲戒その他人事に関すること

・法人の財務の総括整理に関すること

・試算表の作成に関すること

・労働保険に関すること

・財形貯蓄及び厚生貸付に関すること

6 ・入学式、卒業式等式典に関すること

(1) ・諸規定に関すること

・教員の人事に関すること

・給与の支給に関すること

・補助金（特別補助除く）の申請、受入れに関すること

・手数料等納入金の収納及び寄付金に関すること

・授業料等納付金の収納、管理に関すること

・一般物件費等の支払いに関すること

・施設、設備（他課分掌は除く）の維持管理に関すること

大　学 ・教務部会に関すること

学務課長 ・教育課程の編成及び授業に関すること

・学生の学籍及び在籍数に関すること

・学生の修学指導、学習の評価及び教育課程修了の認定に関すること

・学生部会に関すること

・学友会、クラブ等に関すること

・学生の奨学事務に関すること

・学生の保健指導、相談、健康診断及び保健室の管理運営に関すること

大学・短大 ・大学院委員会に関すること

事務局長 ・大学院の教育課程の編成及び授業に関すること

・大学院生の修学、学修評価及び学籍に関すること

短　大 ・教務部会、学科会議に関すること

学務課長 ・教育課程の編成及び授業に関すること

・学生の学籍及び在籍数に関すること

・学生の修学指導、学習の評価及び教育課程修了の認定に関すること

・学生部会に関すること

・学友会、クラブ等に関すること

・学生の奨学事務に関すること

・学生の保健指導、相談、健康診断及び保健室の管理運営に関すること

入試広報 ・入学広報部会、入試対策会議に関すること

センター室長 ・学生募集（進学相談、広報等）に関すること

・入試、入学の諸事務に関すること

・就職部会に関すること

・学生の就職、進学に関すること

・図書館委員会に関すること

・文書の収受、発送、管理に関すること

・資料の収集、選択に関すること

*人員の（　）は、兼務者で内数で表示 ・図書の受入れ、登録に関すること

・閲覧及び貸出に関すること

・資料の配架、整頓に関すること

2 ・ネットワークに関すること

(1) ・サーバ及び周辺機器に関すること

総務課長 10

会計課長 5

理事長

常
任
理
事

7

庶務課長

情報企画監

7

キャリアセン

ター室長

図書館課長 3

6

9
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(b)課題について 

次の 2 点に特に留意して改善に努めること。 

① 事務組織が大学、短期大学部共通であるにもかかわらず、事務室が分かれており、相

互の協力関係が希薄になりがちであること。 

② 指示を受けて動くことに慣れており、問題意識や企画力が不足している向きがあるの

で、事務職員一人ひとりの意識改革を進める必要があること。 

 

 

基準Ⅲ-A-4 人事管理が適切に行われている 

(a)現状について 

 教職員の就業に関しては、以下の諸規程を定めている。 

 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部教育職員給与規程 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部教育職員の初任給、昇給、昇格の基準 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部教育職員通勤手当支給規程 

・学校法人千葉経済学園退職金支給規程 

・千葉経済大学短期大学部研究助成費取扱規程 

・千葉経済大学短期大学部学術図書刊行助成規程 

・専任教員に対する研究活動助成について（内規） 

・学校法人千葉経済学園出張規程 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部海外出張規程 

・千葉経済大学短期大学部在外研究員規程 

・千葉経済大学短期大学部在外研究員規程施行規則 

・千葉経済大学短期大学部就業規則 

・職員の育児休業等に関する規程 

・職員の介護休業等に関する規程 

・千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部セクシャル・ハラスメントの防止に関する規程 

・セクシャル・ハラスメントをなくすために職員が認識すべき事項についての防止要項 

・教員の服務上の心得 

・兼職願の様式 

・休講届様式 

・欠席届の様式 

・病気休暇等により休講とする場合の講義の取扱について（教授会了解事項） 

・千葉経済大学短期大学部非常勤講師勤務規程 

・職員厚生基金規程 

 

 「千葉経済大学短期大学部規程集」は全教職員に配付し、改定等がある場合には随時改

定の趣旨を徹底している。教員の就業管理は諸規程に基づき出勤簿で行い、休暇申請、出

張申請、残業申請、振替休日申請等で管理している。 
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(b)課題について 

 社会的な関心事となってきているパワーハラスメントに対する規程も検討して、良好な

人間関係を築くこと。 

 

 

基準Ⅲ-B 物的資源 

(a)テーマの要約 

 校地、校舎面積は短期大学設置基準を十分に満たし、運動場や体育館、講義室、演習室、

実習室等などの施設設備も両学科の「教育課程編成・実施の方針」に基づいて整備されて

いる。大学と共用施設である図書館の蔵書、学術雑誌等も設置基準を上回って整備され、

学生の学習に供している。施設設備の維持管理は諸規程を踏まえて適切に行われ、火災･

地震・防犯対策並びにコンピュータシステムのセキュリティ対策も強化している。ゴミの

分別も徹底され清潔を保っている。 

 

(b)改善計画について 

校舎については、学園創立 80 周年事業の一環として、改築する方向で検討すること。 

 

基準Ⅲ-B-1 学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、校舎、施設設

備、その他の物的資源を整備、活用している 

(a)現状について 

 短期大学設置基準では校地は学生定員に対して学生１人当たり 10 ㎡と規定されていて、

その基準によれば 6,700 ㎡が必要となるが、本学の校地面積は 26,947 ㎡であり充足してい

る。また、同基準では校舎面積は 5,150 ㎡が必要とされるが、本学の校舎面積は 13,269

㎡で基準を充足している。本学の運動場の面積は 16,750 ㎡で、適切な広さを充たしている。

短期大学部体育館の面積は 1,564 ㎡、大学と共有する総合体育館の面積は 1,364 ㎡で、適

切な広さを充たし授業やクラブ活動の利用に供している。 

 講義室、演習室、実験・実習室は両学科の教育課程編成・実施の方針に基づいて以下の

ように設置し、学習環境は整備されている。 

 

【講義室等の室数】 

講義室     13 

演習室 4 

実験・実習室 4 

ピアノ練習室 15 

ピアノレッスン室 3 

音楽室 1 

パソコン室 7 

小講堂 1 
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教育上必要な機器や備品は同方針に基づいて整備され、こども学科の理科実験室、造形

実習室、調理実習室、保育実習室、幼児保育室、ピアノ練習室には実習等に必要な機器・

備品を整備して、学生の学習に資している。 

 大学と共有する３階建ての総合図書館は下図のような見取り図で、面積は 2,268 ㎡で適

切な広さを充たしている。 

 

【図書館案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の蔵書数、学術雑誌数、AV 資料数及び座席数は、「自己点検・評価の基礎資料」

の(7)の⑦「図書・設備」に示したように十分に整備されている。購入図書選定・廃棄シス

テムは、「総合図書館収集基本方針」の第 7 条（資料選定）、第 14 条（除籍・抹消）、第

15 条（廃棄）に基づいて確立している。資料選定は月 1 回選定委員により行い、研究図書

の除籍は平成 17 年と 23 年に行った。図書館の蔵書収容能力は 23 万冊であって、23 年 5

月現在の収容冊数は 21 万冊に達していてその限界に近づきつつあるので、一般蔵書の除籍

を検討する段階になっている。 

図書館には、参考図書、関連図書を特別に配架するレファレンスコーナーを設け、辞書、

事典、年鑑、書誌、目録、年表、年史類も十分に整備し、司書課程の授業はもとより他の

授業科目の課題の学習に供している。地域住民の利用もあるので、さらに充実を図ってい

きたい。 
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(b)課題について 

 学習環境のよりいっそうの整備に努めること。 

 

 

基準Ⅲ-B-2 施設設備の維持管理を適切に行っている 

(a)現状について 

固定資産、消耗品等の管理は、以下のように規程を定めている。 

 

・固定資産及び物品管理規程 

・図書館資料収集管理規程 

 

 施設設備及び物品については、以下のように規程を定めている。 

 

・体育館管理運営規程 

・小講堂管理使用内規 

・視聴覚教室利用規程 

・茶室「素心庵」管理使用内規 

 

 火災、地震対策、防犯対策のための規定は特に定めていないが、地震発生時の対応マニ

ュアルや避難訓練マニュアルが作成され、教授会および各課内会議で教職員に周知させる

とともに教室等に掲示して学生への周知を図っている。 

① 防災対策・危機管理 

本学では、防災設備の定期点検を年 2 回行うと共に、全学生を対象に地震及び火災の発

生を想定した防災訓練を実施している。前回の防災避難訓練は、平成 23 年 11 月 1 日に大

学と同時に実施した。 

本学と大学を合わせて 2,000 人以上の学生・職員が在籍しており、災害時には帰宅困難

者の発生も想定されるほか、一時避難場所にもなりえるため、罹災者のための災害時備蓄

飲料と最低限の食料を備蓄している。 

飲料水については、ペットボトル等により1,000リットルを確保しており、これは500ml/

人として 2,000 人分である。食料については、一人 1 食として 600 人分を常時保管してい

る。また、万が一の備えとして 1 号館ロビーに AED を設置してあり、学内に設置してある

飲料水の自動販売機も災害時に無料提供できるものの導入を進めるなど、学生に対するリ

スクマネジメントを実施している。 

② 防犯対策 

学園の施設・建物の警備は綜合警備保障㈱に委託している。休業日は終日、平日は午後

4 時から翌朝 8 時 30 分までの間、土曜日は午後 1 時以降に警備員が在駐し、一定の間隔で

校内を巡視し不審者、不審物等の監視を行っている。不測の事態が生じた場合は直ちに通

報され、同社の機動隊員が駆けつけて対応するとともに、庶務課長（不在の場合は庶務課

職員）に連絡し指示を受けるシステムとなっている。 

③ コンピュータシステムのセキュリティ対策 
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サーバー室は常に施錠されており、情報企画が認めた者のみの入室が可能とされている。

外部ネットワークへの接続はファイアウォールを利用しており、学外からのリモートアク

セスについてはデジタル証明書での VPN 接続としている。ファイルサーバについては、そ

れぞれアクセス権を設定し、許可されたユーザーのみがアクセス可能となっていて、学内

の全パソコンにウイルス対策ソフトを導入して、セキュリティ強化に努めている。 

アスベスト対策については、本学校舎は建築業者からアスベスト対象物は使用されてい

ないとの回答を得ていたが、平成 22 年に専門業者による検査を行った結果、1 号館中央階

段天井部にアスベストが含有していることが判明したため、平成 24 年 3 月に除去工事を実

施した。 

各教室は冷暖房完備となっていて、エアコンと電源の消し忘れがないように、最後に退

室する者が必ず消すように掲示するとともに、その徹底を学生に指示している。ゴミは可

燃物、不燃物、ビン、缶等に分別したゴミ箱を設置し、ゴミの分別について学生の指導に

当たるとともに、粗大ゴミは指定した場所に出して定期的に業者に回収させている。 

    

(b)課題について 

首都圏においても大規模な震災が起きることが想定されている。学生・教職員の安全を

守るために校舎の耐震化などを優先課題としてあたること。 

    

    

基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源 

(a)テーマの要約 

 情報システム資源については、平成 16 年 3 月にコンピュータネットワークの再構築を

行い、校舎間を光ケーブルで連結して高速化（1 ギガ）を実現するとともに、プロバイダ

ーへのネットワークも高速化を図って利便性を大幅に向上させている。ハードウェア及び

ソフトウェアの導入は、授業内容や資格取得を考慮して情報化委員会で検討し対応してい

る。学生の学習支援のために、授業で使用しないパソコン教室を 3 室設置しており、キャ

リアセンター等にもパソコンを設置して、更新は 3 年もしくは 4 年単位で行って学生の利

用に供している。 

 

(b)改善計画について 

 パソコン教室の機器を含め、情報システムの定期的な更新を行い、授業及び学校運営に

最適な環境を継続的に提供していく。 

 

基準Ⅲ-C-1 短期大学は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて学習成

果を獲得させるために技術的資源を整備している 

(a)現状について 

情報システム資源については、平成 16 年 3 月にコンピュータネットワークの再構築を

行い、学科単位で個別のネットワークを構成していたものを全学共通のネットワークに再

編成した。それに伴い、校舎間を光ケーブルで連結して高速化（1 ギガ）を実現するとと

もに、プロバイダーへのネットワークも高速化を図って利便性を大幅に向上させている。
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ネットワークについては VPN（バーチャル・プライベート・ネットワーク）を採用し、学

外からも学内のデータを取り扱うことができる環境にある。 

ハードウェア及びソフトウェアの導入は、授業内容や資格取得を考慮して情報化委員会

で検討し対応している。学生に対しては入学時のガイダンスでパソコン教室や学内ネット

ワーク等の情報機器の取り扱い等についての説明を行い、情報システムの利用に関して周

知・徹底を図っている。また、各学科ともに学内 WEB ページを作成・設置し、年間を通じ

て情報提供を行っている。教員に対してては、FD 研修会を通じて情報技術の向上に関する

研修を行っている。 

学生用のパソコンについては、3 年もしくは 4 年単位で更新を行い、できる限り最新の

環境で情報機器を扱えるように配慮している。情報機器・備品については、必要に応じて

導入を進め、使用状況や耐用年数等を把握しながら、常に配分を見直し計画的に活用して

いる。教育研究に資する情報機器を設置したパソコン教室は、下表のように 7 室整備され

ている。 

 

教室名 台数 備考 

1 号館 401 教室 40 台 授業用 

電算棟 C11 教室 50 台 授業用 

電算棟 C21 教室 42 台 授業用 

電算棟 C31 教室 42 台 授業用 

電算棟 C32 教室 8 台 ビジネスライフ学科自習室 

A16 多目的演習室 11 台 ビジネスライフ学科自習室 

A21 実習資料室 18 台 こども学科自習室 

 

これらの教室のパソコンはすべて学内 LAN に接続されており、どの教室からも個人フォ

ルダー、学内共有フォルダー、学外インターネットにアクセス可能で、学生は空いている

教室で必要な学習を行うことができる。 

教室には機器更新時点で最新の機種プロジェクタ、中間モニタ、書画カメラ、デジカメ

等が整備されているので、授業を効果的に行うために活用できる。視聴覚機器が設置され

ている普通教室で LAN 整備が行き届いていないところがあるので、その整備に努めたい。 

パソコン教室のほかにキャリアセンターと就職支援室にもコンピュータを整備し、学生

支援の充実に努めている。パソコンはインターネットに接続されていて様々な情報を検索

することができ、どのパソコン教室からも保存した個人データを参照・更新できる環境に

なっている。これらの利用法については、入学時のガイダンスや関連の授業で指導してい

る。 

 

(b)課題について 

情報化社会の進展に目を配りながら学習環境の整備に努め、必要な情報化に努めること。 
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基準Ⅲ-D 財的資源                

(a)テーマの要約 

短大部門の資金収支はやや減少しながらも黒字の状態で安定的に推移し、消費収支は一

時的な特別費用の計上によって赤字になった年度があるが、ほぼ収支均衡の状態で推移し

ている。ビジネスライフ学科の定員充足に全力を傾注するとともに、さらなる節減、合理

化に取り組んでいる。学園全体としては高校部門が大幅な赤字となって消費支出超過の状

態であるので、附属高校の生徒確保が喫緊の課題となっている。 

 教育研究費は帰属収入の 20％を大きく超えて資金配分は適切である。施設設備も優先順

位を決めて適切に充実を図っている。資金運用は安全運用を第一にして堅実でより有利な

運用に努めていて、学園全体の財務基盤は安定している。 

 ビジネスライフ・こども両学科に対する社会的なニーズを客観的に分析し、両学科の強

みを存分に発揮して時代の要請に応える努力をしている。今日の日本経済の状況下では学

納金は据え置かざるをえないため、定員確保には全力を挙げて取り組むとともに、人事計

画にあっては設置基準を大幅に上回っている教員数の適正化に努めていく。 

 校舎の多くが新耐震基準を満たしていないため、学生・教職員の身の安全を期した対応

を行うことにしている。学園の財源確保のためには外部資金の獲得が重要であるので、寄

附金募集に積極的に取り組むこととする。財務情報はホームページで公開し、教職員は危

機意識を共有して学生募集・教育力の向上・就職支援に努めている。 

 

(b)改善計画について 

① ビジネスライフ学科の抜本的な立て直しと安定的な定員確保に努めること。 

② 「中期財務計画(予測)」に則り、人事・施設・設備の計画を策定していくこと。 

③ 旧耐震基準下の校舎については、新基準に適合するとともに、時代のニーズに即応す

る建物として建築する方向で検討すること。 

④ 寄附金募集による外部資金の獲得に取り組むこと。 

 

基準Ⅲ-D-1 財的資源を適切に管理している 

(a)現状について 

本学の資金収支および消費収支の過去 3 年間の推移は下表のとおりで、資金収支は収入

支出ともにやや減少傾向ながら黒字の状態で安定的に推移している。消費収支は表面上の

金額では支出超過状態となっているが、消費支出において一時的な特別費用として、平成

22 年度に退職給与引当金計上基準の変更に伴う退職給与引当金繰入額を計上し、また 23

年度に図書除籍に伴う図書処分差額の計上を行っていることを考慮すれば、概ね収支均衡

の状況で推移している。収入の減少傾向に対しては、より一層の経費の抑制と効率化を図

ることにより、収入支出のバランスと財務体質の維持に努めている。 
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短期大学部 資金収支・消費収支の推移表           (単位千円) 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

資金収入 902,180 851,657 826,353 

資金支出 813,197 809,014 736,392 

資金収支 88,983 42,643 89,961 

帰属収入 902,246 851,497 826,767 

消費収入 905,897 769,714 775,703 

消費支出 862,856 961,145 784,909 

消費収支 43,041 
△191,431 

(△10,710) 

△9,206 

(9,376) 

帰属収支 39,390 
△109,649 

(  71,072) 

41,858 

(  60,440) 

＊平成 22 年度下段()内は特別計上された退職給与引当金繰入額を除いた場合の 

金額を記載してある。 

＊平成 23 年度下段()内は特別計上された図書処分差額を除いた場合の金額を記 

載してある。 

 

本学の消費収支の内容を見ると、まず収入面においては、平成 23 年度における学生生徒

等納付金の帰属収入に対する比率が 83.5％となっており、収入が学生生徒等納付金に大き

く依存する状況にある。従って、収入面における最重要課題は学生数を確保することであ

るが、学生数推移表のとおり、少子化や日本経済の低迷、学校間競争の影響を受け、ビジ

ネスライフ学科の減少が著しく、学生数の合計もやや減少傾向で推移している。 

定員の充足状況は定員充足率推移表のとおりとなっており、こども学科は毎年安定的に

100％前後を確保しているが、ビジネスライフ学科の未充足状況が著しいため、同学科の入

学定員を平成 24 年度より 150 名から 120 名に減員する変更を行った。 

 

短期大学部 学生数推移表           (各 5 月 1 日現在 単位人) 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

ビジネスライフ学科 311 293 227 186 

こども学科 397 392 450 479 

合 計 708 685 677 665 

学生生徒等納付金 721,158 円 696,801 円 697,626 円 ― 

 

短期大学部 定員充足率推移表                 (各 5 月 1 日現在) 

  平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

ビ ジ ネ ス ラ

イフ学科 

入学定員 110% 84% 66% 70% 

収容定員 103% 97% 75% 69% 

こども学科 
入学定員 99% 101% 125% 117% 

収容定員 99% 98% 112% 120% 

合計 
入学定員 104% 94% 100% 99% 

収容定員 101% 98% 97% 99% 



                 千葉経済大学短期大学部 
 
 

－ 112－ 

支出面においては、消費収入の減少に伴って財政環境は厳しさを増してきている。経費

のより一層の抑制と効率的な執行を図るため、事業別予算編成による詳細な積算基礎の検

討を行うとともに、それぞれの経費の支出状況とその効果を過去数年にわたり遡って検討

する体制を整えて、さらなる節減・合理化に取り組んでいる。帰属収入に対する教育研究

経費比率は、平成 21 年度 25.6％、22 年度 24.4％、23 年度 25.1％となっており、教育研

究活動や学生サービスを充実していく予算配分がなされ、本学の特色であるインターンシ

ップや教育実習という体験型学習の充実及び施設設備の維持更新等は計画的に実施できて

いる。 

施設設備面については、中期的な施設設備計画に基づき、優先されるものから重点的に

年度予算に組み入れて実施してきている。たとえば、教室の机・イスや音響機器等の教育

用機器備品の更新、建物維持更新計画に基づくトイレの改修、床・壁・天井等の建物内外

装・設備の改修、情報教育環境整備計画によるパソコン教室等の情報機器更新・導入等で

ある。学習資源(図書等)についても、年度予算の要求を詳細に吟味してその充実に努めて

いる。 

学園全体の消費収支状況を見ると、平成 23 年度の学園全体の消費収支差額は 9,700 万円

余の赤字、帰属収支差額は 900 万円余の黒字となっている。大学部門と短大部門はともに

収入超過であって、収入支出のバランスはほとんど問題がないと思われる。しかし、高校

部門が大幅な赤字となっていて、ここ数年の学園全体の消費収支差額は推移表のとおりで、

高校部門の赤字を短大・大学部門の黒字で吸収しきれず、支出超過(赤字)の状態がつづき、

基本金組入前の帰属収支差額段階で収入支出がほぼ均衡する状況で推移してきている。 

なお、帰属収支差額の黒字幅が 10%未満であるため、日本私立学校振興･共済事業団の「経

営状態の区分」では「Ａ２」となり、正常の状態に属するが、十分な施設設備の投資がで

きない状態に該当する。 

 

学園全体 消費収支差額の推移表               (単位千円) 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

消費収支差額 △47,619 
△546,876 

(△238,529) 
△97,898 

帰属収支差額 28,327 
△356,697 

(  △48,350) 
9,605 

＊22 年度下段()内は特別計上された退職給与引当金繰入額を除いた場合の 

金額を記載してある。 

 

学園全体の貸借対照表の過去 3 年間の状況は、次頁の「貸借対照表の主な科目の推移表」

のとおりとなっている。「学園創立 70 周年記念事業」として高校「新校舎」建設(平成 17

年)等を実施したことに伴い、固定資産および長期借入金が増加し、運用資産が減少すると

いう状況となったが、その後は減価償却による固定資産の減少及び約定弁済による借入金

の減少が進んでいる。  

平成 22 年度には退職給与引当金計上基準を期末要支給額の 100％に変更し、退職給与引

当金の大幅な積み増しを行った。また、施設設備充実に備えた改修整備引当特定資産の積
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み増し等を計画的に実施し、財政環境の厳しさが増してくる中ではあるが、収入支出のバ

ランスに考慮しながら、運用資産合計額の維持と貸借対照表の健全化に努めている。 

資産運用については、学園施設の学外への有料貸出を行っているほか、「資金運用管理

規程」に基づき毎年「資金運用計画」を立て、ハイリスク・ハイリターンを求めず安全運

用を第一にしながら運用商品の選定に工夫し、より有利な運用に取り組んでいる。 

学園全体の平成 23 年度末の資産状況は、資産総額 174 億 8,900 万円余、負債総額 27 億

7,700 万円余、正味財産 147 億 1,200 万円余で、正味財産(自己資金)の比率は 84.1％とな

っており、現状の財産基盤は比較的安定しているといえる。なお、現金預金関連の財務比

率が他大学法人と比べて低い面も見られるが、借入金は高校「新校舎」・短大「新体育館」

に係る長期低利の安定資金となっているほか、平成 23 年度末の運用資産合計(特定資産・

有価証券・現金預金・未収入金)が 34 億 300 万円余となっていることに鑑みると、本学園

の規模からみて特に財政上の支障はないと見込まれる。 

 

学園全体 貸借対照表の主な科目の推移表          (単位千円) 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

有形固定資産 14,407,569 14,212,476 13,978,235 

＊運用資産計 3,250,108 3,313,905 3,403,974 

その他 221,091 185,582 107,364 

資産の部合計 17,878,768 17,711,963 17,489,573 

長期借入金 1,419,070 1,318,180 1,217,290 

退職給与引当金 397,696 697,011 649,127 

前受金 688,309 655,193 634,961 

その他 314,462 339,045 276,056 

負債の部合計 2,819,537 3,009,429 2,777,433 

＊運用資産は、特定資産・有価証券・現金預金・未収入金の合計額 

 

(b)課題について 

本学および学園全体の今後の発展を期すためには、より一層の安定した財政基盤が不可

欠であり、そのために消費収支のさらなる安定的黒字化が絶対条件となる。 

①�  消費収支の健全化を図るためには、ビジネスライフ学科の抜本的立て直しと短大部門 

全体の収容定員を安定的に確保する必要があり、志願者数・学生数の確保・増大に向け

てこれまで以上の努力を傾注すること。 

② 学園全体の消費収支黒字化に向け、短大・大学部門においてもこれまでどおり、可能

な限り学生数の増加と支出抑制を図ること。 

③ 新耐震基準を満たしていない校舎について、早急に対応すること。 

④ 「中期財務計画(予測)」には今後の人事計画、施設・設備計画といった重要計画が盛

り込まれていないため、今後各分野の将来計画を策定し、完全な「中長期計画」として

学園全体の共有化を図ること。 
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基準Ⅲ-D-2 量的な経営判断指標に基づき実態を把握し、財政上の安定を確保するよう計

画を策定し、管理している 

(a)現状について 

本学は昭和 43 年度に商経科を設置して開学した。その後、小学校教員が不足する状況に

応えるために初等教育科を 53 年度に開設して 2 学科体制に移行した。商経科においては、

コンピュータ技術者のニーズが高まったため別科経営情報専修を 59 年度に設置し、同別科

は改組転換を重ねて商経科と統合してビジネスライフ学科となって今日に至る。同学科は

今後とも時代の要請、社会の要請を的確にとらえてキャリア意識を醸成し、社会人基礎力

をそなえたビジネスパーソンの育成に努めていく。 

 一方の初等教育科は近年、保育所の待機児童問題の深刻化、小学校教員に高学歴が求め

られてきていることに鑑み、幼稚園教諭と保育士の資格をもつ保育者の養成に力点を置く

ことにし、平成 16 年度にこども学科に改組した。同学科の定員は小・幼の教員養成を目途

とする従来からの初等教育コースが 30 名、幼・保の資格をもつ保育者養成を目途とする保

育コースが 170 名である。幼保一体化の進展を注視しながら就学前の保育・教育にあたる

人材の養成に努めていく。 

ビジネスライフ学科の弱みは、日本経済の動向に影響を受けやすいことである。若年者

の採用が多くなると、本学生は学科で学んだことを活かして社会に踏み出していけるが、

経済が低迷するとその波をかぶって就職が難しくなり、そのことで志願者の減少を来たす

ことになる。キャリアセンターでは県内企業の担当者から適切な情報を入手するとともに、

学科をあげてキャリア教育の在り方を分析している。他方、同学科の強みはフィールド・

ユニット制による科目履修にある。必修科目を限定して、各自の目ざすキャリアに即して

専門教育を存分に受けられるという「教育課程編成・実施の方針」は今後とも堅持して、

その実が上がるように開講科目の改編に努めていく。 

こども学科の弱みは、短期大学卒業では小学校教員に採用されることが難しくなったこ

とである。千葉県･東京都･京都市から大学推薦が指定されたりして採用の道は開かれてい

るが、多くの卒業生は臨時教員として数年勤めながら正教員としての道を探っている。今

後とも採用状況を見据えて、将来性のある小学校教員の養成に努めていきたい。他方、同

学科の強みは幼稚園教諭と保育士を希望する者の就職がほぼ 100％を維持していることで

ある。キャリアセンター分室では毎年就職先を訪問して卒業生を励ましながら卒業生に対

する率直な評価に耳を傾けて、その結果を各科目の授業に活かすように努めている。 

本学の教育に対する評価は就職状況や就職先の卒業生の評価に如実に表れるので、両学

科のそれぞれの強みを伸ばしつつ弱みを補う努力を重ねていきたい。 

学生募集対策については、毎年入学定員の確保を目標にして教職員による指定校訪問を

行い、ホームページその他での広報活動やオープンキャンパスを実施して、入試方法や教

育内容の改善などに努めてきた。その結果、定員の充足状況は、こども学科は毎年安定的

に 100％前後で推移できているものの、21 年度まで毎年安定的に定員を確保していたビジ

ネスライフ学科の充足状況が思わしくなくなったため、同科は 24 年度から入学定員を 150

名から 120 名に減員する変更を行った。変更した入学定員の学生確保のために、これまで

以上に努力を重ねてゆく覚悟である。 

学費については、経済環境や他短期大学の動向を勘案し、毎年理事会で検討し決定して



                 千葉経済大学短期大学部 
 
 

－ 115－ 

いるが、17 年度に学費値下げを行って以降は据え置きとなっている。現今の経済状況を鑑

みると、当面はひきつづき据え置く予定である。 

本学の現在の教員数は設置基準で定められた数を大きく上回っているので、退職者が生

じた際には設置基準に則って適切に対応していく。事務局は必要最低限の職員を配置し、

嘱託職員を最大限に活用して円滑に業務を行っている。事務の合理化を図るために平成 12

年度に統合・改組した事務局は、大短事務局の連携を強化するとともに、経費の削減を図

っている。警備・清掃は外部業者に委託している。現行の事務局体制は次のような組織で

成り立っている。 

                  庶務課 

                  大学学務課 

        事務局長      短大学務課 

                  入試広報センター 

                  キャリアセンター 

                  図書館課 

                  情報企画 

 

    職員数の推移           （毎年度 4 月 1 日現在） 

年 度 大 学 短期大学部 合 計 

平成 19 23（6） 13（7） 36（13） 

平成 20 25（8） 12（6） 37（14） 

平成 21 23（8） 12（6） 35（14） 

平成 22 23（9） 14（7） 37（16） 

平成 23 26（9） 14（8） 40（17） 

    注）（ ）は女性で内数を示す。 

 

事務局の一本化によって効率化が図られたが、本拠が学務課を除いてキャンパスが離れ

た大学事務局にあるため、短期大学側としては手薄感があることは否めない。一本化され

た部署の職員には、大学・短大を束ねて職務に当たる意識をもたせてこの問題に対処して

いく。 

 短期大学部校舎の現況は下記のとおりである。昭和 56 年の新耐震基準施行前に建築した

校舎は 1 号館（本館）、2 号館Ａ棟、学生ホ―ルの 3 棟である。これらの建物については、

学園創立 80 周年を機として、新耐震基準に適合するのみならず、時代のニーズに即応する

建物として建設する方向で検討を始める。 

 

名称 構造 延床面積 築年（経過年数） 基準 

１号館本館 RC 造 4 階建 3,236.36 ㎡ S43 年（43 年）  

２号館 A 棟 RC造 12階建 2,027.17 ㎡ S51 年（35 年）  

２号館 B 棟 RC造 12階建 1,219.48 ㎡ H 4 年（19 年） 新耐震基準 

２号館計  3,246.65 ㎡   

学生ホール棟 S 造 2 階建 660.44 ㎡ S43 年（43 年）  

電算棟 RC 造 3 階建 594 ㎡ S58 年（28 年） 新耐震基準 
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学園にとって大きな課題の一つは、「学生生徒等納付金」に過度に依存する体質を改め、

外部資金の獲得に努めていくことである。資産運用については、学園施設の学外への有料

貸出を行っているほか、毎年「資金運用計画」を立てて、より有利な運用に取り組んでい

る。その結果、有価証券(債券)の受取利息収入と校舎の貸出収入から成る「資産運用収入」

は少しずつ増加しているが、現在の経済情勢を考えると、安閑としてはいられない。 

寄付金については、学園全体で、平成 15 年度から 18 年度にかけて「千葉経済学園 70

周年記念事業募金」を実施し、それらの外部資金を高校「新校舎」や短大「新体育館」等

の建設資金に充当した。今後も短期大学部としての「寄付金」募集には積極的な検討を加

えてゆく必要がある。文部科学省等の特別補助金については、これまでも多数が採択され

ているので、今後も積極的にその獲得に努力を払いたい。科学研究費補助金については、

平成 21 年度 2 件 910 千円、22 年度 1 件 156 千円、23 年度 1 件 156 千円の実績で、今後も

積極的な応募を奨励していく。遊休資産の処分等の計画については現在のところ考えてい

ないが、将来の施設拡充等に対応して検討することも考えられる。 

収容定員充足率の状況はすでに述べたとおりであって、変更した入学定員の確保を目標

にこれまで以上の努力を重ねてゆく。収容定員数の減少を踏まえ、本学の特色であるキャ

リアデザインを核とする学習指導や親身な指導を可能とするために、適正な教職員数の確

保をしながら、人件費の節減に努めていく。また、使用教室の効率化等によるランニング

コストの節減、遊休スペース・設備のチェックによる転用の検討等、定員とのバランスを

考えて、コストの節減を図っていく。 

学園や短期大学の経営情報についてはホームページに掲載しており、教職員は経営の状

況を理解している。全国の短期大学の定員充足率や就職率などについては教授会で報告さ

れ、短期大学が当面する深刻な状況について問題意識は共有されている。本学の経営の健

全性については学生確保の状況と就職状況で確認できるため、教職員はその数値を冷静に

受けとめ、危機意識をもってことにあたっている。 

 

(b)課題について 

経営状況の認識を共有して財政の健全化にいっそう努力すること。 

 

 

基準Ⅲについての特記事項 

 特になし。 
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基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス 

(a)基準Ⅳの要約 

 理事長は学園の建学の精神および教育理念・目的を踏まえて、短期大学の運営はも

ちろんのこと学校法人の運営全般にわたってリーダーシップを発揮し、学園の発展に

寄与している。理事長は寄附行為に基づいて理事会を招集して、その議長を務め、私

立学校法の規定に基づいて選任されている理事から短期大学の発展のために必要な情

報を聴取し、学校法人の業務を総理している。 

理事会は短期大学発展のために必要な情報を収集し、短期大学基準協会の認証評価

の結果を事業計画や予算、決算に反映させるように努めている。学校法人は私立学校

法の定めるところに従って財務情報をホームページで公開し、また法令にしたがって

種々の教育情報を公表している。 

学長は学則第 26 条に基づいて理事会で選任され、深い識見を有して本学の運営全般

にリーダーシップを発揮している。教授会は学則に則って学長が議長を務め、専任教

員全員（教授・准教授・講師）が構成員となって教育研究上の審議機関として適切に

運営されている。教授会は両学科の学科会議に所定の事項の審議を委任し、また同会

議は教授会に付議する案件の審議を行って、教学面の運営を適切に行っている。 

監事は学校法人の業務及び財産の状況について適宜監査し、定期的に公認会計士と

会合をもつとともに、理事会には毎回出席して経営の健全化に向けた建設的な意見を

述べ、毎会計年度に監査報告を行っている。公認会計士の指摘事項や監査意見につい

ては、その趣旨を理解して迅速な改善に努め、資産及び資金の管理と運用は適切な会

計処理に基づいて記録し、安全かつ適切に管理している。 

 評議員会は理事会の諮問機関として適切に運営され、学園の健全な発展のために建

設的な意見を呈している。欠席する評議員には、付議する事項について書面をもって

議案ごとに賛否の意思表示を求めている。 

学校法人及び短期大学は平成 23年度に策定された「中期財務計画(予測)」に基づき、

毎年度の事業計画と予算を関係部門の意向を踏まえて決定し、決定された事業計画と

予算は速やかに関係部門に指示して適正な予算執行にあたっている。 

 

(b)行動計画について 

① 理事長は多難な私学経営の状況を適切に掌握し、理事会機能を発揮して学園の健

全な経営の存続に努めること。 

② 学長は「学位授与の方針」に基づく教育の充実を期して、教学面にリーダーシッ

プを発揮すること 

③ 理事長は評議員会、理事会の指摘を受けとめてガバナンス機能を適切に発揮する

こと 

 

 

基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ 

(a)テーマの要約 

本学の学長を兼ねる理事長は、学園の建学の精神および教育理念・目的を踏まえて
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短期大学の運営はもちろんのこと学校法人の運営全般にわたってリーダーシップを発

揮し、学園の発展に寄与している。 

 理事長は寄附行為に基づいて理事会を招集し、その議長として、私立学校法の規定

に基づいて選任されている理事から短期大学の発展のために必要な情報を聴取し、学

校法人の業務を総理している。毎会計年度終了後 2 月以内に決算について監事の監査

を受けて、理事会の議決を経た決算及び事業の実績を評議会に報告して意見を求め、

適切に業務を執行している。 

 理事会は短期大学発展のために必要な情報を収集し、短期大学基準協会の認証評価

の結果を事業計画や予算、決算に反映させるように努めている。学校法人は私立学校

法の定めるところに従って財務情報をホームページで公開し、また法令にしたがって

種々の教育情報を公表している。 

 

(b)改善計画について 

私学経営に難しさのある今日、法人の健全な経営を存続するために、理事会機能を

活かしながらリーダーシップを発揮していくこと。 

 

 

基準Ⅳ-A-1 理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している 

(a)現状について 

理事長は平成 17 年度に短期大学部学長を兼ねて現職に就任した。学園の使命は建学

の精神「片手に論語、片手に算盤」を踏まえ、社会人として健全な判断のできる資質

を養成するとともに職業生活に必要な技術や知識を身につけさせることである。この

使命を担って理事長は学園全体の発展に寄与している。 

理事長は学校法人「千葉経済学園」を代表し、寄附行為第 16 条 6 項の定めに基づき

理事会の議長を務め、同第 11 条の定めに則りその業務を総理している。同第 33 条の

定めに従い、理事長は毎会計年度終了後 2月以内に決算を作成して監事の監査を受け、

理事会の議決を経た決算及び事業の実績（財産目録、貸借対照表、収支計算書及び事

業報告書）を評議員会に報告して意見を求め、適切に業務を執行している。 

 理事長が招集する理事会は、学校法人の意思決定機関として適切に運営され、同第

16 条第 2 項の定めにしたがい学校法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督してい

る。理事会は短期大学の発展のために学内外の必要な情報を収集し、また短期大学運

営に関しても責任があることを深く認識している。短期大学基準協会の認証評価の結

果については事業計画や予算、決算に反映させるよう努めている。 

 理事は建学の精神「片手に論語、片手に算盤」を深く理解し、学園の健全な経営を

行うに十分な学識及び見識を有している。寄附行為第 5 条（役員）は私立学校法第 38

条（役員の選任）の規定に基づいて定められ、法人の役員として理事 10 人以上 13 人

以内、監事 2 人が置かれ、理事のうち 1 人が理事長、1 人以上 2 人以内が常任理事（現

在１人）となって法人の代表権を有している。 

寄附行為第 6 条（理事の選任）で、千葉経済大学学長、千葉経済大学短期大学部の

学長及び千葉経済大学附属高等学校の校長が理事となると定められ、理事長が短期大
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学部の学長と千葉経済大学附属高等学校の校長を、常任理事が千葉経済大学学長を兼

務する理事に就任している。 

評議員のうちから理事会において理事 1 人以上 2 人以内が選任されることになって

おり、千葉経済大学学部長と千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科長の 2 名が

この規程で理事に就任し、学識経験者のうちから理事会において選任した理事 6 人以

上 8 人以内には、現在 6 人の理事が選任されている。寄附行為第 10 条第 2 項第 3 号で、

学校教育法第 9 条各号に掲げる事由に該当するに至ったときは理事を退任する旨が規

定されている。 

学園は私立学校法第 47 条第 2 項をうけて「学園財産目録等閲覧規程」に基づいて、 

事業報告書、資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表、財産目録及び監事の監

査報告書を法人本部会計課に備え付け、学生・生徒やその保護者、教職員その他の利

害関係人から請求があれば閲覧できるように体制を整えている。 

財務の概況についてはホームページを通じて学生や教職員および一般に公開してい

る。なお、財務情報以外の教育に関する諸々の情報についても、法令に従ってホーム

ページその他で公表している。 

 学園は学校法人運営及び短期大学運営のために、①総記、②教員組織、③教員資格、

④給与・旅費・就業、⑤教務関係、⑥学生関係、⑦就職関係、⑧図書館、⑨施設等利

用、⑩事務局、⑪その他にわたって諸規程を定めている。 

 

(b)課題について 

理事・評議員が任期中に欠けた際には、速やかに後任者を選任して学園の運営に当

たっていくこと。 

 

 

基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ 

(a)テーマの要約 

学長は学則第 26 条に基づいて理事会で選任され、深い識見を有して本学の運営全般

にリーダーシップを発揮し、日本私立短期大学協会副会長の要職に就いている。教授

会は学則に則って学長が議長を務め、専任教員全員（教授・准教授・講師）が構成員

となって教育研究上の審議機関として適切に運営されている。 

 教授会は両学科の学科会議に、教授会から委任された事項と教授会に付議すべき事

項の審議を委ね、また教務部会・学生部会・就職部会と九つの委員会での議論のうえ

で行われる学科会議の審議を踏まえて適切に運営され、審議の結果は議事録に記され

ている。 

 

(b)改善計画について 

 校是「良識と創意」を踏まえ、「学位授与の方針」に基づいて学習成果を上げる教学

の運営体制を引きつづき確立していくこと。  

 

 



                 千葉経済大学短期大学部 

 

－ 120－ 

基準Ⅳ-B-1 学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制が確立し

ている 

(a)現状について 

学長は学則第 26 条に基づき理事会で選任されて校務を掌り、所属職員を統括してい

る。学長は日本私立短期大学協会副会長に就任して短期大学運営についての識見を有

し、教授会ばかりでなく両学科の学科会議や執行部会に必ず出席し、教育研究活動に

関する具体的な審議に参加して構成メンバーの意見も充分に聞きながら、リーダーシ

ップを発揮している。 

教育に関する諸事項はまず各部会・委員会で議論され、そこでの成案が学科会議で

検討され、教授会の審議を経て決定される。各部会・委員会での議論にあっては、各

部長、委員長は学長と事前に打ち合わせ、建学の精神に基づく基本方針との調整を図

って検討に入っている。 

教授会は「学則」でその組織や審議事項が定められ、「教授会規則」の定めにしたが

って、原則として年 9 回開催されている。議長は学長が務め、教授・准教授・講師の

専任教員によって審議され、審議事項は「出席者の過半数」で可決されるが、教員の

資格審査に関する事項は「出席者の 3 分の 2 以上」の賛成をもって決することとされ

ている。 

教授会の審議事項は以下のとおりで、審議にあたっては三つの方針を根幹に置き、

学生の学習の成果が上がるように建設的な審議を行っている。 

 

(1)学則の変更に関する事項   

(2)学科の設置及び廃止に関する事項 

(3)教員資格に関する事項 

(4)学科、授業科目の新設、改廃に関する事項 

(5)学生の入学、退学、転入学、休学に関する事項 

(6)学生の賞罰に関する事項 

(7)試験及び卒業に関する事項 

(8)科目等履修生に関する事項 

(9)その他学長が教育上必要と認めた事項 

 

教授会の議事録は各部会部長及び学長の決裁を経て事務局で作成されて保管され、

全教職員に配布されている。 

 教授会の下に開催される学科会議については、「学則」で「教授会から委任された事

項及び教授会に付議すべき事項を審議する」と定められ、教授会の議を経て学長より

任命された学科長が議長となって学科の運営全般について審議している。学科会議は

学科に所属する専任教員で構成され、原則として教授会が開催される前週に開かれる。 

 教育研究上必要な部会については、「学則」及び「部会・委員会規程」で、その設置

と主な調査審議事項が定められている。部会は、主として教務に関する事項全般につ

いて調査審議する「教務部会」、主として学生の厚生補導に関する事項全般について調

査審議する「学生部会」、学生の就職に関する事項を調査審議する「就職部会」の 3 部
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会で、原則として月 1 回開催されている。 

委員会は、「部会・委員会規程」で「学長は、校務を分掌させるため、教授会の意見

を聴いて、必要な委員会を置くことができる」と規定され、インターシップ、図書館、

研究、国際化、情報化、FD 推進、同窓会、入試広報、ホームページの 9 委員会が現在

設置されている。 

 

(b)課題について 

多種にわたる校務を適切に分掌して教学運営の遂行に努めること。 

    

 

基準Ⅳ-C ガバナンス 

(a)テーマの要約 

 監事は寄附行為の規定に基づいて、学校法人の業務及び財産の状況について適宜監

査し、定期的に公認会計士と会合をもちながら、理事会には毎回出席して経営の健全

化に向けた建設的な意見を述べている。また、毎会計年度に監査報告書を作成して理

事会及び評議会に提出している。 

 評議員会は寄附行為の規定に基づいて、理事会の諮問機関として適切に運営されて

いる。欠席する者には付議する事項について、書面をもって議案ごとに賛否の意思表

示を求めている。 

 学校法人及び短期大学は平成 23年度に策定された「中期財務計画(予測)」に基づき、

毎年度の事業計画と予算を関係部門の意向を踏まえて決定し、決定された事業計画と

予算は速やかに関係部門に指示し、適正な予算執行にあたっている。 

学園の会計処理並びに計算書類等の作成は「学校法人会計基準」に準拠して行われ

ており、毎会計年度の計算書類、財産目録等は学園の経営状況及び財政状態を適正に

表示している。公認会計士の指摘事項や監査意見については、その趣旨を理解して迅

速な改善に努めている。 

資産及び資金の管理と運用は適切な会計処理に基づいて記録し、安全かつ適切に管

理している。月次試算表は毎月適時に作成され、必要に応じて理事長に報告している。

法令の定める教育情報・財務情報はホームページで公表・公開されている。 

 

(b)改善計画について 

私学経営の当面する状況を適正に認識して、健全な学園経営にさらに努めること。 

 

 

基準Ⅳ-C-1 監事は寄附行為の規定に基づいて適切に業務を行っている 

(a)現状について 

監事は決算書類の閲覧と経理責任者からの説明と聴取に基づき、適宜、監査を行う

ほか、平成 23 年度からは公認会計士と定期的に会合をもちながら学校法人の業務及び

財産の状況について監査を行っている。また、監事は理事会に毎回出席し、議案に関
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する理事の説明を聞いて学園の業務の執行状況について理解を深めるとともに、財産

の状況について適宜意見を述べている。 

監事は私立学校法第 37 条第 3 項に基づいて学園の財産目録及び計算書類を含め、学

園の業務及び財産に関して監査を行い、その結果を「監査報告書」として毎会計年度

作成して、当該会計年度終了後 2 月以内に理事会及び評議員会に提出している。 

 

(b)課題について 

 特になし。 

 

 

基準Ⅳ-C-2 評議員会は寄附行為の規定に基づいて開催し、理事会の諮問機関として

適切に運営している 

(a)現状について 

評議員会は、寄附行為第 19 条第 2 項の規定で 25 人以上 29 人以内の評議員をもって

組織するとされている。理事定数 10 人～13 人に対して、現在の評議員数はその 2 倍を

超える 26 人となっている。 

私立学校法第 42 条の規定に従い、寄附行為第 21 条は①予算、借入金及び基本財産

の処分並びに運用財産中の不動産及び積立金の処分に関する事項、②事業計画、③寄

附行為の変更、④合併、⑤解散、⑥その他この法人の業務に関する重要事項で理事会

において必要と認めるものについて、理事長はあらかじめ評議員会の意見を聞かなけ

ればならないと定めている。評議員会はその規定にしたがって理事会の諮問機関とし

て適切に運営されている。 

また同第 22 条は、評議員会は法人の業務若しくは財産の状況又は役員の業務執行の

状況について役員に対して意見を述べ、若しくはその諮問に応え、又は役員から報告

を徴することができると定めており、その規定をふまえた運営が適切にされている。

評議員会に欠席する者には、付議される事項について書面をもってあらかじめ示し、

議案ごとに賛否の意思表示を求めている。 

 

(b)課題について 

 大所高所からの評議員の指摘を活かして学園運営にあたること。 

    

    

基準Ⅳ-C-3 ガバナンスが適切に機能している 

(a)現状について 

事業計画の策定と予算編成については、毎年 11 月末までに各部門・課から、予算要

求原案(事業計画案及び事業別予算要求書)が法人本部に提出される。法人本部は提出

された要求原案について各課のヒヤリング等を実施し、収入状況や優先度を勘案しな

がら、「中期財務計画(予測)」を踏まえて、詳細な検討を行い修正案を作成する。法人

本部が作成した修正案は常任理事と理事長の検討を経て、評議員会・理事会に付議す

る事業計画案と予算案が最終的に決定され、3 月下旬に開催される評議員会・理事会で
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審議されて決定する。  

予算要求原案は学園の共通サーバに保存されており、法人本部のヒヤリングや学内

理事会等で修正があった場合は直ちに更新されるので、法人本部と各課はその最新の

要求原案を共有することができる。従って、事業計画と予算が決定したことの連絡は、

評議員会と理事会の決定後、法人本部から各部門・課に対して決定・確定した旨の学

内メールを送信することで迅速に行われている。 

決定された予算の執行および統制については、定期的に発生する経常的費用を除き、

一定金額以上の場合は数社の見積りを比較の上、稟議により理事長の承認を得ること

としており、予算金額、目的・効果等について執行時に再度確認がなされている。ま

た、学園全体の経理、出納業務は法人本部会計課が一括して行い、予算との整合性お

よび予算執行手続きが適正かどうか等の確認を行っている。 

定期的に発生する日常的な出納業務は、会計課長が会計伝票及び証憑書類を審査し、

法人事務局長の決裁を受けて支払う等、「経理規程」及び「経理規程細則」に基づき円

滑に実施されている。問題のあるものについては起案書、稟議書により理事長の承認

を受けて実施しており、予算執行状況等についても、学園全体および部門別の試算表

により、必要に応じ適宜理事長への報告が行われている。 

学園の会計処理並びに計算書類等の作成は「学校法人会計基準」に準拠して行われ

ており、毎会計年度の計算書類、財産目録等は学園の経営状況及び財政状態を適正に

表示している。資産管理については、学校法人会計基準に準拠した適切な会計処理に

基づいて記録しているほか、「経理規程」、「経理規程細則」「固定資産及び物品管理規

程」に基づき安全かつ適切に管理しており、運用資産(現金預金・特定資産・有価証券)

は、「資金運用管理規程」に基づき、安全運用を第一にしながら、より有利な運用に努

めている。 

計算書類等についての私学振興助成法に基づく公認会計士監査は、毎年延べ 40日(公

認会計士 2 名)程度の監査を実施しており、公認会計士からの指摘事項、監査意見につ

いては、関連当事者も交えて指摘事項、監査意見の確認を行い、その主旨をよく理解

して迅速に改善するように対応している。月次試算表は毎月適宜に作成し、必要に応

じて理事長に報告されている。 

寄附金については、本学独自の恒常的な募集は行っていないが、学園全体として、

周年記念事業及び附属高校野球部の甲子園出場等に際して実施しており、それぞれ適

正な募集を行っている。学校債については発行していない。 

情報公開については、学校教育法施行規則に基づく教育情報の公表を、本学ホーム

ページで必要な項目すべてについて公表しており、私立学校法の規定に基づく財務情

報の公開については、「財務書類等閲覧規程」に基づき、財産目録等の必要書類を法人

本部会計課に備え付けて学生等の利害関係人の閲覧に供しているほか、ホームページ

の「千葉経済学園財務情報」において、事業報告書等の財務情報を公開している。 

 

(b)課題について 

① 「中期財務計画(予測)」を策定しているが、具体的な計画が策定されていない施

設設備計画等についても早急に策定すること。 
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② 実績と計画との差異分析に基づき計画の軌道修正を行う必要のある場合は、中期

財務計画等の見直しに努めること。 

③ 寄付金税制の改正等も行われ、寄付金募集の環境が整えられつつあることから、

学園全体若しくは短大部門としての寄付金募集について積極的な検討を加えてゆく

こと。 

 

 

基準Ⅳについての特記事項 

 特になし。 
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【選択的評価基準】         

３．地域貢献の取り組みについて 

 

基準(1)地域社会に向けた公開講座、生涯学習授業、正規授業の開放等を実施している 

(a)現状について 

【全学レベル】 

オープンカレッジかまがや 

平成７年から本学と鎌ヶ谷市教育委員会が主催して開催し、本年は 18年目にあたる。

会場は鎌ヶ谷中央公民館で計 8 回、定員 80 名で実施され、毎年希望者は 1.2 倍を超え

ている。講義のテーマは経済・国際問題・教育・歴史・健康等の多岐にわたり、本学

教員が講師を務める。 

平成 23 年度の主なテーマは、「大震災後の日本経済のゆくえ」「世界を知る（インド

と日本はどう付き合うか）」「ストレスと人生（たかがストレス、されどストレス）」「不

況下で成長する企業」等であった。開催期間は 8 月下旬から 10 月にかけての土曜日の

10 時から 2 時間の時間帯の開催である。受講者の感想には、①大学の講義を聴く機会

が持てた、②時々のタイムリーな科目が設定されている、③堅苦しい講義ではなくて

解り易い等が記されていて、好評を得ている。 

この公開講座の特徴は、市民の代表によって構成される企画委員会の提案や要望を

踏まえて、本学学長を委員長とする運営委員会が計画立案して実施する点にある。こ

のような体制で市民の声に応えながら実施される公開講座はあまり例がないと思われ

る。本講座は市民の生涯学習の機会として地域貢献をしている。 

 

【ビジネスライフ学科】 

１．県内図書館職員を対象とした研修会 

平成 21 年から千葉県立図書館と連携して、県内の図書館職員を対象とした研修会を

実施している。本学の司書課程担当教員が県内各地の図書館に出向いて講師を務め、

図書館職員の資質の向上を図ることで地域の公共図書館の振興を図ることが趣旨であ

る。 

 開催要項は「情報化の進展をはじめ社会が急激に変化している中で、住民の学習要

求は多様化しており、公共図書館に対する関心と期待が高まっている。このような状

況を踏まえ、千葉経済大学短期大学部と千葉県立中央図書館とが連携した講師派遣事

業を通して、県内市町村立図書館等の職員を対象とした研修を進め、その資質、能力

の向上を図る。」と述べる。この事業は 22 年度からは千葉県公共図書館協会（事務局

は千葉県立中央図書館）との連携事業となって継続している。21 年度は館山市立図書

館・山武市立図書館、22 年度は八街市立図書館・船橋市立図書館、平成 23 年度は印西

市立図書館をそれぞれ会場図書館として実施された。 

２．キャリア教育に関する講座 

 就職の超氷河期と言われる今日、学生は「自分にできることは何か」「自分は何がや

りたいのか」「自分は何をやることに価値を感じるのか」等の切実な問題意識を抱いて

生活しているが、保護者には的確なアドバイスがなかなかできない状況にある。 
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 このような現状に鑑み、平成 23 年の夏、オープンキャンパスの開催時に保護者や高

校の進路指導担当者等を対象に「子供をフリーターにしないために」という講座を 2

回実施した。講義のあとには、個別の状況を踏まえたキャリア選択等についての質疑

が行われ、参加者の関心の深さが伺われた。同趣旨の講座は附属高校でも実施してお

り、今後は出前講座として地域の高校で実施することも考えている。 

 

【こども学科】 

１．こども造形教室 

こども造形教室は平成 4 年度から小学校で毎月第 2 土曜日が休業日となったことを

受け、学長の発案とリーダーシップの下に「地域に密着し開かれた大学」を目指して

開催されることになった。現在は、近隣の轟町小学校及び弁天小学校の児童を中心に、

その他の小学校・幼稚園・保育所の子どもから保護者・高校生の参加もあって、参加

者は毎回 150 名から 200 名で、平成 24 年 9 月には 21 年目に入ることになる。 

毎年度 5 月から翌年 2 月まで月 1 回年 7 回開催し、こども学科の学生が造形担当教

員の指導とその他の教員の協力の下に、ボランティアとして参加し支援している。こ

の教室の目的は、①地域のこどもたちの造形的な創造性を育み、豊かな人間性を育成

するという「地域貢献」と、②教師・保育士を目ざす学生の資質を育てる「実習体験」

である。本事業は平成 15 年度の文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラム」に

おいて採択された。 

現在は別プログラムとして陶芸活動を取り入れ、地域の大人たちをも巻き込んだ教

育活動として発展しつつあり、地域コミュニティの再構築につながる意義深い試みと

なっている。 

 

参加者数 

    

総人数 

開催回数別内訳（人） 

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 

平成 19 年度 832 85 125 110 148 125 150 89 

平成 20 年度 930 165 177 59 158 147 112 112 

平成 21 年度 800 85 157 145 78 112 132 91 

平成 22 年度 933 165 174 138 184 172 100  

平成 23 年度 905 158 138 200 110 155 144  

 

２．教育職を目ざす人たちのための科目等履修制度 

こども学科には、小学校や幼稚園教諭の免許取得を目的としたり、本学保育コース

卒業生に限られるが保育士資格取得を目的としたりする人たちのために、科目履修制

度がある。一般の社会人、千葉経済大学学生、そして平成 22 年度からは神田外語大学

で英語の教員免許取得を目指して学ぶ学生がこの制度を利用していて、学科の教員養

成の伝統を活かして首都圏の小学校教員不足を解消する社会貢献の一つとなっている。 

科目履修生は大学在学中に中学・高校の教員免許状をすでに取得している者が多い
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が、大学卒業後一旦一般の会社に就職してから教員を志望するに至った者もいて、首

都圏が小学校教諭大量採用時代に入った平成 15 年ごろから増加し始め、ここ数年は 40

名前後が履修生登録をしている。 

平成 20 年の学校教育法施行規則の一部改正により小学校教育に「外国語活動」が導

入されることに伴い、英語の指導力のある小学校教諭の採用が期待されるようになっ

た。この要請を受けて、本学は神田外語大学と調印して同大学の学生が在学中に本学

で小学校教諭 2 種免許を取得して教員採用される地域貢献を始めた。 

なお、ビジネスライフ学科では、司書資格がないまま図書館に勤務している社会人

や、資産設計や税金・保険対策など FP の知識を必要とする人達が、資格取得を目的に

科目等履修生として学んでいる。 

 

科目等履修生の受け入れ状況 

    

総人数 

資格別人数 ＊(人) 

図書館司書 小学校教諭 幼稚園教諭 保育士 Ｆ・Ｐ 

平成 18 年度 80 18 48 10  8 

平成 19 年度 79 21 46 5  10 

平成 20 年度 56 17 33 6  3 

平成 21 年度 55 20 31 3 1 0 

平成 22 年度 51 17 30 3 0 1 

平成 23 年度 47 11 26 6 1 4 

＊1 人が複数の資格を希望する場合があるので、総人数とは一致しない。 

 

３．教員免許状更新講習 

平成 21 年度より、教員免許状更新講習を開設し（必修 1～2 講習、選択 8～10 講習）、

該当者を受け入れている。小学校教諭向けの講習では、本学教員が講師となり、優れ

た実践力を持つ現場教師（ゲストスピーカー）と協力して、模擬授業、教材解釈、実

技指導等を行い、実践力の向上につながるような講習に努めている。受講者の評価は

高く、この更新講習は地域の教員の質を高めるものとなっている。  

  幼稚園教諭向けの講習は、教育基本法、学校教育法、幼稚園教育要領等の改正で新

たに追加された諸内容を主な内容として行われ、具体的で実践的な講習となるように

努めている。 

 

開設講習数と受け入れ状況 

年度 必・選 開設講習数 
受講者数 

（選択は延べ数） 

平成 21 年度 
必修 1 52 

選択 9 105 

平成 22 年度 
必修 2 192 

選択 8 340 

平成 23 年度 
必修 2 142 

選択 10 393 
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(b)課題について 

地域貢献は大学の一つの使命であることの認識をもって、それぞれの取り組みの充

実を図ること。 

 

(c)改善計画について 

卒業生の学びなおしの機会としても活用して、生涯学習の拠点とすること。 

 

 

基準(2)地域社会の行政、商工業、教育機関及び文化団体等との交流活動を行っている 

(a)現状について 

【全学レベル】 

本学の教員は地方自治体の審議会や委員会の委員として積極的に参加する等、活発

な社会的活動を展開している。私学審議会委員等に就任している教員数、団体数は次

のとおりである。 

 

年 度 教員数 団体数 

平成 19 年度 8 13 

平成 20 年度 8 13 

平成 21 年度 7 20 

平成 22 年度 8 18 

平成 23 年度 7 20 

 

【ビジネスライフ学科】 

１．地域の行政・商工団体との交流 

地域の行政・商工団体とは、商工団体等の依頼を受けて次のような交流が行われて

いる。 

・「千葉県商工会議所連合会」主催による経営指導員研修会等での講演（平成 23 年に

は「元気な企業の秘訣」と題し、企業経営に対するアドバイスの方法等について講

演） 

・「船橋商工会議所」主催による「中小企業相談所経理講習会」での講演（平成 10 年

より） 

・「千葉県土産物連盟」との交流会（どのように付加価値を高めて「千葉の魅力」を打

ち出していくか等、同連盟が抱える課題に応える目的の交流会） 

・「千葉県情報サービス協会」有志と「情報産業で求められる人材」等について意見交

換会 

 地域経済の振興に果たすべき役割には、地域企業が求める人材の供給と企業経営に

関する支援の二つがある。この二つの役割を担って地域貢献を深めていきたい。 
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２．インターンシップの実施 

 企業等の業務を直接体験することによって、①仕事に取り組む心構えと社会で求め

られている能力を知ること、②学習内容が職場でどのように活かされているか実務を

とおして知ること、③自己の適正を認識することの３つを目的として、インターンシ

ップを平成 13 年度より実施している。 

 平成 22 年に 17 名、23 年に 35 名が参加し、24 年は 51 名の学生が参加を希望してい

る。「販売員はモノを売るだけが仕事ではなく、商品知識や情報も重要」「挨拶、返事

そして笑顔の大切さ気付いた」「コミュニケーションの重要性」等の報告が寄せられて

いる。 

インターンシップは学生にとって意味があるばかりでなく、地域の企業にとっても

有為な人材の基礎を育てる点で意義あるものとなっている。 

 

３．公共図書館の発展・振興に寄与するための教員派遣 

 司書課程では図書館の専門的職員として働く司書の養成に努めているが、社会貢献

の一環として全国及び県内の公共図書館の発展・振興に寄与するために専任教員の派

遣を積極的に行っている。 

大学図書館副館長でもある齋藤誠一准教授は、千葉市図書館協議会委員長（平成 18

年より）、千葉市図書館情報ネットワーク協議会会長（平成 22 年より）、「八千代市中

央図書館・市民ギャラリー整備に係る基本設計業務委託業者選定会議」委員（平成 23

年度）、「千葉県立図書館システム開発運用及び機器賃貸借に係る総合評価委員会」委

員（平成 23 年度）、「アジア経済研究所図書館運営業務総合評価審査委員会」委員（平

成 23 年度）を務めて地域貢献を行っている。 

 

【こども学科】 

教育委員会との交流 

  平成 20 年度より千葉県教育委員会・千葉市教育委員会が実施することになった「教

職インターンシップ」（現在は「ちば！ たまごプロジェクト」）に、毎年 10 名程度の

学生が参加し、小学校教諭としての実践的力量を磨く研修を積みながら教員採用に向

けた行政の取り組みに協力している。 

  千葉県教育委員会が実施する大学生向け出前講座「先生っていいもんだ」と連携し、

本学科の「教職実践演習」及び「教育実習事前指導」に教育委員会に講師の招聘を求

め、小学校教諭としての資質向上に努めている。「教育実習事前指導」での講話には教

員採用候補者選考に係わる内容が含まれているため、教育委員会の要請で学生に限定

せず広く学外者の参加を認めていて、一つの地域貢献の機会となっている。 

 

(b)課題について 

地域の各機関と連携して多用な形態で交流を行って地域貢献に努めること。 

 

(c)改善計画について 

地域行政や産業界とのパイプを太くして、双方向の連携に努めること。 
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基準(3)教職員及び学生がボランティア活動等を通じて地域に貢献している 

(a)現状について 

【ビジネスライフ学科】 

日本図書館協会の被災地支援活動への参加 

東日本大震災に対するボランティア活動として、日本図書館協会の被災地支援活動

に協力し、本学教員の派遣を行っている。平成 23 年 4 月 21 日から 24 日にかけて、「日

本図書館協会 Help-Toshokan (被災地読書支援隊）」の第１回支援隊として教員を派遣

し、児童書を届ける活動と被災状況の調査を含む支援活動を行った。福島県内の公立

図書館で蛍光灯が破損し、その破片が多くの本に降りかかったが、その破片の除去作

業を行う日本図書館協会のボランティア作業にも本学教員と卒業生が関わった。 

 

【こども学科】 

１．放課後子ども教室 

千葉市内の各小学校では、数年前から週 1 回程度ずつ「放課後子ども教室」を実施

している。このプロジェクトに平成 23 年度から学生や科目等履修生の数名が近隣の轟

町小学校で参加し、学習アドバイザーとして参加児童の学習活動の支援、遊び指導な

どを行っている。 

２．その他のボランティア活動 

教育・保育に関心の高い学生は、自らの居住地域のこどもたちのためにスポーツや

文化活動に取り組んだり、教育実習をきっかけとして実習先の幼稚園・保育所や介護

施設での活動に取り組んだりしている。 

学生の地域活動、ボランティア活動については、学生自身の主体性の下で積極的に

推進されることを期待しているが、卒業までに二つの教員免許状あるいは教員免許状

と保育士資格を取得する本学科の学生は多数の単位を修得せねばならず、ボランティ

ア活動に多くの時間を割くことはできない状況にある。 

こうした状況ではあるが、少しでもボランティア精神を身につけて欲しいとの願い

によって、平成 20 年度から「教育・保育等ボランティア」として単位化し、ボランテ

ィア活動の奨励に努めることにした。また、社会活動その他の分野で他の学生の模範

となる活動を行った学生個人及び団体については、その活動をたたえて奨励するため

に「とどろき奨励賞」の制度が設けられている。 

 

(b)課題について 

ボランティア精神に基づく自発的な活動の機会を提供すること。 

 

(c)改善計画について 

学生の自発的な活動の実態を掌握して、その推進に努めること。 


